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例　
言

一　

日
光
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
宇
都
宮
大
学
・
お
茶

の
水
女
子
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
事
業
と
し
て
、
日
光
市
足
尾
銅
山
の

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
あ
し
お
の
創
造
」
環
境
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く

足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
係
わ
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
調
査
報
告
書
と
し
て
刊
行
し
て
き
た
。
本
書
は
、
こ
れ

ら
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
、
参
考
と
し
た
報
告

書
等
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
の
引
用
・
参
考
文
献
一
覧
に
記
載
し
た
が
、

第
三
章
（
ⅱ
）
に
つ
い
て
は
章
末
に
示
し
た
。

一　

本
書
の
作
成
は
、
日
光
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
長
斎
藤
信
義

の
も
と
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
の
鈴
木
泰
浩
、
上
原
晃
、
片
根
義
幸
、

宮
本
史
夫
が
担
当
し
た
。

一　

本
書
の
執
筆
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
「
比
較
分
析
」
を
宇
都
宮
大
学
永

井
名
誉
教
授
が
担
当
し
、
他
の
部
分
は
日
光
市
教
育
委
員
会
が
編
集
し
た
。

一　

本
書
に
掲
載
し
た
写
真
・
資
料
等
は
、
関
係
者
の
許
可
を
得
て
掲
載
し

た
も
の
で
あ
る
。
所
有
者
等
に
つ
い
て
は
、
写
真
等
提
供
一
覧
に
示
し
た
。

一　

本
書
の
デ
ザ
イ
ン
・
構
成
は
、
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
媒
体
で
行
っ

た
。
用
い
た
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社W

indow
s 

OS7 Enterprise

、Adobe illustrator CC

、PhotoshopCC

、InD
esign 

CC

で
あ
る
。
写
真
・
図
等
は
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
で
保
存
し
て
あ
る
。

一　

本
書
の
著
作
権
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育
委
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管
す
る
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一一  

資
産
の
特
定

資
産
の
特
定( Identification of the Property)

( Identification of the Property)

　　本山・有木坑口本山・有木坑口
　前の坑夫たち　前の坑夫たち
　（明治 20 年頃）　（明治 20 年頃）



　　

提
案
資
産
の
意
義

　　　　
「
足
尾
銅
山
の
鉱
害
防
除
遺
産
群
」

は
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
世
界
各
地

に
お
い
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
銅

生
産
に
係
る
鉱
害
防
除
を
実
現
さ
せ
た

政
策
的
な
取
組
み
と
技
術
革
新
並
び
に

国
際
交
流
を
示
す
産
業
遺
産
の
集
合
体

で
あ
る
。
こ
の
集
合
体
は
、
日
本
政
府

の
指
導
の
も
と
、
企
業
と
地
方
自
治
体

に
よ
り
、
世
界
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ

た
銅
鉱
山
に
お
け
る
本
格
的
な
鉱
害
対

策
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

近
代
の
銅
山
に
お
け
る
鉱
害
は
、
複

合
的
な
原
因
に
よ
り
、
多
元
的
に
発
生

す
る
と
い
う
側
面
を
持
つ
た
め
、
鉱
害

防
除
に
お
い
て
も
体
系
的
且
つ
総
合
的

な
対
策
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な

問
題
は
国
内
外
の
諸
鉱
山
に
お
い
て
発

生
し
て
い
る
が
、
機
械
化
に
よ
る
採
鉱

技
術
が
導
入
さ
れ
た
十
九
世
紀
後
半
以

降
、
鉱
害
発
生
の
規
模
が
拡
大
し
、
且

つ
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
中
で
も
国
内

最
大
の
産
銅
量
を
誇
っ
た
足
尾
銅
山

は
、
そ
の
地
勢
的
な
特
徴
に
よ
り
、「
足

尾
鉱
毒
事
件
」
と
し
て
社
会
的
な
高
い

関
心
を
呼
び
、
大
き
な
住
民
運
動
を
巻

き
起
こ
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
日
本
政

府
は
鉱
害
発
生
の
初
期
か
ら
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
そ
の
対
策
に
着
手

し
た
。
そ
の
結
果
、
足
尾
銅
山
に
お
い

て
最
終
的
な
鉱
害
問
題
で
あ
っ
た
煙
害

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
際
的
な

技
術
連
携
に
よ
っ
て
理
論
的
に
開
発
さ

れ
た
「
自
熔
製
錬
法
」
を
企
業
が
実
用

化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
、
更
に

そ
の
技
術
が
世
界
に
輸
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
煙
害
が
完
全
に

防
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
世

界
的
な
煙
害
の
防
止
技
術
と
し
て
普
及

す
る
実
際
的
な
技
術
水
準
を
確
立
し
た
。

　

本
遺
産
群
は
鉱
業
の
歴
史
上
、
鉱
害

が
社
会
問
題
化
し
た
段
階
に
お
け
る
環

境
対
策
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
示
す
と
共

に
、
そ
の
後
の
技
術
革
新
と
技
術
的
な

国
際
交
流
の
成
果
を
示
す
産
業
遺
産
と

し
て
独
自
且
つ
貴
重
な
物
証
で
あ
る
。

　　

資
産
の
構
成

　

本
遺
産
群
は
、
下
の
表
に
示
し
た
８

資
産
で
一
つ
の
遺
産
群
を
構
成
す
る
。

こ
の
遺
産
群
は
銅
生
産
に
係
る
鉱
害
防

除
を
実
現
さ
せ
た
廃
水
・
鉱
煙
処
理
、

治
山
・
治
水
一
連
の
シ
ス
テ
ム
の
全
体

像
を
示
す
の
に
必
要
な
資
産
を
過
不
足

な
く
含
ん
で
い
る
。

　

足
尾
銅
山
は
、
そ
の
地
勢
的
な
特
徴

に
起
因
す
る
被
害
の
拡
大
に
よ
り
、
我

が
国
に
お
け
る
鉱
害
問
題
を
象
徴
す
る

銅
鉱
山
と
し
て
社
会
的
に
注
目
さ
れ
、

鉱
害
発
生
の
初
期
よ
り
日
本
独
自
の
技

術
に
改
良
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
対
策

を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
足
尾
銅

山
と
そ
の
周
囲
に
所
在
す
る
、
銅
鉱
山

に
お
け
る
鉱
害
防
除
の
技
術
革
新
と
国

際
交
流
を
示
す
多
数
の
施
設
の
中
か

ら
、
特
に
重
要
な
も
の
を
選
択
し
た
の

地　域資　産　名
日光市

日光市

日光市

日光市

日光市

日光市

資産面積（ｈ）

̶

̶

̶

̶

地　域 No. No.

S1S1

S2S2

S3S3

S4S4

S5S5

S6S6

S7S7

S8S8

資　産　名
日光市

日光市

日光市

日光市

日光市

日光市

日光市日光市

栃木市ほか
  
栃木市ほか
  

資産面積（ｈ）

0.070.07

0.240.24

5.605.60

資産の状況資産の状況
史　跡史　跡

史　跡史　跡

稼働中稼働中

史　跡史　跡

稼働中稼働中

稼働中稼働中

̶

̶

̶

̶̶

̶

通洞坑通洞坑
 つう    どう   こう

本山坑本山坑
 ほん    ざん    こう

間藤浄水場間藤浄水場
   ま      とう じょうすいじょう

中才浄水場中才浄水場
なか さいじょうすいじょう

通洞選鉱所通洞選鉱所
  つう     どう   せん    こう    じょ

本山製錬所跡本山製錬所跡
 ほん   ざん  せい   れん  じょ   あと

松木沢砂防堰堤群松木沢砂防堰堤群
 まつ     ぎ    ざわ     さ     ぼう   えん  てい  ぐん

渡良瀬遊水地渡良瀬遊水地
 わた    ら       せ     ゆう   すい    ち

稼働中稼働中

稼働中稼働中

　　

S1 〜 S8 はそれぞれ Site（サイト）１〜 Site8 を意味する。

資産の特定資産の特定

構成資産の所在地及び面積

　
提
案
の
主
旨

　
提
案
の
主
旨

2



ス
テ
ム
は
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
予
防

工
事
を
通
し
て
基
本
的
な
手
法
が
確
立

さ
れ
、
や
が
て
日
本
の
各
鉱
山
の
対
策

に
広
ま
っ
た
。

　

選
鉱
過
程
に
お
い
て
は
、
人
力
に
よ

る
選
鉱
作
業
を
機
械
化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
大
量
に
発
生
し
た
廃
棄
物
に
起
因

す
る
水
質
汚
染
が
生
じ
て
い
た
。
し
か

し
、
選
鉱
技
術
の
向
上
と
共
に
廃
棄
し

て
い
た
低
品
位
鉱
石
か
ら
銅
の
回
収
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
、
廃
棄
物
中
の
鉱

害
物
質
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
た
。（
S3
）

通
洞
選
鉱
所
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
革
新

を
物
語
る
施
設
で
あ
る
。

　

足
尾
銅
山
の
鉱
害
で
あ
る
水
質
汚
染

と
煙
害
に
よ
る
山
林
の
荒
廃
が
も
た
ら

す
洪
水
に
よ
り
、
下
流
域
で
は
農
作
物

被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
ら

の
被
害
地
対
策
と
し
て
、
治
山
・
治
水

事
業
が
行
わ
れ
た
。
治
山
対
策
の
た
め

に
建
設
さ
れ
た
施
設
が
（
S6
）
松
木
沢

砂
防
堰
堤
群
で
あ
る
。
主
に
煙
害
に
起

因
す
る
荒
廃
し
た
山
林
の
復
旧
と
砂
防

堰
堤
の
建
設
に
よ
り
、
失
わ
れ
た
水
源

か
ん
養
機
能
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
、

洪
水
の
緩
和
と
水
質
を
回
復
さ
せ
る
役

割
を
担
っ
た
。
ま
た
、
治
水
に
お
け
る

対
策
を
示
す
（
S7
）
渡
良
瀬
遊
水
地
は
、

洪
水
や
重
金
属
類
を
含
ん
だ
土
砂
流
出

に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
た
調
節
池
で
あ
り
、
洪
水
調
節
及

び
土
砂
堆
積
機
能
を
有
し
、
下
流
域
を

鉱
害
被
害
か
ら
守
る
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
産
に
お
け
る
上

下
流
域
の
対
策
が
相
互
に
作
用
す
る
こ

と
で
、
渡
良
瀬
川
流
域
の
一
体
的
な
復

旧
事
業
が
確
立
し
た
。

　

廃
煙
の
対
処
策
の
中
心
は
、
製
錬
過

程
で
生
じ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
や
煙
塵
の
回

�資産位置図（１）　

が
本
件
の
資
産
で
あ
る
。

　

鉱
害
の
発
生
源
で
あ
る
水
質
汚
染
の

対
処
策
と
し
て
、
廃
水
処
理
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
採

鉱
・
選
鉱
・
製
錬
過
程
で
発
生
す
る
廃

水
や
堆
積
場
か
ら
の
浸
透
水
を
浄
水
施

設
に
お
い
て
処
理
し
、
河
川
に
放
流
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。
特
に
採
鉱
過
程
で

生
じ
る
坑
内
廃
水
の
集
約
を
可
能
と
す

る
に
は
、
全
山
的
に
採
掘
さ
れ
た
坑
道

を
連
結
さ
せ
る
基
幹
坑
道
が
必
要
と
な

る
。
足
尾
銅
山
に
お
い
て
、
そ
の
役

割
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
の
が

（
S1
）本
山
坑
と（
S2
）通
洞
坑
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
坑
道
の
完
成
に
よ
り
各
主
要

坑
道
が
結
ば
れ
、
効
率
的
な
採
鉱
並
び

に
全
山
的
な
坑
内
廃
水
の
集
約
が
可
能

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
集
約
さ
れ
た
廃

水
は
、（
S4
）
間
藤
浄
水
場
、（
S5
）
中

才
浄
水
場
に
導
か
れ
、
石
灰
に
よ
る
中

和
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
重
金
属
類
を

沈
殿
、
濾
過
し
河
川
に
放
流
さ
れ
た
。

沈
殿
物
は
、
堆
積
場
に
運
ば
れ
管
理
さ

れ
た
が
、
こ
の
堆
積
場
か
ら
浸
透
す
る

廃
水
も
ま
た
浄
水
場
に
導
か
れ
、
前
述

と
同
様
に
処
理
さ
れ
た
。
こ
の
浄
水
シ

提案の主旨提案の主旨

0 40 ㎞

茨城県茨城県

千葉県千葉県東京都東京都
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静岡県静岡県

山梨県山梨県

群馬県群馬県

福島県福島県
新潟県新潟県

埼玉県埼玉県

栃木県栃木県
足尾足尾

●
S7渡良瀬遊水地S7 渡良瀬遊水地

収
で
あ
る
。
古
河
は
、
予
防
工
事
命
令

に
よ
り
当
時
の
技
術
レ
ベ
ル
で
実
施
で

き
る
最
大
限
の
対
策
を
行
っ
た
が
、
十

分
な
効
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
電
気

集
塵
機
の
導
入
に
よ
り
煙
塵
の
回
収
に

成
功
す
る
が
、
亜
硫
酸
ガ
ス
対
策
は
、

海
外
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
亜

硫
酸
ガ
ス
の
回
収
に
適
し
た
自
熔
製
錬

法
と
そ
れ
に
伴
う
脱
硫
技
術
の
導
入
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。（
S8
）
本
山
製

錬
所
跡
で
完
成
し
た
こ
の
技
術
は
国
内

外
へ
普
及
し
、
世
界
の
主
流
製
錬
技
術

と
な
っ
た
。
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資産の特定資産の特定

●

●

●

●

●

S2 通洞坑　S2 通洞坑

S1 本山坑S1 本山坑

S4 間藤浄水場S4 間藤浄水場

S5 中才浄水場S5 中才浄水場

S3 通洞選鉱所S3 通洞選鉱所

S8 本山製錬所跡S8 本山製錬所跡

S6 松木沢砂防堰堤群S6 松木沢砂防堰堤群

0 １㎞

　�資産位置図（２）　

　　

資
産
の
範
囲
と
現
況

資
産
の
範
囲
と
現
況

　（
S1
）
本
山
坑
の
範
囲
は
、
坑
口
と

そ
の
前
面
の
整
地
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
。
こ
の
部
分
は
、
坑
内
か
ら
搬
出
さ

れ
た
鉱
石
・
廃
石
を
選
り
分
け
る
作
業

を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
場
所
で
、
坑

口
の
開
閉
所
や
貯
鉱
関
係
施
設
、
浴
場

跡
、
軌
道
跡
を
含
ん
で
い
る
。

　
（
S2
）
通
洞
坑
は
、
坑
口
か
ら

百
六
十
八
ｍ
ま
で
の
坑
道
部
分
が
範
囲

で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、一
九
八
〇（
昭

和
五
十
五
）
年
以
降
、
坑
口
に
近
い
坑

道
内
部
を
改
修
し
、
坑
口
前
面
の
広
場

や
資
料
館
を
含
め
た
日
光
市
直
営
の

「
足
尾
銅
山
観
光
」
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
坑
道
上
部
は
、
道
路
用
地
、
鉄

道
用
地
、
グ
ラ
ン
ド
等
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　
（
S8
）
本
山
製
錬
所
跡
の
範
囲
は
、

当
時
の
製
錬
所
の
区
画
内
と
貨
物
駅
で

あ
る
本
山
駅
を
合
わ
せ
た
範
囲
で
あ

る
。
施
設
に
つ
い
て
は
大
部
分
が
撤
去

さ
れ
た
が
、
貯
鉱
壜
、
自
熔
製
錬
関
連

の
設
備
類
、
計
器
室
、
大
煙
突
、
硫
酸

タ
ン
ク
等
が
遺
存
す
る
。本
山
駅
跡
は
、

4



一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
の
輸

送
事
業
廃
止
後
、
国
鉄
民
営
化
に
際

し
て
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に

設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
わ

た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
株
式
会
社
」
が
所

有
し
て
お
り
、
駅
舎
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
、
倉
庫
、
油
庫
な
ど
が
遺
存
す
る
。

　

以
上
の
資
産
の
範
囲
は
、
文
化
財

保
護
法
に
よ
る
史
跡
と
し
て
保
護
さ

れ
る
範
囲
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
在
稼
働

中
の
資
産
で
あ
る
。

提案の主旨提案の主旨

構成資産整理表（１）　

�旧足尾鉄道足尾本山駅から製錬所を望む

S1

資産名・種別 要　約 No. No.

S1

S2S2

S3S3

資産名・種別

通洞坑
（採　鉱）
通洞坑

（採　鉱）

本山坑
（採　鉱）
本山坑

（採　鉱）

要　約 現 況 写 真現 況 写 真

通洞選鉱所
（選　鉱）
通洞選鉱所
（選　鉱）

　本山・小滝・通洞の主要坑口に
それぞれあった選鉱所を大正 10 年
に一元化した。当時最新鋭の選鉱
機械設備を設置し、大正から昭和
の戦前に採用された金属鉱山の選
鉱所のモデルとして高く評価さ れ
た。

　本山・小滝・通洞の主要坑口に
それぞれあった選鉱所を大正 10 年
に一元化した。当時最新鋭の選鉱
機械設備を設置し、大正から昭和
の戦前に採用された金属鉱山の選
鉱所のモデルとして高く評価され
た。

　明治 18 年開削、明治 29 年完工。
開削にあたっては、蒸気タービン
による圧縮空気を動力とした削岩
機及びダイナマイトによる発破工
法が用いられるなど当時の最新技
術が導入されており、積極的に技
術革新を推進した古河の姿勢を現
している。

　明治 18 年開削、明治 29 年完工。
開削にあたっては、蒸気タービン
による圧縮空気を動力とした削岩
機及びダイナマイトによる発破工
法が用いられるなど当時の最新技
術が導入されており、積極的に技
術革新を推進した古河の姿勢を現
している。

　足尾銅山主要坑道のひとつ。近
世には梨木坑と呼ばれていたが、
古河市兵衛によって改名された。
明治 16 年より旧坑道の改修が行
なわれ、開削には当時最新鋭の
シュラム式削岩機が使用された。
昭和 48 年の閉山までこの坑道を
基準に採鉱が行われた。

　足尾銅山主要坑道のひとつ。近
世には梨木坑と呼ばれていたが、
古河市兵衛によって改名された。
明治 16 年より旧坑道の改修が行
なわれ、開削には当時最新鋭の
シュラム式削岩機が使用された。
昭和 48 年の閉山までこの坑道を
基準に採鉱が行われた。

5



構成資産整理表（２）

資産の特定資産の特定

注意 : 上記の S2・S7 以外は一般公開されておらず、無断でサイトへの立ち入りは固く禁じられている。

 No. No.

S7S7

S8S8

（治　水）
渡良瀬遊水地
（治　水）
渡良瀬遊水地

要　約要　約

（製　錬）
本山製錬所
（製　錬）
本山製錬所

松木沢
砂防堰堤群
（治　山）（治　山）

松木沢
砂防堰堤群

　本山製錬所は、銅の産出量の増
加に対応するため、明治 17 年に直
利橋製錬分工場として開設された
のが始まりである。当時の先端技
術を導入し、生産量が飛躍的に増
加したが、同時に亜硫酸ガスの排
出によって煙害問題も発生した。
明治期に発令された政府による予
防工事命令以降、煙害克服のため
の技術改良が続けられ、昭和 31 年
に「自熔製錬法」、「電気集塵法」、「接
触脱硫法」を応用した脱硫技術を
世界で初めて実用化し、亜硫酸ガ
スの完全回収に成功した。

　本山製錬所は、銅の産出量の増
加に対応するため、明治 17 年に直
利橋製錬分工場として開設された
のが始まりである。当時の先端技
術を導入し、生産量が飛躍的に増
加したが、同時に亜硫酸ガスの排
出によって煙害問題も発生した。
明治期に発令された政府による予
防工事命令以降、煙害克服のため
の技術改良が続けられ、昭和 31 年
に「自熔製錬法」、「電気集塵法」、「接
触脱硫法」を応用した脱硫技術を
世界で初めて実用化し、亜硫酸ガ
スの完全回収に成功した。

　荒廃した製錬所周辺の山々から
の土砂流出防止のため、明治 30 年
以降、周辺の沢には堰堤が築かれ
ていった。昭和 2 年、渡良瀬川上
流に対し大規模な荒廃地復旧の工
事計画が立案され、昭和 30 年に足
尾砂防堰堤が建設された。これに
より、土砂流出による渡良瀬川へ
の被害は大幅に緩和された。

　荒廃した製錬所周辺の山々から
の土砂流出防止のため、明治 30 年
以降、周辺の沢には堰堤が築かれ
ていった。昭和 2 年、渡良瀬川上
流に対し大規模な荒廃地復旧の工
事計画が立案され、昭和 30 年に足
尾砂防堰堤が建設された。これに
より、土砂流出による渡良瀬川へ
の被害は大幅に緩和された。

　洪水対策として、明治 43 年か
ら国と栃木県が渡良瀬川の大規模
な河川改修工事を行い、利根川と
の合流点に遊水地を建設した。昭
和になっても大洪水が続いたため、
国は調整池を造って洪水調整機能
を増大させ、都市用水を確保する
貯水池化も進めて、平成２年現在
の姿になった。

　洪水対策として、明治 43 年か
ら国と栃木県が渡良瀬川の大規模
な河川改修工事を行い、利根川と
の合流点に遊水地を建設した。昭
和になっても大洪水が続いたため、
国は調整池を造って洪水調整機能
を増大させ、都市用水を確保する
貯水池化も進めて、平成２年現在
の姿になった。

資産名・種別資産名・種別

S6S6

　明治 30 年に建設。鉱毒予防工
事命令により、坑内水は すべて中
和、沈澱して無害にして放水する
ことが義務付けられ、本山、小滝、
通洞の主要坑口にそれぞれ浄水場
が設置された。本山坑 ( 製錬所廃
水を含む ) の廃水は間藤浄水場、
通洞坑の廃水は中才浄水場で処理
された。昭和 48 年の閉山後も中才
浄水場で当時の施設を改良し集中
的に浄水処理は続けられている。

　明治 30 年に建設。鉱毒予防工
事命令により、坑内水は すべて中
和、沈澱して無害にして放水する
ことが義務付けられ、本山、小滝、
通洞の主要坑口にそれぞれ浄水場
が設置された。本山坑 ( 製錬所廃
水を含む ) の廃水は間藤浄水場、
通洞坑の廃水は中才浄水場で処理
された。昭和 48 年の閉山後も中才
浄水場で当時の施設を改良し集中
的に浄水処理は続けられている。

間藤浄水場
（浄　水）
間藤浄水場
（浄　水）

中才浄水場
（浄　水）
中才浄水場
（浄　水）

現 況 写 真現 況 写 真

S5S5

S4S4

6



　　
ニニ　　
資
産
の
内
容
（

資
産
の
内
容
（Description

Description

））

　　間藤水力発電所間藤水力発電所
　（明治 28 年頃）　（明治 28 年頃）
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　�南上空からみた足尾周辺
　全域が山地で、中央に備

び
前
ぜん

楯
たてやま

山 ( 標高 1,272 ｍ ) がそ
びえており、かつてはこの山を中心に銅の採掘が進め
られた。南西方向に流下する渡良瀬川によって形成さ
れた段丘面にわずかな平地があり、そこに住宅や工場
施設等が集積している。

　

足
尾
銅
山
と

足
尾
銅
山
と

         
         

鉱
害
対
策
の
沿
革

鉱
害
対
策
の
沿
革

　　

古
河
鉱
業
（
以
下
、
古
河
と
い

う
。）
の
創
始
者
で
あ
る
古
河
市
兵
衛

が
足
尾
銅
山
の
経
営
に
着
手
し
た
の
は

一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
で
あ
っ
た
が
、

一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
の
高
品
位

鉱
床
の
発
見
を
機
に
、
産
銅
の
各
工
程

や
輸
送
方
法
な
ど
に
次
々
と
機
械
化
さ

れ
た
欧
米
の
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
て

生
産
量
を
増
や
し
、
明
治
十
年
代
後
半

か
ら
二
十
年
代
に
飛
躍
的
に
産
銅
量
を

伸
ば
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
足
尾
銅
山
は

鉱
山
と
し
て
の
繁
栄
を
み
る
が
、
そ
の

副
作
用
と
し
て
、
鉱
害
に
よ
る
甚
大
な

被
害
を
渡
良
瀬
川
流
域
に
も
た
ら
し
、

日
本
初
の
銅
鉱
山
に
お
け
る
環
境
問
題

と
し
て
社
会
的
に
注
目
さ
れ
た
。

　

足
尾
銅
山
に
お
け
る
鉱
害
は
、
産
銅

過
程
で
発
生
す
る
廃
棄
物
中
の
重
金
属

類
が
河
川
へ
流
出
す
る
水
質
汚
染
（
鉱

毒
）
と
製
錬
過
程
で
発
生
す
る
亜
硫
酸

ガ
ス
に
よ
る
煙
害
、
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ

り
荒
廃
し
、
保
水
力
を
失
っ
た
山
林
か

ら
河
川
へ
の
土
砂
流
出
に
伴
う
洪
水
な

ど
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て

は
、
廃
水
処
理(

廃
棄
物
の
流
出
防
止

を
含
む
）、
治
山
・
治
水
、
鉱
煙
処
理

に
大
別
さ
れ
る
。

　

鉱
害
か
ら
誘
発
さ
れ
る
環
境
問
題

は
、
渡
良
瀬
川
上
流
の
山
林
が
煙
害
を

主
た
る
原
因
と
し
て
荒
廃
し
、
そ
れ
ら

に
よ
っ
て
頻
繁
に
勃
発
す
る
よ
う
に

な
っ
た
洪
水
が
、
鉱
毒
を
有
す
る
水
や

土
砂
を
渡
良
瀬
川
下
流
域
の
田
畑
に
流

入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
農

作
物
被
害
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
環
境
問
題
は
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
に
起
き
た
洪
水
を
契
機

に
、
国
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

事
態
を
重
く
見
た
政
府
は
一
八
九
七

（
明
治
三
十
）
年
五
月
、
古
河
に
大
規

模
な
工
事
を
要
す
る
予
防
命
令
を
発
令

し
、
発
生
源
対
策
と
し
て
廃
水
処
理
、

廃
棄
物
の
流
出
防
止
、
鉱
煙
処
理
対
策

を
命
じ
た
。
こ
の
命
令
に
基
づ
き
浄
水

場
と
堆
積
場
が
整
備
さ
れ
、
鉱
山
全
体

の
廃
水
と
廃
石
の
処
理
シ
ス
テ
ム
が
形

成
さ
れ
た
。

　

鉱
煙
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
製
錬

所
に
脱
硫
塔
が
建
設
さ
れ
た
が
、
当
時

対
応
で
き
る
技
術
が
確
立
し
て
お
ら
ず

十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、幾
度
か
の
改
善
命
令
が
出
さ
れ
、

古
河
に
よ
る
試
行
錯
誤
が
続
け
ら
れ
た

が
、
そ
の
完
成
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
企

業
が
開
発
し
た
廃
煙
中
の
亜
硫
酸
ガ
ス

を
分
離
す
る
製
錬
法
が
実
用
化
さ
れ
た

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
の
こ
と

で
あ
る
。

　

治
山
・
治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
煙

害
等
に
よ
り
荒
廃
し
た
山
林
の
復
旧
事

業
と
し
て
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年

以
降
、
渡
良
瀬
川
上
流
域
で
国
と
栃
木

県
に
よ
り
、
土
砂
流
出
防
止
の
た
め
の

植
林
や
砂
防
施
設
建
造
な
ど
の
治
山
事

業
が
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
政
府
は
、

下
流
域
で
頻
発
す
る
洪
水
対
策
と
し

て
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
か

ら
渡
良
瀬
川
の
大
規
模
な
河
川
改
修
工

資産の内容資産の内容

（
ⅰ
）
足
尾
銅
山
の
鉱
害
防
除
遺
産
群
の
背
景

（
ⅰ
）
足
尾
銅
山
の
鉱
害
防
除
遺
産
群
の
背
景
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事
に
着
手
し
、
利
根
川
と
の
合
流
点
に

洪
水
の
調
節
を
図
る
遊
水
地
を
建
設
し

た
。
こ
れ
以
降
も
政
府
は
土
砂
流
出
を

防
止
す
る
目
的
で
、
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
に
渡
良
瀬
川
上
流
の
本
支
流
に

対
し
て
大
規
模
な
荒
廃
地
復
旧
の
工
事

計
画
を
立
案
し
た
。こ
の
計
画
に
よ
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
五
（
昭

和
三
十
）
年
に
は
「
足
尾
砂
防
堰
堤
」

が
建
設
さ
れ
、
土
砂
流
出
に
よ
る
渡
良

瀬
川
へ
の
被
害
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ

た
。
ま
た
、
製
錬
過
程
で
の
脱
硫
技
術

が
実
用
化
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
以
降

は
、
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
被
害
が
軽
減

さ
れ
る
と
共
に
徐
々
に
治
山
対
策
の
効

果
が
現
れ
、
現
在
で
は
銅
山
周
辺
の
森

林
が
蘇
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
古
河
が
海

外
の
産
業
技
術
に
独
自
の
改
良
を
加
え

て
、
煙
害
対
策
技
術
と
し
て
完
成
さ
せ

た
製
錬
法
は
国
内
外
に
広
く
普
及
し
、

現
在
は
世
界
の
主
流
製
錬
技
術
と
な
っ

て
い
る
。

　�足尾銅山で鋳造された寛永通宝一文銭�足尾銅山で鋳造された寛永通宝一文銭
　背面に「足」の字が印されていることから「足字銭」　背面に「足」の字が印されていることから「足字銭」
といわれた。足字銭は、1742（寛保２）年７月からといわれた。足字銭は、1742（寛保２）年７月から
1747（延享４）年の６年間に、約 22 万 2 千 6 百貫文も1747（延享４）年の６年間に、約 22 万 2 千 6 百貫文も
の銭が鋳造され、その鋳銭数は 2 億 1 千万枚に及んだ。の銭が鋳造され、その鋳銭数は 2 億 1 千万枚に及んだ。

　�明治時代以前の採掘坑跡�明治時代以前の採掘坑跡
　江戸時代における鉱脈の堀り方は、採掘し易い部分を　江戸時代における鉱脈の堀り方は、採掘し易い部分を鑿鑿

の みの み

などで横方向に採掘していた。一人だけが入れるほどの大などで横方向に採掘していた。一人だけが入れるほどの大
きさで、きさで、狸狸

たぬきたぬき

の穴に似ていることから「狸掘り」とよばれる。の穴に似ていることから「狸掘り」とよばれる。
本口沢上流の岩壁には、この狸掘りの跡が多く見られる。本口沢上流の岩壁には、この狸掘りの跡が多く見られる。

〈表〉〈裏〉

　足尾銅山の発見は 1550( 天文 19) 年と言われ、現在の栃木県佐野市域を拠点とする佐野氏により採掘さ足尾銅山の発見は 1550( 天文 19) 年と言われ、現在の栃木県佐野市域を拠点とする佐野氏により採掘さ
れていたと考えられるが、1610( 慶長 15) 年以降は江戸幕府の直轄支配となり、銅山奉行の代官所が設置れていたと考えられるが、1610( 慶長 15) 年以降は江戸幕府の直轄支配となり、銅山奉行の代官所が設置
され開発が進められた。され開発が進められた。
　足尾銅山で生産された精銅は、当初将軍ゆかりの江戸城、日光山、上野の寛永寺、芝の増上寺などの銅　足尾銅山で生産された精銅は、当初将軍ゆかりの江戸城、日光山、上野の寛永寺、芝の増上寺などの銅
瓦に使用された。その後、幕府は、1649（慶安 2) 年、銅の輸送路として足尾から利根川畔まで銅山街道瓦に使用された。その後、幕府は、1649（慶安 2) 年、銅の輸送路として足尾から利根川畔まで銅山街道
を開き、利根川河岸から水運で江戸蔵前の銅蔵に収められた。を開き、利根川河岸から水運で江戸蔵前の銅蔵に収められた。
　江戸時代における足尾銅山の最盛期は 17 世紀中頃で、年間 1,300t 以上の生産量を維持し、1648( 貞享元 )　江戸時代における足尾銅山の最盛期は 17 世紀中頃で、年間 1,300t 以上の生産量を維持し、1648( 貞享元 )
年の生産量は 1,500t（40 万貫余）に達した。年の生産量は 1,500t（40 万貫余）に達した。
　足尾銅山の産銅量が減少した寛保から延享期（1741 ～ 1748 年）には、足尾銅山の山師救済を目的と　足尾銅山の産銅量が減少した寛保から延享期（1741 ～ 1748 年）には、足尾銅山の山師救済を目的と
した鋳銭座が設けられ、寛永通宝一文銭の裏面にした鋳銭座が設けられ、寛永通宝一文銭の裏面に

「足」の字が印された通貨が鋳造された。しかし、「足」の字が印された通貨が鋳造された。しかし、
産銅量は減少の一途を辿り、幕末から明治時代の産銅量は減少の一途を辿り、幕末から明治時代の
初期にかけては、ほぼ閉山状態となった。初期にかけては、ほぼ閉山状態となった。

♦♦近世（江戸時代 ) の足尾銅山近世（江戸時代 ) の足尾銅山♦♦

　�足尾銅山発見の地、備前楯山　
　1610（慶長 15）年、備前国（現在の岡山県）出身の農民である
治

じ ぶ
部と内

く ら
蔵の両名が黒

くろいわやま
岩山で銅鉱の露頭を発見し、足尾郷を支配す

る日光山に報告した。翌 16 年には、幕府に問吹銅（試験的に製造
した銅）を献上している。当時は、三代将軍徳川家光の袴着の式を
あげる年にあたり、幕府は徳川家の吉兆となる銅山として足尾郷の
うち銅山を直轄支配とした。黒岩山は、発見の功績のあった二人の
出身国にちなんで、「備前　山」と名付けられた。
※備前楯山の「楯」の字は、本来、金属の鉱床または金属鉱床が存在する山を意味する「　」
の字を用いるが、本書では常用漢字の「楯」を使用する。

足尾銅山の鉱害防除遺産群の背景足尾銅山の鉱害防除遺産群の背景
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を
食
い
止
め
、
民
営
鉱
山
に
お
け
る
体

系
的
な
法
律
と
し
て
の
体
裁
を
示
し

た
。
そ
の
後
、
民
営
鉱
山
の
拡
大
に
伴

い
、
国
の
独
占
主
義
に
基
づ
く
日
本
坑

法
が
現
実
の
鉱
業
の
発
展
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
鉱
業
法
を
模

範
と
し
た
鉱
業
条
例
が
一
八
九
〇
（
明

治
二
十
三
）
年
に
公
布
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
日
本
の
鉱
業
は
、
鉱
業
の
自
由

主
義
に
基
づ
く
法
制
度
の
枠
組
み
が
整

え
ら
れ
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
な

か
で
も
銅
は
、
十
九
世
紀
末
の
世
界
的

な
電
気
産
業
の
拡
大
に
よ
る
銅
需
要
の

急
増
に
呼
応
し
、
外
貨
を
獲
得
す
る
た

　
日
本
の
産
業
化
と
鉱
業
　

　　
明
治
政
府
は
欧
米
諸
国
で
実
用
化

さ
れ
た
先
進
技
術
を
導
入
し
、
極
め
て

短
期
間
で
産
業
化
を
達
成
し
た
。
明
治

初
期
の
殖
産
興
業
政
策
に
よ
り
、
は
じ

め
官
営
事
業
に
よ
っ
て
移
植
さ
れ
た
工

業
技
術
は
、
明
治
二
十
年
前
後
に
進
め

ら
れ
た
民
間
へ
の
払
い
下
げ
に
よ
っ
て

民
営
企
業
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
こ
で

在
来
の
技
術
と
融
合
し
、
状
況
に
応
じ

た
巧
緻
な
改
良
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り

産
業
化
は
加
速
さ
れ
た
。

　

明
治
政
府
は
、
殖
産
興
業
を
担
う
産

業
と
し
て
鉱
山
の
開
発
を
重
点
政
策
に

と
り
あ
げ
、
既
存
の
鉱
山
の
官
営
に
よ

る
再
開
発
や
鉱
山
開
発
の
民
間
へ
の
解

放
な
ど
を
行
う
と
共
に
、
そ
れ
に
伴
う

鉱
業
法
規
の
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

政
府
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に

日
本
坑
法
を
制
定
し
、
採
掘
の
権
利
、

鉱
物
の
国
有
化
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
鉱
山
開
発
へ
の
海
外
資
本
の
進
出

　�間藤水力発電所（明治 28 年頃）　
　明治 23 年に完成した日本初の産業用大型発電所。明治 39 年に完成した日光細尾発電所の稼働以降、足尾電灯株式会社
に使用権を譲り、おもに町部の電力として使用された。現在は、水圧管の落下部（市指定史跡）の一部と渡良瀬川河床に
レンガ建物の基礎の一部が残っている。

資産の内容資産の内容

�現存する間藤水力発電所の水圧管

（
ⅱ
）
足
尾
銅
山
の
発
展
と
鉱
害
問
題

（
ⅱ
）
足
尾
銅
山
の
発
展
と
鉱
害
問
題
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め
の
輸
出
品
と
し
て
生
産
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
海
外
の
銅
需
要
を

背
景
に
、
年
間
二
千
㌧
か
ら
三
万
六
千

㌧
の
銅
が
輸
出
さ
れ
、
一
九
一
五
（
大

正
四
）
年
に
は
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
二

位
の
生
産
を
記
録
し
た
。
こ
の
国
内
銅

生
産
の
主
力
を
な
し
た
の
が
、
国
内
最

大
の
産
銅
量
を
誇
っ
た
足
尾
銅
山
で

あ
っ
た
。

　
近
代
に
お
け
る

         

足
尾
銅
山
の
発
展

　
足
尾
銅
山
は
、
江
戸
幕
府
の
直
轄

銅
山
と
し
て
一
六
八
四
（
貞
享
元
）
年
、

年
産
最
高
の
千
五
百
㌧（
四
十
万
貫
余
）

を
記
録
し
た
。
ま
た
、
延
宝
か
ら
元
禄

期
間(

一
六
七
三
～
一
七
〇
四
年
）
に

は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
へ
の
輸
出
銅
の

約
二
十
㌫
を
担
っ
た
。
こ
の
時
期
に
幕

府
の
財
政
を
支
え
た
足
尾
の
町
は
、「
足

尾
千
軒
」
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

を
み
せ
た
が
、
そ
の
後
、
産
銅
量
は
減

少
の
一
途
を
辿
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初

期
に
は
廃
坑
同
然
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
、
明
治

政
府
に
接
収
さ
れ
、
県
営
で
操
業
後
、 

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
民
間
へ
払

　�本山倉庫付近の賑わい（明治 20 年頃）　
　牛馬により米などが運ばれている様子。写真の左側には生活資材用の倉
庫が、右側には馬車鉄道のレールがみえる。

　�足尾銅山庚
こうしんざん

申山繁栄之図
　明治 17 年に浮世絵師の豊

とよはらちかはる
原周春によって描かれた足尾銅山の全景。足

尾銅山では、この年に「横間歩大直利」の採掘が始まり、産銅量が飛躍的
に増えた時期である。これに伴い本山に直利橋製錬所が設置された。

　�銅山構内で行われた電気鉄道試験運転（明治 28 年以前）
　試験運転は明治 24 年に始まり、同 26 年には、足尾製の国産第１号電気
機関車が本山と古河橋（写真中央）間で開通した。なお、坑内の鉱石運搬
用にトロリー式電気機関車が導入されるのは、明治 30 年のことである。

足尾銅山の発展と鉱害問題足尾銅山の発展と鉱害問題
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い
下
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
八
七
七

（
明
治
十
）
年
に
は
、
古
河
鉱
業
の
創

始
者
で
あ
る
古
河
市
兵
衛
が
足
尾
銅
山

を
買
収
し
経
営
に
着
手
し
た
。
古
河
に

よ
る
経
営
当
初
の
足
尾
銅
山
は
、
産
銅

量
が
年
間
百
㌧
に
も
満
た
ず
厳
し
い
状

況
が
続
い
た
が
、
こ
れ
を
打
開
し
た
の

が
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
鷹
之

巣
と
い
う
富
鉱
脈
の
発
見
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に

は
、
本
口
坑
に
お
い
て
横
間
歩
大
直
利

と
い
う
大
鉱
脈
を
掘
り
当
て
、
そ
の
後

の
足
尾
銅
山
発
展
へ
の
直
接
的
な
契
機

と
な
っ
た
。

　

古
河
は
大
鉱
脈
の
発
見
を
機
に
探
鉱

か
ら
製
錬
に
至
る
産
銅
の
各
工
程
と
そ

の
輸
送
方
法
に
最
新
技
術
を
積
極
的
に

導
入
し
た
。
早
く
も
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
に
は
水
力
発
電
所
を
建
設

し
こ
れ
ら
の
工
程
を
電
化
す
る
と
と
も

に
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年

に
は
電
気
精
銅
ま
で
の
一
貫
し
た
産

銅
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。
さ
ら
に

一
八
九
三(

明
治
二
十
六)

年
に
は
、

ベ
ッ
セ
マ
ー
式
回
転
炉
を
採
用
し
た
新

製
錬
工
場
が
操
業
を
開
始
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
小
型
溶
鉱
炉
で
は
、
銅
鉱
石
か

ら
粗
銅
を
得
る
ま
で
約
三
十
二
日
を
要

し
た
が
、
新
製
錬
法
に
よ
っ
て
二
日
に

短
縮
さ
れ
、
国
内
の
他
の
銅
山
を
圧
倒

し
た
。
こ
う
し
た
足
尾
銅
山
の
生
産
性

の
飛
躍
的
向
上
に
よ
り
、
古
河
は
産
銅

資
本
の
揺
ぎ
な
い
地
位
と
発
展
の
基
盤

を
築
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
市
兵
衛

は
、
足
尾
銅
山
買
収
時
か
ら
の
協
力
者

で
あ
る
実
業
家
の
渋
沢
栄
一
と
の
関
係

や
、
農
商
務
相
陸
奥
宗
光
の
二
男
潤
吉

を
養
子
に
迎
え
る
な
ど
、
政
財
界
と
強

い
繋
が
り
を
築
い
て
い
っ
た
。
市
兵

衛
の
死
後
、
二
代
目
当
主
と
な
っ
た
潤

吉
は
、
一
九
〇
五(

明
治
三
十
八)

年

に
「
古
河
鉱
業
会
社
」
を
設
立
し
、
社

長
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
潤
吉
が
副
社

長
に
抜
擢
し
た
の
が
、
当
時
、
陸
奥
の

秘
書
官
を
務
め
て
い
た
原
敬
で
あ
る
。

原
は
後
の
一
九
〇
七(

明
治
四
十)

年

に
内
務
相
と
し
て
渡
良
瀬
遊
水
地
建
設

　�架空索道（空中ケーブル、明治 28 年以前）
　足尾では索道のことを鉄索とよんでいた。物資や鉱石
を運ぶため、町内に大規模なものがいくつも作られた。
写真は足尾・日光間の細尾峠を越える架空索道で、支柱
が木製の古いタイプのものである。

　�足尾鉄道足尾本山駅付近の様子（大正 3 年以降）
　産銅量の増加に伴い輸送力の増強を図るため、明治 35 年 5 月 6 日に足尾鉄道株式会社が設立さ
れた。大正元年には、桐生を起点に大

おお
間

ま ま
々経由で足尾に至る鉄道が開通し、大正 3 年 8 月には足尾

本山まで全通した。足尾鉄道は、大正２年に鉄道院に借上げされ、大正７年には正式に国有化された。
以後、国鉄足尾線として、70 年以上の歴史を歩んだ。写真は泥鉱を積んだ列車が足尾本山駅から
出発した直後のもので、画面右下には古河橋がみえる。

資産の内容資産の内容
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に
よ
る
谷
中
村
の
廃
村
化
を
推
進
し
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
立
憲
政

友
会
総
裁
と
し
て
日
本
初
の
本
格
的
な

政
党
内
閣
を
組
織
し
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
市
兵
衛
は
、
銅
山
経
営
の

成
功
と
政
府
中
枢
と
の
結
び
つ
き
の
強

化
に
よ
り
、
特
権
資
本
と
し
て
の
地
位

を
碓
立
し
た
。

　

足
尾
銅
山
が
急
速
に
発
展
し
た
明
治

二
十
年
前
後
の
日
本
経
済
は
、
紡
績
・

製
糸
業
な
ど
の
軽
工
業
を
中
心
に
発
展

し
、
産
業
革
命
を
迎
え
る
。
国
産
綿
糸

の
生
産
量
は
、
機
械
化
に
よ
っ
て
飛
躍

的
に
増
大
し
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四

～
一
八
九
五　

明
治
二
十
七
～
二
十
八

年
）
後
、
中
国
な
ど
へ
の
輸
出
産
業
と

し
て
急
速
に
発
展
し
た
。

　

日
本
政
府
は
日
清
戦
争
後
、
欧
米
列

強
に
対
抗
す
る
た
め
富
国
強
兵
を
掲

げ
、
清
国
か
ら
の
賠
償
金
を
あ
て
て
軍

備
拡
張
を
基
軸
に
産
業
の
振
興
を
推

進
し
た
。
こ
の
戦
後
政
策
の
推
進
に

は
、
軍
事
上
・
経
済
上
で
不
可
欠
な
鉄

鋼
生
産
の
増
強
が
必
須
課
題
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
で
は
、
繊

維
産
業
を
中
心
と
し
た
軽
工
業
の
発
展

に
比
べ
、
鉄
鋼
や
造
船
な
ど
の
重
工
業

は
、
よ
う
や
く
そ
の
発
展
の
基
礎
が
つ

く
ら
れ
た
段
階
で
あ
り
、
そ
の
殆
ど
が

海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
こ

の
た
め
日
本
の
銅
は
、
重
工
業
製
品
輸

入
の
財
源
と
し
て
、
生
糸
・
綿
糸
な
ど

と
共
に
外
貨
を
稼
ぐ
た
め
の
重
要
な
輸

出
品
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

生
産
の
主
力
で
あ
っ
た
足
尾
銅
山
は
、

国
の
保
護
の
も
と
大
規
模
な
開
発
が
行

わ
れ
、
生
産
を
拡
大
し
た
結
果
、
明
治

二
十
年
代
後
半
頃
か
ら
鉱
害
問
題
が
次

第
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

　�足尾式小型削岩機（上）と通洞動力所内のコンプレッサー（下）　
　大正期には、それまでの輸入削岩機のメンテナンスで培った技術を応用し、
日本人の体格に適した小型で手持ち式の削岩機が開発された。
　本山・小滝及び通洞の各坑口には、削岩機に圧縮空気を送るコンプレッサー
が備え付けられた。

�本山・有木坑口前の坑夫たち（明治 20 年頃）

足尾銅山の発展と鉱害問題足尾銅山の発展と鉱害問題
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足
尾
銅
山
の
産
銅
量

　
足
尾
銅
山
は
豊
富
な
鉱
源
を
背
景
に

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
以
降
、
急

速
に
産
銅
量
を
拡
大
し
、一
八
八
七（
明

治
二
十
）
年
に
は
二
千
九
百
八
十
七

㌧
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年

に
は
七
千
五
百
四
十
七
㌧
に
上
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
代
は
六
千
㌧
台
を
推
移

し
、
明
治
末
期
の
一
九
一
〇
（
明
治

四
十
三
）
年
に
七
千
㌧
台
、
そ
し
て

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
ピ
ー
ク

の
一
万
七
千
四
百
㌧
を
達
成
し
た
。

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
か
ら

一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
ほ
ぼ
国

内
最
大
の
産
銅
量
を
誇
り
、
全
国
の
生

産
量
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
も
二
十

～
四
十
㌫
台
を
保
持
し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
に
よ
り

産
銅
量
は
減
少
し
た
が
、一
九
三
八（
昭

和
十
三
）
年
に
至
る
ま
で
一
万
三
千
㌧

前
後
を
維
持
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
時
下
に
お
い
て
は
、
政
府
の
非
常

時
増
産
体
制
と
共
に
銅
の
需
要
が
高

ま
っ
た
が
、増
産
を
強
要
さ
れ
た
結
果
、

無
計
画
な
乱
掘
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
人

員
不
足
と
自
山
鉱
や
他
山
受
入
鉱
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
産
銅
量
は
千
㌧
台
へ

と
激
減
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
五

（
昭
和
二
十
）
年
か
ら
同
二
十
四
年
ま

で
の
産
銅
量
は
千
～
二
千
㌧
台
で
、
最

盛
期
の
一
割
強
と
い
う
極
め
て
低
水
準

で
推
移
し
て
い
た
。
一
九
五
四
（
昭

和
二
十
九
）
年
に
は
経
営
の
合
理
化

に
よ
り
小
滝
坑
が
閉
山
と
な
っ
た
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
自

熔
炉
に
よ
る
製
錬
が
開
始
さ
れ
、
処
理

能
力
は
向
上
し
た
が
、
一
九
五
七
（
昭

和
三
十
二
）
年
か
ら
製
錬
の
主
体
は

輸
入
鉱
石
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
高

度
経
済
成
長
期
の
一
九
六
六
（
昭
和

四
十
一
）
年
に
は
約
六
千
㌧
ま
で
回
復

す
る
が
、
そ
の
後
、
鉱
源
の
枯
渇
に
よ

り
減
少
し
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）

年
に
閉
山
を
迎
え
た
。

　

本
山
製
錬
所
で
の
輸
入
鉱
石
に
よ
る

製
錬
も
、
国
鉄
足
尾
線
の
貨
物
輸
送
が

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
廃
止

と
な
り
、
翌
昭
和
六
十
三
年
に
事
実
上

の
操
業
を
停
止
し
、
足
尾
銅
山
の
銅
生

産
の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
た
。
足
尾
銅
山

の
発
見
か
ら
閉
山
ま
で
の
約
三
百
六
十

年
間
で
採
鉱
さ
れ
た
銅
の
総
産
出
量
は

約
八
十
二
万
㌧
に
上
り
、
国
内
の
銅
山

に
お
い
て
最
大
の
産
銅
量
を
誇
っ
た
。

　�本山製錬所のベッセマー式回転炉（明治 40 年代）
　足尾では、日本初のベッセマー式回転炉（直立型）を採用した新製錬
工場が 1893（明治 26）年 11 月 26 日に操業を開始した。それまでの小
型溶鉱炉では、銅鉱石から粗銅を得るまで約１ヶ月を要したが、新製錬
法によって数日に短縮された。それに伴い銅の生産が増え、煙害も増加
した。写真はその後の明治 40 年代に採用された樽型の回転炉である。
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1887 年
（明治 20）

1897 年
（明治 30）

1907 年
（明治 40）

1917 年
（大正 6）

1927 年
（昭和 2）

1937 年
（昭和 12）

1947 年
（昭和 22）

1957 年
（昭和 32）

1967 年
（昭和 42）

�足尾銅山産銅量の推移
　歴史シリーズ銅（１）～（５）金属資源開発調査企画グループ
　ＪＯＧＭＥＣ－ＨＰ（2005 ー 2006）より引用

資産の内容資産の内容
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足
尾
銅
山
の
鉱
害
問
題

　
日
本
に
お
い
て
産
業
化
・
工
業
化
が

急
速
に
進
展
し
た
明
治
二
十
年
代
以

降
、
全
国
の
鉱
山
で
は
産
銅
量
の
拡
大

に
伴
い
、
製
錬
過
程
で
発
生
す
る
廃
煙

と
鉱
山
か
ら
の
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
へ

の
影
響
で
あ
る
鉱
害
が
次
第
に
顕
在
化

し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
国
内
最
大

の
産
銅
量
を
担
い
、
立
地
的
に
も
狭
隘

な
山
間
部
で
、
且
つ
長
大
な
流
域
面
積

を
有
す
る
渡
良
瀬
川
の
最
上
流
部
に
位

置
す
る
足
尾
銅
山
は
、
他
の
銅
山
に
比

べ
被
害
を
よ
り
深
刻
な
も
の
と
し
た
。

　

足
尾
銅
山
の
鉱
害
は
、
産
銅
過
程
で

発
生
す
る
廃
棄
物
中
の
重
金
属
類
が
河

川
へ
流
出
す
る
水
質
汚
染
と
製
錬
過
程

で
発
生
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
に
大
別
さ
れ
る
。

　

水
質
汚
染
は
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
や

堆
積
物
の
流
出
に
よ
り
、
足
尾
銅
山
か

ら
高
濃
度
の
硫
酸
銅
を
含
む
酸
性
廃
水

や
土
砂
が
渡
良
瀬
川
に
流
れ
出
し
て
水

質
を
汚
染
し
、
魚
の
死
滅
や
耕
地
の
作

物
の
枯
死
な
ど
、
下
流
地
域
の
農
業
や

漁
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
い
わ

ゆ
る
鉱
毒
被
害
で
あ
る
。

　

大
気
汚
染
は
、
製
錬
所
周
辺
の
農
作

物
被
害
や
山
林
が
枯
死
す
る
煙
害
で
あ

る
。
足
尾
銅
山
の
銅
鉱
石
は
、
そ
の
殆
ど

が
硫
化
銅
で
約
三
十
～
四
十
㌫
の
硫
黄

分
を
含
ん
で
お
り
、
製
錬
時
に
鉱
石
中
の

硫
黄
分
が
酸
素
と
結
合
し
、
大
量
の
亜

硫
酸
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
た
。
煙
害
は
こ

の
亜
硫
酸
ガ
ス
や
重
金
属
類
を
含
ん
だ

粉
塵
な
ど
が
無
処
理
の
ま
ま
大
気
中
に

排
出
さ
れ
る
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

本
山
製
錬
所
北
部
の
松
木
渓
谷
を
中
心

と
し
た
煙
害
は
、
製
錬
所
が
開
設
さ
れ
た

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
あ
た
り
か
ら

顕
在
化
し
、
山
林
の
荒
廃
と
共
に
養
蚕
や

農
作
物
の
収
穫
量
を
極
端
に
減
収
さ
せ
、

久
蔵
、
仁
田
元
、
松
木
の
三
村
を
廃
村
に

ま
で
追
い
込
ん
だ
。

　

煙
害
に
加
え
て
産
銅
に
必
要
な
木
材

を
得
る
た
め
の
山
林
伐
採
や
山
火
事
な

ど
に
よ
っ
て
植
生
が
壊
滅
し
、
自
然
回

復
を
阻
ん
で
山
林
の
裸
地
化
を
進
行
さ

せ
た
。
山
林
の
裸
地
化
に
伴
い
、
降
雨

時
に
は
周
辺
の
山
地
か
ら
大
量
の
土
砂

が
流
出
し
河
床
面
を
高
め
た
た
め
、
頻

繁
に
洪
水
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

り
、
被
害
は
渡
良
瀬
川
お
よ
び
利
根
川

下
流
域
の
群
馬
・
栃
木
・
埼
玉
・
茨
城

四
県
の
広
い
範
囲
に
拡
大
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
足
尾
銅
山
の
鉱
害
問
題

は
、
水
質
汚
染
・
大
気
汚
染
と
い
っ
た

複
合
的
な
環
境
被
害
で
あ
り
、
立
地
条

件
と
地
形
的
な
特
性
が
影
響
し
、
渡
良

瀬
川
を
介
し
て
複
合
的
に
下
流
域
へ
広

域
且
つ
甚
大
な
被
害
が
、
洪
水
と
い
う

自
然
災
害
が
引
き
金
と
な
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

渡
良
瀬
川
中
下
流
域
で
の
鉱
害
問
題

は
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
の
鮎

の
大
量
死
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
。
続

い
て
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
八

月
に
栃
木
、
群
馬
両
県
を
襲
っ
た
大
洪

水
が
鉱
毒
に
よ
る
深
刻
な
農
作
物
被
害

を
引
き
起
こ
し
、
被
害
民
を
鉱
毒
反

対
運
動
へ
と
駆
り
立
て
た
。
さ
ら
に

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
、
第
二

回
帝
国
議
会
で
の
衆
議
院
議
員
田
中
正

造
の
政
府
に
対
す
る
追
求
を
契
機
に
鉱

害
問
題
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
や
が
て
大
き
な
社
会
問
題
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
。

足尾銅山の発展と鉱害問題足尾銅山の発展と鉱害問題

　�明治 18 年頃の直利橋製錬所
　1887（明治 10）年に古河が足尾銅山の経営を開始し
て 7 年後、横間歩大直利を捕捉して製錬処理が急激に増
大した。このため、松木沢と出川の合流点に直利橋製錬
所を設けた。これが現在の本山製錬所の始まりである。

　�旧松木村跡地
　産銅に伴う煙害や山林伐採、山火事などにより山林が
荒廃し、1902（明治 35）年に廃村となった旧松木村。
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予
防
工
事
命
令

　
予
防
工
事
命
令
と
は
、一
八
九
〇（
明

治
二
十
三
）
年
に
制
定
さ
れ
た
鉱
業
条

例
の
第
五
十
九
条
に
あ
る
「
鉱
業
上
ニ

危
険
ノ
處
ア
リ
又
ハ
公
益
ヲ
害
ス
ト
認

ム
ル
ト
キ
ハ
所
轄
鉱
山
監
督
署
長
ハ
鉱

業
人
ニ
其
ノ
予
防
ヲ
命
シ
」
に
基
づ

き
、
鉱
害
対
策
を
鉱
業
主
に
実
施
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
足
尾
銅
山
に
お
い
て

は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
か

ら
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
の
間

に
、
五
回
に
わ
た
り
発
令
さ
れ
た
。

　

足
尾
銅
山
の
鉱
害
問
題
は
日
本
の

公
害
問
題
の
起
点
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ

は
日
本
で
最
初
に
社
会
問
題
化
し
被
害

が
広
域
に
及
ん
で
影
響
力
が
大
き
か
っ

た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
予
防
工

事
命
令
を
契
機
に
総
合
的
な
鉱
害
対
策

が
政
府
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
そ
の
後

の
鉱
山
に
お
け
る
鉱
害
対
策
の
始
点
と

な
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
歴

史
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
予
防
工
事
命

令
を
中
心
に
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策
の

変
遷
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

　　
第
一
回
か
ら
第
三
回

　
　
ま
で
の
予
防
工
事
命
令

　　

鉱
害
問
題
が
大
き
く
顕
在
化
し
た
明

治
二
十
年
代
前
半
に
お
い
て
、
我
が
国

の
統
治
機
構
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
近
代

憲
法
を
有
す
る
立
憲
君
主
国
家
と
し
て

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。一
八
九
一（
明

治
二
十
四
）
年
十
二
月
の
発
足
間
も
な

い
第
二
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
衆
議

院
議
員
の
田
中
正
造
か
ら
鉱
害
問
題
に

対
す
る
質
問
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
地
方

庁
で
は
被
害
民
と
古
河
と
の
示
談
契
約

の
仲
裁
と
と
も
に
、予
防
工
事
の
命
令
、

洪
水
対
策
と
し
て
の
治
水
事
業
の
実
施

な
ど
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
政

府
に
求
め
た
。
や
が
て
政
府
は
、
鉱
害

対
策
に
取
り
組
み
は
じ
め
、
対
応
を

監
督
官
庁
で
あ
る
農
商
務
省
に
指
示
、

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
十
二
月
、

水
質
改
善
を
柱
と
す
る
第
一
回
予
防
工

事
命
令
（
全
三
条
）
を
古
河
に
対
し
て

発
令
し
た
。
こ
の
命
令
を
受
け
て
古
河

は
命
令
に
対
す
る
答
申
書
を
提
出
し
、

農
商
務
省
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
予

防
工
事
を
実
施
し
た
。

　

し
か
し
、
農
民
の
東
京
押
出
し
（
大

挙
上
京
請
願
行
動
）
を
は
じ
め
と
す
る

反
鉱
害
運
動
に
よ
り
、
足
尾
鉱
毒
事
件

へ
の
社
会
的
関
心
が
高
ま
る
と
共
に
、

足
尾
銅
山
の
操
業
停
止
を
求
め
る
声
が

進
歩
党
の
田
中
正
造
ら
に
よ
っ
て
強
く

主
張
さ
れ
る
な
ど
、
状
況
は
大
き
く

変
化
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
三
月
、
内

閣
に
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
調
査
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
松
方
内
閣
を
挙
げ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
そ

の
後
、
農
商
務
省
の
人
事
は
大
臣
に
進

歩
党
の
大
隈
重
信
が
就
任
し
、
政
党
内

閣
の
萌
芽
と
な
り
得
る
民
意
の
高
ま
り

を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
進
歩
党
の

領
袖
が
集
中
的
に
農
商
務
省
の
要
職
に

任
命
さ
れ
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
に
対

す
る
政
府
の
姿
勢
の
変
化
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
と
り
わ
け
鉱
山
局
長

に
任
命
さ
れ
た
肥こ

い
づ
か
り
ゅ
う

塚
龍
に
よ
る
鉱
害
対

策
の
提
言
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
く
具
体

的
か
つ
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

肥
塚
は
鉱
山
局
長
就
任
直
後
に
、
早

速
足
尾
銅
山
お
よ
び
鉱
毒
被
害
地
の
視

察
を
行
い
、
復
命
書
を
大
隈
に
提
出
し

た
。
こ
の
復
命
書
で
も
っ
と
も
注
目
す

べ
き
点
は
、
鉱
害
対
策
と
し
て
治
水
、

林
政
、
発
生
源
対
策
の
三
分
野
を
あ
げ
、

発
生
源
対
策
工
事
の
柱
と
し
て
、
廃
水

の
処
分
、捨
石
・
鍰か

ら
み（
鉱
滓
）・
砂
の
処
分
、

硫
酸
煙
（
廃
煙
）
の
処
分
の
三
点
を
指

摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
従
来
個
別

に
指
摘
さ
れ
て
き
た
鉱
害
対
策
を
体
系

的
に
提
示
し
た
点
が
、
鉱
害
対
策
と
し

て
画
期
的
な
提
言
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
第
一
に
、
治
水
・
林
政
・
発
生

源
対
策
を
、
鉱
害
対
策
の
三
本
柱
と
し

て
明
確
に
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
発
生

源
対
策
工
事
の
焦
点
が
、
水
質
の
管
理
、

捨
石
・
鍰
・
砂
等
の
廃
棄
物
の
堆
積
場

整
備
、
煙
害
防
止
に
あ
る
こ
と
を
明
確

に
指
摘
し
、
予
防
工
事
命
令
の
焦
点
を

鮮
明
に
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
第
一
回

命
令
と
古
河
の
答
申
書
の
内
容
を
「
不

資産の内容資産の内容

（
ⅲ
）
予
防
工
事
命
令
と
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策

（
ⅲ
）
予
防
工
事
命
令
と
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策
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　�小滝地区を視察する田中正造（明治 32 年３月 12 日）
　第３回予防工事命令から２年後、当時国会議員であった田中正造が農商務大臣、
鉱山局長らと足尾銅山を視察した際、小滝地区の浄水場で撮影された。中央の帽子
をかぶったマフラー姿の人物が正造である。小滝坑は明治 18 年に大鉱脈が発見され、
本山・通洞と並ぶ足尾銅山西部の拠点であった。

十
分
」
と
指
摘
し
、
問
題
箇
所
を
具
体

的
に
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
事
方

法
の
見
直
し
を
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
五
月

十
三
日
に
は
四
条
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ

る
第
二
回
予
防
工
事
命
令
が
東
京
鉱
山

監
督
署
長
か
ら
古
河
に
出
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
命
令
は
肥
塚
鉱
山
局
長
の

提
言
に
応
え
た
も
の
で
は
な
く
、
内
容

か
ら
見
て
第
一
回
命
令
を
補
足
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
経
て
一
八
九
七

（
明
治
三
十
）
年
五
月
二
十
七
日
、
第

三
回
予
防
工
事
命
令
が
発
令
さ
れ

た
。
前
二
回
の
命
令
と
比
較
す
る
と
、

三
十
七
項
と
項
目
が
多
い
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ま
で
の
工
事
が
、
農
商
務
省

の
一
般
的
指
示
に
従
い
古
河
が
工
事
の

内
容
お
よ
び
工
期
を
示
す
と
い
う
形
式

で
進
め
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
工

事
内
容
が
命
令
書
に
厳
密
に
規
定
さ
れ

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
点

が
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来

の
命
令
で
は
な
か
っ
た
煙
害
対
策
（
硫

酸
煙
処
分
）
と
い
う
新
た
な
工
事
が
付

加
さ
れ
た
。
と
く
に
、
工
事
内
容
に
つ

い
て
の
指
示
は
極
め
て
具
体
的
で
、
古

河
の
裁
量
が
入
る
余
地
の
な
い
ほ
ど
厳

密
で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
十
一
月

二
十
二
日
、
予
防
工
事
は
竣
工
し
鉱
山

監
督
署
の
認
可
を
受
け
た
。
こ
れ
を
受

け
て
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
足
尾
銅

山
鉱
毒
事
件
調
査
委
員
は
解
任
さ
れ
た

が
、
そ
の
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば

予
防
工
事
命
令
の
成
果
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

設
計
仕
様
ノ
緻
密
ナ
ル
コ
ト
驚
ク
ヘ

キ
モ
ノ
ア
リ
坑
水
、
撰
鉱
水
其
他
廃
水

ノ
処
理
、
廃
石
、
鉱
滓
、
泥
渣
、
鍰
等

ノ
処
理
、
従
来
ヨ
リ
存
ス
ル
廃
物
堆
積

場
ノ
整
理
、煙
煤
ノ
蒐
集
発
散
ノ
処
理
、

土
砂
ノ
崩
壊
扞
止
ニ
関
ス
ル
工
事
等
各

方
面
ニ
於
ケ
ル
設
備
ニ
依
リ
テ
確
ニ
鉱

山
ノ
面
目
ヲ
一
新
セ
リ

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
予
防
工
事
に
よ

り
、
当
時
の
最
高
の
技
術
が
投
入
さ
れ

た
こ
と
で
、
発
生
源
対
策
は
「
鉱
山
ノ

面
目
ヲ
一
新
セ
リ
」
と
認
識
さ
れ
て
い

た
が
、
煙
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の

操
業
の
中
で
所
期
の
効
果
を
発
揮
し
な

か
っ
た
の
が
明
ら
か
に
な
る
。し
か
し
、

水
質
汚
染
に
関
し
て
は
一
定
の
効
果
を

収
め
、
そ
の
鉱
害
防
止
シ
ス
テ
ム
の
体

系
が
日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
形
成
さ

れ
た
。
ま
た
、
第
三
回
予
防
工
事
命
令

を
契
機
に
、
国
は
発
生
源
対
策
、
す
な

わ
ち
下
流
域
の
鉱
毒
の
原
因
で
あ
る
排

水
の
浄
水
（
捨
石
・
廃
滓
の
流
出
防
止

の
土
砂
扞
止
を

含
む
）
と
煙
害

の
原
因
で
あ
る

製
錬
過
程
か
ら

の
排
煙
の
脱
硫

を
鉱
業
主
で
あ

る
古
河
に
命
令

し
、
治
山
（
荒

廃
地
の
修
復
と

土
砂
流
出
防
止

な
ど
砂
防
を
含

む
）と
治
水（
下

流
域
の
堤
防
強

化
）
は
国
と
県

が
担
当
す
る
こ

と
と
し
た
。
古

河
の
技
術
的
な

鉱
害
対
策
は
、

こ
の
よ
う
な
枠

組
み
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
第
三
回
予
防
工
事
命
令
の
意
義

は
、
ア
ジ
ア
初
の
立
憲
政
治
が
実
現
し

議
会
が
開
か
れ
、
民
主
的
な
環
境
の
中

で
鉱
害
が
公
に
な
っ
た
こ
と
、
お
よ

び
、
藩
閥
政
府
か
ら
史
上
初
の
政
党
内

予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策
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閣
（
大
隈
内
閣
）
に
な
っ
た
こ
と
で
、

総
合
的
な
鉱
害
対
策
が
政
府
に
よ
っ
て

本
格
的
に
着
手
さ
れ
、
そ
の
後
、
全
国

の
鉱
山
に
お
け
る
鉱
害
対
策
の
始
点
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
鉱
害
発
生
初
期

に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

世
界
的
に
見
て
も
日
本
独
自
の
特
質
と

し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
回
、
第
五
回
予
防

　
　
工
事
命
令
と
そ
の
評
価

　　

第
三
回
予
防
工
事
命
令
以
後
も
、
予

防
工
事
の
実
施
に
対
す
る
政
府
の
厳

重
な
監
督
や
追
加
工
事
が
進
め
ら
れ

た
が
、
政
府
の
鉱
害
対
策
は
、
水
質

改
善
か
ら
治
山
・
治
水
、
煙
害
対
策

へ
と
そ
の
重
点
を
移
動
さ
せ
て
行
き
、

一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
三
月
に

は
、
第
三
回
予
防
工
事
命
令
に
よ
っ
て

建
設
し
た
煙
害
対
策
施
設
で
あ
る
脱
硫

塔
の
改
良
整
備
を
命
じ
た
第
四
回
予
防

工
事
命
令
が
出
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
第
三
回
予
防
工
事
命
令
以

後
、
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
被
害
が
発
生

し
、
と
く
に
翌
九
十
八
年
九
月
の
洪
水

で
は
沈
澱
池
が
決
壊
し
下
流
域
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
て
、

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
九
月
の

第
三
回
東
京
押
し
出
し
、
翌
九
十
九
年

に
は
被
害
地
住
民
を
中
心
に
「
鉱
毒
議

会
」
が
結
成
さ
れ
、
鉱
毒
被
害
救
済
、

足
尾
銅
山
操
業
停
止
な
ど
が
以
前
に
ま

し
て
強
く
主
張
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
つ
い
に
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）

年
二
月
の
第
四
回
押
し
出
し
で
上
京
し

よ
う
と
す
る
被
害
地
住
民
と
警
官
隊
が

衝
突
す
る
い
わ
ゆ
る
「
川
俣
事
件
」
が

勃
発
し
、
さ
ら
に
、
翌
一
九
〇
一
年

十
二
月
十
日
に
は
、
第
十
六
議
会
開
院

式
か
ら
の
帰
路
、
田
中
正
造
が
明
治
天

皇
に
直
訴
し
よ
う
と
す
る
事
件
が
起
る

な
ど
、
足
尾
鉱
毒
問
題
の
社
会
的
影
響

は
、
第
三
回
予
防
工
事
命
令
の
完
成
以

後
む
し
ろ
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

政
府
は
、
足
尾
銅
山
に
止
ま
ら
ず
別

子
銅
山
に
お
い
て
も
煙
害
問
題
が
採
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
鉱
害
問
題
に
対
す

る
議
会
や
世
論
の
批
判
が
高
揚
す
る
こ

と
の
鎮
静
を
図
ろ
う
と
、一
九
〇
二（
明

治
三
十
五
）
年
三
月
十
五
日
、
第
二
次

鉱
毒
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。
第
二

次
鉱
毒
調
査
委
員
会
で
は
、
一
九
〇
二

（
明
治
三
十
五
）
年
三
月
十
八
日
を

第
一
回
と
し
て
、
一
九
〇
三
（
明
治

三
十
六
）
年
十
月
七
日
ま
で
の
間
に

二
十
回
の
会
議
を
開
く
と
と
も
に
、
現

地
調
査
や
試
料
採
取
を
含
む
種
々
の
化

学
的
試
験
な
ど
の
調
査
活
動
を
展
開
し

た
。
具
体
的
に
調
査
会
は
、
廃
煙
お

よ
び
廃
水
等
の
処
理
に
つ
い
て
検
証

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
政
府
は

一
九
〇
三(

明
治
三
十
六)

年
七
月
、

第
五
回
予
防
工
事
命
令
を
発
し
て
、
足

尾
銅
山
の
除
害
設
備
を
完
全
な
も
の

と
す
る
た
め
、
堆
積
場
の
廃
水
の
改

良
、
浸
透
水
の
沈
殿
池
へ
の
導
水
、
沈

殿
地
設
備
の
改
良
及
び
拡
張
、
な
ど
の

諸
点
に
つ
い
て
の
改
良
を
命
じ
た
の
で

あ
る
。
古
河
は
こ
の
命
令
に
対
し
て
、

一
九
〇
三(

明
治
三
十
六)

年
九
月
か

ら
翌
一
九
〇
四(

明
治
三
十
七)

年
二

月
に
か
け
て
施
工
し
、
竣
工
し
た
。
こ

の
命
令
工
事
に
対
す
る
指
摘
が
比
較
的

軽
微
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
鉱
毒
被

害
対
策
の
中
核
と
な
る
洪
水
対
策
と
し

て
の
治
山
、
治
水
事
業
に
対
す
る
指
摘

は
、
詳
細
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
注
目

さ
れ
る
の
は
、
治
水
事
業
に
お
い
て
、

利
根
、渡
良
瀬
、思
の
三
川
合
流
に
よ
っ

て
頻
発
す
る
洪
水
被
害
の
防
止
策
と
し

て
、
遊
水
地
の
建
設
を
提
案
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
三
月
、

栃
木
県
は
谷
中
村
の
遊
水
地
化
と
住
民

の
移
住
方
針
を
告
示
し
、
こ
の
時
か
ら

渡
良
瀬
遊
水
地
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）

年
度
か
ら
は
渡
良
瀬
川
の
改
修
事
業
が

内
務
省
直
轄
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
、

そ
の
一
環
と
し
て
渡
良
瀬
遊
水
地
の
工

事
が
進
め
ら
れ
、
一
九
二
二
（
大
正

十
一
）
年
に
完
成
し
た
。
そ
の
結
果
、

洪
水
発
生
時
に
お
い
て
、
広
大
な
敷
地

で
遊
水
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
洪

水
や
利
根
川
の
逆
流
に
よ
る
被
害
を
調

節
緩
和
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
調
査
委
員
会

の
最
大
の
歴
史
的
役
割
は
、
現
地
調
査

と
化
学
的
試
験
の
結
果
、
渡
良
瀬
川
の

中
下
流
域
に
広
範
に
広
が
っ
た
鉱
毒
被

害
に
対
す
る
防
除
対
策
を
具
体
的
に
提

資産の内容資産の内容
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言
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
報
告
書
に

お
い
て
も
、
鉱
毒
被
害
の
実
態
の
冒
頭

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
煙
害
で
あ

り
、
対
策
の
冒
頭
も
煙
害
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
遊
水
地
設
置

の
提
言
は
、
そ
の
後
の
渡
良
瀬
遊
水
地

造
成
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
事

件
調
査
委
員
会
が
、
も
っ
ぱ
ら
足
尾
鉱

毒
被
害
に
対
処
す
る
た
め
、
古
河
に
対

す
る
予
防
工
事
命
令
の
拡
充
に
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
足
尾
鉱
毒
被
害
の
実
態

調
査
を
中
心
に
、
別
子
銅
山
を
含
め
た

全
国
的
な
鉱
毒
問
題
に
関
す
る
調
査
の

実
施
と
対
策
の
立
案
に
そ
の
目
的
が
あ

り
、
足
尾
銅
山
の
み
な
ら
ず
別
子
、
小

坂
銅
山
の
鉱
害
対
策
に
つ
い
て
も
調
査

の
上
、
答
申
書
を
提
出
し
て
い
る
。
鉱

害
問
題
に
対
す
る
政
府
の
責
任
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
歴
史
的
意

味
が
あ
る
と
同
時
に
、
足
尾
銅
山
の
鉱

害
対
策
を
契
機
に
国
家
に
よ
っ
て
本
格

的
に
着
手
さ
れ
た
対
策
が
、
そ
の
後
全

国
の
鉱
山
に
お
け
る
鉱
害
対
策
の
始
点

と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

予
防
工
事
命
令
以
後
の
対
策

　

第
二
次
鉱
毒
調
査
委
員
会
の
調
査
報

告
書
に
お
い
て
も
、
脱
硫
塔
に
関
し
て

は
予
防
上
殆
ど
効
果
を
発
揮
し
た
と
は

評
価
さ
れ
ず
、
煙
害
に
よ
る
銅
山
周
辺

の
山
林
の
枯
死
が
続
い
た
。
水
質
汚
染

対
策
と
は
異
な
り
脱
硫
技
術
が
未
開
発

で
あ
る
点
が
煙
害
被
害
防
止
の
不
成
功

の
原
因
で
あ
り
、
問
題
の
解
決
に
は
新

た
な
技
術
開
発
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

政
府
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
以

降
、
こ
の
解
決
の
有
効
手
段
の
開
発
に

着
手
し
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）

年
四
月
十
五
日
、
除
害
方
法
の
研
究
及

び
被
害
の
範
囲
・
程
度
に
関
す
る
調
査

を
主
眼
と
し
た
第
三
次
鉱
毒
調
査
委
員

会
を
設
置
し
た
。

　

脱
硫
技
術
に
つ
い
て
は
古
河
で

も
研
究
・
試
験
を
行
っ
て
い
た
が
、

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
六
月

十
一
日
、
稀
釈
法
に
よ
る
煙
害
予
防
法

に
つ
い
て
農
商
務
省
鉱
山
局
長
に
通
知

し
、
こ
れ
を
受
け
て
農
商
務
省
は
六
月

十
五
日
、
口
頭
で
稀
釈
法
に
よ
る
鉱
煙

除
去
設
備
の
実
施
に
関
す
る
命
令
を
古

河
に
発
し
た
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）

年
八
月
二
十
七
日
に
竣
工
し
た
が
、
稀

釈
法
に
よ
る
除
害
効
果
は
、
鉱
煙
中
の

亜
硫
酸
分
の
除
去
率
で
は
効
果
を
示
し

た
も
の
の
、
ガ
ス
量
が
数
倍
に
上
っ
た

た
め
、
微
風
・
無
風
状
態
で
は
大
気
中

に
放
散
さ
れ
た
ガ
ス
濃
度
は
低
下
せ

ず
、
む
し
ろ
遠
距
離
に
波
及
し
被
害
区

域
を
拡
大
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
古
河
は
、
浮
遊
煙
塵
の
除

去
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
実
験
し
て

い
た
電
気
集
塵
法
の
採
用
に
踏
み
切

り
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月

に
自
発
的
に
集
塵
機
の
設
置
に
着
手
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
に
竣
工

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
集
塵
後
の
ガ
ス
の

放
散
が
容
易
と
な
り
、
被
害
の
拡
大
は

防
止
可
能
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
鉱
煙
中
の
有
害
成
分
で
あ

る
亜
硫
酸
ガ
ス
の
除
去
は
不
完
全
で
あ

り
、
煙
害
の
範
囲
こ
そ
限
定
さ
れ
た
も

の
の
、
周
辺
の
山
林
や
耕
地
で
の
被
害

は
続
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
、
古
河
に
よ
る
煙
害
対
策

が
試
み
ら
れ
た
が
、
亜
硫
酸
ガ
ス
の
除

去
技
術
は
、
結
局
、
一
九
五
六
（
昭
和

三
十
一
）
年
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
三
（
昭

和
二
十
八
）
年
六
月
十
八
日
、
経
済
審

議
庁
は
古
河
に
対
し
て
、
国
の
復
興
策

の
一
つ
で
あ
る
国
土
総
合
開
発
法
に
よ

る
利
根
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
（
利

根
川
に
支
障
を
き
た
す
渡
良
瀬
川
の
洪

水
を
防
止
す
る
計
画
）
の
た
め
、
煙
害

防
止
を
強
く
求
め
た
。
ま
た
古
河
に
お

い
て
も
、
戦
時
中
、
軍
か
ら
の
要
請
に

よ
る
増
産
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
本
山
製

錬
所
の
立
て
直
し
と
煙
害
の
完
全
防
止

の
観
点
か
ら
経
済
的
で
無
鉱
害
型
の
新

た
な
設
備
導
入
を
検
討
し
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
。そ
う
し
た
こ
と
も
重
な
り
、

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ト
ク
ン
プ
社
が
開
発

し
た
自
熔
製
錬
法
と
電
気
集
塵
法
と
接

触
式
硫
酸
製
造
に
よ
る
無
鉱
害
型
製
錬

シ
ス
テ
ム
が
竣
工
し
、
世
界
で
初
め
て

亜
硫
酸
ガ
ス
の
完
全
除
去
に
成
功
し

た
。
こ
う
し
て
煙
害
問
題
は
第
三
回
予

防
工
事
命
令
以
来
、
半
世
紀
を
経
て
解

決
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
を
契
機
に
、国
、

県
の
役
割
分
担
と
協
力
関
係
が
整
え
ら

れ
、
煙
害
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
松
木
沢

予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策
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も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
対
策
の
役

割
分
担
も
、
①
浄
水
と
③
煙
害
対
策
は

原
因
者
で
あ
る
古
河
が
、
②
治
山
・
治

水
は
国
と
県
が
担
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

以
後
、
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策
は
こ
の

枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
た
。

　
①
廃
水
処
理
対
策
（
浄
水
）

　　
水
質
汚
染
に
関
す
る
鉱
害
防
除
シ
ス

テ
ム
の
体
系
が
本
格
的
に
形
成
さ
れ
た

の
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
、

政
府
か
ら
古
河
に
発
令
さ
れ
た
第
三
回

予
防
工
事
命
令
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
足

尾
銅
山
に
お
け
る
鉱
害
は
、
鉱
毒
物
質

（
廃
水
、
土
砂
）
の
流
出
に
よ
る
渡
良
瀬

川
の
水
質
汚
染
と
、
銅
製
錬
の
過
程
で

発
生
す
る
主
に
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
煙

害
に
起
因
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
が

複
合
的
に
作
用
し
て
洪
水
を
多
発
し
、

下
流
域
の
鉱
害
を
甚
大
な
も
の
と
し
た
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
、
渡

良
瀬
川
の
大
洪
水
に
よ
る
足
尾
銅
山
下

流
域
の
農
作
物
被
害
が
契
機
と
な
っ

て
、
鉱
害
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
さ
ら

に
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
の
第

の
治
山
・
砂
防
工
事
が
本
格
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
松
木
沢

の
緑
は
継
続
的
に
回
復
の
方
向
に
向
か

い
、
平
成
時
代
の
環
境
問
題
へ
の
関
心

の
高
ま
り
と
共
に
、
市
民
参
加
に
よ
る

植
樹
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
予
防
工
事
命
令
は
、
総

合
的
な
鉱
害
対
策
が
政
府
に
よ
っ
て
本

格
的
に
着
手
さ
れ
、
そ
の
後
、
我
が
国

の
鉱
山
に
お
け
る
鉱
害
対
策
の
始
点
と

な
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
歴
史

的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に

第
三
回
予
防
工
事
命
令
を
契
機
に
国
と

古
河
の
鉱
害
対
策
の
役
割
分
担
が
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
我
が
国
初

の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
後
の
銅
鉱
山
に
お

け
る
鉱
害
対
策
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　　
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策

　　
鉱
害
対
策
は
、
鉱
害
の
発
生
要
因
に

応
じ
て
、
①
浄
水
、
②
治
山
・
治
水
、

③
煙
害
対
策
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
八
九
七(

明
治
三
十)

年

の
第
三
回
予
防
工
事
命
令
を
契
機
に
、

国
家
に
よ
っ
て
体
系
的
に
類
別
さ
れ
た

二
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
田
中
正
造

か
ら
鉱
害
問
題
に
対
す
る
質
問
が
な
さ

れ
、
や
が
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
関
係
自
治
体
な
ど
が
仲
裁
に
入

り
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に

下
流
域
の
村
と
古
河
と
の
間
に
示
談
契

約
が
結
ば
れ
、
古
河
は
示
談
金
の
支

払
、
洪
水
対
策
、
廃
水
処
理
対
策
を

行
っ
た
。
ま
た
、
廃
水
処
理
対
策
と
し

て
、
鉱
滓
中
の
銅
分
を
採
減
す
る
た
め

の
機
械(

粉
末
銅
鉱
採
取
機)

を
米
・

独
両
国
か
ら
導
入
し
、
さ
ら
に
沈
澱
池

を
各
選
鉱
所
に
設
け
た
。
し
か
し
、
渡

良
瀬
川
の
治
水
対
策
に
関
し
て
は
不
備

の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、一
八
九
六（
明

治
二
十
九
）
年
に
再
び
発
生
し
た
大
洪

水
に
よ
っ
て
渡
良
瀬
川
下
流
域
で
は
破

堤
氾
濫
が
生
じ
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
の
洪
水
以
上
の
農
作
地
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
鉱

害
問
題
は
再
燃
し
、
堤
防
改
良
、
足
尾

銅
山
の
鉱
業
停
止
、
租
税
減
免
の
請
願

が
被
害
民
か
ら
政
府
に
出
さ
れ
た
。

　

事
態
を
重
く
見
た
政
府
は
、
一
八
九
七

（
明
治
三
十
）
年
五
月
、
発
生
源
対
策

と
し
て
古
河
に
大
規
模
な
予
防
工
事
命

令
を
発
令
し
、
鉱
廃
水
処
理
、
廃
棄
物

の
流
出
防
止
、
煙
害
対
策
を
命
じ
た
。

　

こ
の
命
令
に
基
づ
き
浄
水
場
と
堆
積

場
が
整
備
さ
れ
、
鉱
山
全
体
の
廃
水
処

理
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
。こ
れ
は
、

採
鉱
・
選
鉱
・
製
錬
過
程
で
発
生
す
る

廃
水
や
堆
積
場
か
ら
の
浸
透
水
を
浄
水

施
設
に
お
い
て
処
理
し
、
河
川
に
放
流

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
特
に
採
鉱
過
程

で
生
じ
る
坑
内
廃
水
の
集
約
を
可
能
と

す
る
に
は
、
全
山
的
に
採
掘
さ
れ
た
坑

道
を
連
結
さ
せ
る
基
幹
坑
道
が
必
要
と

な
る
。
足
尾
銅
山
に
お
い
て
そ
の
役
割

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
の
が
本
山

坑
（
S1
）、
通
洞
坑
（
S2
）、
小
滝
坑
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
坑
道
の
完
成
に
よ
り

各
主
要
坑
道
が
結
ば
れ
、
効
率
的
な
採

鉱
並
び
に
全
山
的
な
坑
内
廃
水
の
集
約

が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
集
約
さ

れ
た
廃
水
は
、
間
藤
浄
水
場
（
S4
）
及

び
中
才
浄
水
場
（
S5
）
に
導
か
れ
、
石

灰
に
よ
る
中
和
処
理
を
行
う
こ
と
で
、

重
金
属
類
を
沈
殿
、
濾
過
し
河
川
に
放

流
さ
れ
た
。
沈
殿
物
は
、
堆
積
場
に
運

ば
れ
管
理
さ
れ
た
が
、
こ
の
堆
積
場
か

ら
浸
透
す
る
廃
水
は
、
通
洞
選
鉱
所

資産の内容資産の内容
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(
S3)
で
の
選
鉱
過
程
で
生
じ
る
選
鉱

廃
水
と
共
に
浄
水
場
に
導
か
れ
、
前
述

と
同
様
に
処
理
さ
れ
た
。

 

こ
の
対
策
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治

三
十
三
）
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
世

界
初
の
本
格
的
な
鉱
害
対
策
と
し
て
紹

介
さ
れ
た
。
以
後
の
水
質
汚
染
対
策
は

こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
改

善
を
基
本
に
進
め
ら
れ
、
廃
水
処
理
シ

ス
テ
ム
と
し
て
現
在
も
稼
働
中
で
あ

る
。
な
お
、
水
質
問
題
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
国
や
近
隣
県
市
な
ど
と
の
協
定

に
よ
り
国
の
水
質
基
準
を
上
回
る
規
制

が
実
施
さ
れ
、
水
質
保
全
へ
の
努
力
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
主
導

で
進
め
ら
れ
た
鉱
害
対
策
は
、そ
の
後
、

別
子
、
小
坂
等
の
他
銅
山
へ
と
拡
大
さ

れ
、
足
尾
に
お
け
る
対
策
の
歴
史
的
な

画
期
性
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
、
煙
害

問
題
や
治
山
・
治
水
に
つ
い
て
は
、
技

術
的
に
そ
の
完
全
な
解
決
に
は
至
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
問
題
の
認
識
と

そ
の
解
決
に
向
け
た
試
行
錯
誤
は
そ
の

後
、
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

　�中才浄水場沈殿池の建造中（上段）と竣工後（中段）、現在（下段）の様子
　予防工事では、水質汚染の対処策として沈殿池・濾過池を本山 ･ 通洞・小滝の各坑口に建設することが命じられた。坑
内廃水を沈殿池に導き、それに含まれる重金属類を石灰で中和沈殿させ、上澄みを濾過して河川へ放水する設備である。
足尾は、日本で最も早く産銅に伴う廃水処理システムを確立した銅山であり、廃水を出す坑口、産銅施設、堆積場などの
水系ごとに浄水場に向けてネットワークが整備された。その主要な部分が当時の施設を改修しながら現在も稼働している。

（上段）明治 30 年７月 22 日撮影　（中段）明治 30 年８月 18 日撮影

予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策
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②
治
山
・治
水
対
策

　
治
山
・
治
水
と
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱

害
で
あ
る
水
質
汚
染
と
煙
害
が
複
合
的

に
作
用
し
て
洪
水
を
多
発
し
、
下
流
域

の
農
作
物
被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た

こ
と
に
対
す
る
二
次
的
な
鉱
害
被
害
対

策
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
治
山
は
主

に
煙
害
に
起
因
す
る
荒
廃
し
た
山
林
の

復
旧
と
砂
防
堰
堤
の
建
設
に
よ
り
、
失

わ
れ
た
水
源
か
ん
養
機
能
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
で
、
洪
水
緩
和
と
水
質
浄
化
作

用
を
回
復
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
。
ま

た
、
治
水
は
洪
水
被
害
か
ら
主
に
中
下

流
域
を
守
る
た
め
行
わ
れ
た
河
川
堤
防

の
改
良
や
渡
良
瀬
遊
水
地(

S7)

の
建

設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
渡
良
瀬
遊
水

地
は
、
洪
水
や
重
金
属
類
を
含
ん
だ
土

砂
流
出
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
目
的

で
設
置
さ
れ
た
調
節
池
で
、
洪
水
調
節

及
び
土
砂
堆
積
機
能
を
有
し
、
下
流
域

を
鉱
害
被
害
か
ら
守
る
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
は
、
一
八
九
〇

（
明
治
二
十
三
）
年
、
渡
良
瀬
川
の
大
洪

水
に
よ
る
足
尾
銅
山
下
流
域
の
農
作
物

被
害
が
契
機
と
な
っ
て
鉱
害
問
題
が
顕

在
化
し
た
当
初
に
お
い
て
は
、
賠
償
な

ど
を
中
心
と
す
る
示
談
に
よ
っ
て
解
決

が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

深
刻
化
し
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
調
査

委
員
会
の
介
入
に
よ
っ
て
厳
格
な
予
防

策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
官

有
林
に
つ
い
て
は
農
商
務
省
山
林
局
が
、

民
有
林
に
つ
い
て
は
栃
木
・
群
馬
両
県

が
担
い
、
山
林
復
旧
事
業
（
植
林
や
山

腹
の
修
復
に
よ
る
土
砂
流
出
防
止
事
業
）

が
行
わ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ら
は
第
三
回
予

防
工
事
命
令
と
同
日
で
あ
る
一
八
九
七

（
明
治
三
十
）
年
五
月
二
十
七
日
に
開
始

さ
れ
、
以
後
、
本
格
的
な
治
山
事
業
の

始
ま
り
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
政
府
（
内
務
省
）
は
治
水

事
業
と
し
て
、
栃
木
県
下
都
賀
郡
谷
中

村
全
域
を
買
収
し
て
渡
良
瀬
遊
水
地
の

設
置
を
含
む
渡
良
瀬
川
治
水
工
事
を
施

工
し
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
三
）
年

に
着
工
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年

に
竣
工
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
〇
二
（
明
治

三
十
五
）
年
に
設
置
さ
れ
た
第
二
次
鉱

毒
調
査
委
員
会
に
よ
る
遊
水
地
設
置
の

提
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
渡
良
瀬
川
中
下

流
域
で
頻
発
す
る
洪
水
被
害
の
防
止
策

と
し
て
、
そ
の
対
策
を
具
体
的
に
提
言

し
た
こ
と
が
特
徴
で
、
後
の
渡
良
瀬
遊

水
地
造
成
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

な
お
、
古
河
は
農
商
務
省
鉱
山
局
の

指
導
の
も
と
、
煙
害
防
止
の
ほ
か
、
鉱

廃
水
処
理
施
設
や
煙
害
処
理
施
設
の
建

設
や
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
土
砂
か

ん
止
の
た
め
の
植
樹
や
堰
堤
の
建
設
を

進
め
て
い
た
が
、
松
木
地
区
の
山
林
か

ら
降
雨
の
た
び
に
多
量
の
土
砂
の
流
出

が
続
い
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、昭
和
の
初
め
頃
に
な
る
と
、

内
務
省
が
松
木
地
区
に
お
け
る
砂
防
事

業
に
も
介
入
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
「
渡

良
瀬
川
流
域
砂
防
工
事
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
そ
の
後
、
予
算
が
縮
小
に
な
る

も
の
の
、
昭
和
十
二
年
度
か
ら
十
六
年

度
の
五
か
年
継
続
事
業
と
し
て
渡
良
瀬

川
本
支
流
に
堰
堤
十
一
箇
所
、
山
腹
工

一
箇
所
及
び
山
腹
石
積
延
長
千
六
百
㍍

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
規
模

　�上段　建造中の本口沢の砂防堰堤（明治 30 年 11 月）
　　 下段　完成後の様子（明治 30 年 12 月）
　鉱業が発展するに伴って、荒廃した製錬所周辺の山々から降
雨のたびに土石流が発生するようになり、鉱業施設や堆積物が
押し流されるなどの被害が多発した。このため、明治 30 年以降、
周辺の沢には土砂を止めるための堰堤が築かれていった。

資産の内容資産の内容
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な
砂
防
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

工
事
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
が
、
松

木
沢
砂
防
堰
堤
群(

S6)

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
一
九
五
六
（
昭

和
三
十
一
）
年
に
は
、
古
河
が
自
熔
製

錬
法
と
電
気
集
塵
法
と
接
触
式
硫
酸
製

造
に
よ
る
無
鉱
害
型
の
製
錬
シ
ス
テ
ム

を
稼
働
さ
せ
、
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
被

害
が
軽
減
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
降
か
ら

治
山
事
業
と
砂
防
事
業
の
連
携
も
い
っ

そ
う
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
足
尾
銅
山
は
一
九
七
三

(

昭
和
四
十
八)

年
に
閉
山
と
な
り
採

鉱
事
業
が
終
了
し
、
一
九
八
八
（
昭
和

六
十
三
）
年
に
は
輸
入
鉱
石
に
よ
っ
て

続
け
ら
れ
て
き
た
製
錬
事
業
も
終
了
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
も
治
山
・
砂

防
事
業
は
継
続
的
に
進
め
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
の
時
代
に
入
る
と
、

非
特
定
営
利
法
人
な
ど
の
各
種
民
間
団

体
の
協
力
に
よ
る
植
樹
活
動
な
ど
も
活

発
に
展
開
さ
れ
、
現
在
で
は
、
荒
廃
の

爪
痕
と
復
旧
の
た
め
の
試
行
錯
誤
の
跡

が
残
る
中
、
自
然
環
境
の
保
護
と
そ
の

大
切
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
　
③
煙
害
対
策

　　
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策
は
、

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
五
月

二
十
七
日
に
政
府
か
ら
発
令
さ
れ
た
第

三
回
予
防
工
事
命
令
に
よ
り
、
水
質
汚

染
の
問
題
に
は
一
定
の
成
果
を
収
め
た

も
の
の
、
煙
害
問
題
に
つ
い
て
は
、
技

術
の
未
成
熟
か
ら
所
期
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
、
鉱

煙
か
ら
の
脱
硫
、
除
害
技
術
は
世
界
的

に
見
て
も
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
河

は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ル
イ
・
ゲ

イ
＝
リ
ュ
サ
ッ
ク
が
考
案
し
た
硫
酸
製

造
の
ゲ
ー
ル
サ
ッ
ク
（
ゲ
イ
＝
リ
ュ

サ
ッ
ク
）
塔
を
モ
デ
ル
と
し
て
塔
中
に

石
灰
乳
を
雨
下
し
て
、
そ
こ
に
鉱
煙
を

導
い
て
亜
硫
酸
ガ
ス
を
吸
収
さ
せ
る
装

置
を
本
山
製
錬
所(

S8)

に
設
置
し
改

善
を
図
ろ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
亜

硫
酸
ガ
ス
の
除
去
率
は
二
十
～
三
十
㌫

程
度
で
あ
り
十
分
な
効
果
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
産
銅

量
の
増
加
と
と
も
に
被
害
区
域
は
拡
大

さ
れ
、
山
林
の
復
旧
は
進
ま
ず
、
渡
良

瀬
川
中
下
流
域
へ
の
洪
水
被
害
も
収
ま

ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
足
尾
銅
山
の
み

な
ら
ず
別
子
銅
山
な
ど
に
お
い
て
も
煙

害
問
題
が
採
り
あ
げ
ら
れ
、
鉱
害
問
題

に
対
す
る
社
会
的
批
判
が
全
国
的
に
高

ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、政
府
は
、

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
三
月
に

第
二
次
鉱
毒
調
査
委
員
会
、
一
九
〇
九

（
明
治
四
十
二
）
年
四
月
に
第
三
次
鉱

毒
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。
第
二
次

鉱
毒
調
査
委
員
会
以
降
、
鉱
害
対
策
は

足
尾
銅
山
に
限
ら
ず
全
国
の
鉱
山
が
調

査
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
煙
害
被
害

の
防
止
対
策
へ
と
重
点
を
移
動
し
て

い
っ
た
。
こ
の
中
で
、
脱
硫
塔
は
予
防

上
ほ
と
ん
ど
効
果
を
発
揮
し
た
と
は
評

価
さ
れ
ず
、
農
商
務
省
は
新
た
な
技
術

で
あ
る
稀
釈
法
に
よ
る
鉱
煙
除
害
装
置

の
新
設
を
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）

年
六
月
、古
河
に
命
令
し
た
。
工
事
は
、

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
八
月
に
竣
工

し
た
が
、
鉱
煙
中
の
亜
硫
酸
分
の
除
去

　�建造中の脱硫塔（明治 30 年９月）　
　第三回予防工事命令を受け、硫酸製造のゲールサック塔を模範
として古河によって設計された。製錬所からの廃煙を煙道に集め
て脱硫塔へ導き、石灰乳液で亜硫酸ガスを吸収させ、廃煙は煙突
から放出する方式をとった。しかし、当時の技術レベルでは機能
せず、成果を挙げることができなかったといえる。

予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策予防工事命令と足尾銅山の鉱害対策
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率
で
は
効
果
を
示
し
た
も
の
の
、
ガ
ス

量
が
数
倍
に
上
っ
た
た
め
、
微
風
・
無

風
状
態
で
は
大
気
中
に
放
散
さ
れ
た
ガ

ス
濃
度
は
低
下
せ
ず
、
む
し
ろ
遠
距
離

に
波
及
し
被
害
区
域
を
拡
大
さ
せ
る
結

果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
古
河
は
実
験
中
の

電
気
集
塵
法
の
採
用
に
踏
み
切
り
、

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
年
四
月
に
竣

工
、
そ
の
後
、
集
塵
効
果
は
九
十
～

九
十
六
・
七
㌫
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
亜
硫
酸
ガ
ス
の
除
去
は
不
完

全
で
あ
り
、
範
囲
こ
そ
限
定
さ
れ
た
も

の
の
、
周
辺
の
山
林
や
耕
地
で
の
被
害

は
続
い
た
。

　

最
終
的
に
亜
硫
酸
ガ
ス
の
完
全
除
去

に
成
功
し
た
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

オ
ー
ト
ク
ン
プ
社
が
開
発
し
た
技
術
を

基
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年

に
世
界
で
初
め
て
実
用
化
に
成
功
し
た

自
熔
製
錬
法
と
排
ガ
ス
の
除
塵
・
浄
化

の
技
術
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
硫
酸
製
造

に
よ
る
脱
硫
技
術
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。
こ
の
製
錬
方
法
は
、
オ
ー
ト
ク
ン

プ
社
が
持
つ
自
熔
製
錬
の
特
許
を
基

に
、
古
河
が
本
山
製
錬
所
で
蓄
積
し
て

き
た
技
術
を
生
か
し
て
製
錬
設
備
と
操

業
方
法
を
開
発
し
、
改
良
を
加
え
て
古

河
式
自
熔
製
錬
法
と
し
て
完
成
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。
特
に
、
排
煙
脱
硫
技
術

は
産
銅
業
界
か
ら
評
価
を
受
け
、
国
内

の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
そ
の
技
術
が
伝

播
し
た
。

　

一
九
六
三
～
一
九
七
三
（
昭
和

三
十
八
～
四
十
八
）
年
に
か
け
て
は
、

小
坂
（
秋
田
）、
佐
賀
関
（
大
分
）、
東

予
（
愛
媛
）、
日
比
（
岡
山
）、
日
立

（
茨
城
）
の
各
製
錬
所
が
こ
の
技
術
を

基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
反
映

し
た
大
型
自
熔
炉
を
続
々
と
誕
生
さ

せ
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
ま
で

に
二
十
五
の
自
熔
製
錬
所
が
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
足
尾
式
自

熔
製
錬
の
技
術
的
な
貢
献
が
非
常
に
大

き
い
。

　

他
の
銅
山
に
お
い
て
は
、
製
錬
所
の

移
転
や
煙
突
を
高
く
し
て
排
煙
を
拡
散

す
る
な
ど
の
間
接
的
な
対
策
で
切
り
抜

け
て
き
た
の
に
対
し
、
足
尾
で
は
甚
大

な
被
害
を
出
し
な
が
ら
も
、
山
元
で
あ

る
本
山
製
錬
所
に
留
ま
り
、
製
錬
技
術

と
し
て
脱
硫
の
方
法
を
完
成
さ
せ
た
の

が
特
徴
で
あ
る
。

　

自
熔
製
錬
の
採
用
に
よ
り
、
煙
害
問

題
は
第
三
回
予
防
工
事
命
令
以
来
、
半

世
紀
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
や
段
階
を
経

な
が
ら
も
最
終
的
に
解
決
さ
れ
、
失
わ

れ
た
製
錬
所
近
隣
に
お
け
る
山
腹
の
森

林
の
回
復
も
開
始
さ
れ
た
。
現
在
で
は

国
、
県
、
古
河
の
み
な
ら
ず
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
樹
活
動
も
活
発
に

行
わ
れ
、
排
煙
に
よ
る
被
害
と
修
復
の

歴
史
の
具
体
的
な
解
決
の
姿
を
今
に
伝

え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
足
尾
銅
山
の
鉱
害

防
除
遺
産
群
」
は
、
鉱
害
が
社
会
問
題

化
し
た
段
階
に
お
け
る
銅
生
産
と
、
そ

れ
に
係
る
環
境
対
策
を
一
連
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
示
す
物
証
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
変
遷
を
体
系
的
に
現
す
た
め
に
不

可
欠
な
資
産
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

本
遺
産
群
を
構
成
す
る
資
産
は
、
近

代
の
銅
鉱
山
で
発
生
し
た
水
質
及
び
大

気
汚
染
の
発
生
源
と
な
っ
た
産
銅
施
設

と
そ
の
対
策
の
た
め
の
施
設
、
並
び
に

大
気
汚
染
等
に
よ
り
誘
発
さ
れ
た
山
地

の
裸
地
化
に
伴
う
治
山
・
治
水
と
い
っ

た
二
次
的
な
対
策
の
た
め
の
施
設
が
、

ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
原
位
置
に
遺
存
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
一
部
は
文
化
財
と
し
て
適

切
に
保
存
さ
れ
、
ま
た
、
現
役
の
稼
働

施
設
は
当
初
の
用
途
と
機
能
が
現
在
も

踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
世
界
に
先
駆
け
て

実
施
さ
れ
た
鉱
害
対
策
の
実
態
と
そ
の

変
遷
を
体
系
的
に
物
語
る
産
業
遺
産
と

し
て
独
自
な
価
値
を
有
し
て
い
る
。

　�市民団体による植樹風景
　現在、国民の環境に対する意識の高揚から、植樹に対する関心が高まり、
多くの人が当地を訪れ、活発な植樹活動が展開されている。

資産の内容資産の内容
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構
成
資
産
に
つ
い
て

構
成
資
産
に
つ
い
て

　　　

前
段
の
と
お
り
本
遺
産
群
は
、
近
代

　

前
段
の
と
お
り
本
遺
産
群
は
、
近
代

の
銅
鉱
山
で
発
生
し
た
水
質
及
び
大

の
銅
鉱
山
で
発
生
し
た
水
質
及
び
大

気
汚
染
の
発
生
源
と
な
っ
た
産
銅
施

気
汚
染
の
発
生
源
と
な
っ
た
産
銅
施

設
（
設
（
S1S1
）・（
）・（
S2S2
）・（
）・（
S3S3
）
と
、
そ
の

）
と
、
そ
の

対
策
の
た
め
の
施
設
（

対
策
の
た
め
の
施
設
（
S4S4
）・（
）・（
S5S5
）・）・

（（
S8S8
）、
大
気
汚
染
等
に
よ
り
誘
発
さ
れ

）、
大
気
汚
染
等
に
よ
り
誘
発
さ
れ

た
山
地
の
裸
地
化
に
伴
う
治
山
・
治
水

た
山
地
の
裸
地
化
に
伴
う
治
山
・
治
水

と
い
っ
た
二
次
的
な
対
策
の
た
め
の
施

と
い
っ
た
二
次
的
な
対
策
の
た
め
の
施

設
（
設
（
S6S6
）・（
）・（
S7S7
）
で
構
成
さ
れ
、
ほ
ぼ

）
で
構
成
さ
れ
、
ほ
ぼ

完
全
な
状
態
で
原
位
置
に
遺
存
し
て
い

完
全
な
状
態
で
原
位
置
に
遺
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
中
か
ら
、
特
に

る
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
中
か
ら
、
特
に

重
要
な
資
産
を
選
択
し
た
の
が
下
記
の

重
要
な
資
産
を
選
択
し
た
の
が
下
記
の

８
つ
の
資
産
で
あ
る
。
こ
の
遺
産
群
は

８
つ
の
資
産
で
あ
る
。
こ
の
遺
産
群
は

銅
生
産
と
そ
れ
に
係
る
鉱
害
防
除
一
連

銅
生
産
と
そ
れ
に
係
る
鉱
害
防
除
一
連

の
シ
ス
テ
ム
を
示
す
の
に
必
要
な
資
産

の
シ
ス
テ
ム
を
示
す
の
に
必
要
な
資
産

を
過
不
足
な
く
含
ん
で
い
る
。

を
過
不
足
な
く
含
ん
で
い
る
。

　

な
お
、（

　

な
お
、（
S8S8
）
本
山
製
錬
所
に
つ
い

）
本
山
製
錬
所
に
つ
い

て
は
、
産
銅
施
設
の
一
つ
に
含
ま
れ
る

て
は
、
産
銅
施
設
の
一
つ
に
含
ま
れ
る

が
、
本
書
で
は
、
鉱
害
対
策
（
煙
害
対

が
、
本
書
で
は
、
鉱
害
対
策
（
煙
害
対

策
）
施
設
と
し
て
分
類
し
記
述
す
る
。

策
）
施
設
と
し
て
分
類
し
記
述
す
る
。

　
鉱
害
の
発
生
源

　
　
と
な
っ
た
産
銅
施
設

　
足
尾
銅
山
は
、
明
治
時
代
の
初
期
に

主
要
坑
道
（
S1
）・（
S2
）
の
取
明
け
や

開
坑
が
進
み
、
当
時
最
新
の
技
術
を
投

入
し
た
選
鉱
所
（
S3
）
や
製
錬
所
が
開

設
さ
れ
、
逸
早
く
日
本
に
お
け
る
産
銅

業
の
近
代
化
を
果
た
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
飛
躍
的
に
産
銅
量
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
結
果
、
渡
良
瀬
川
流
域
に
甚
大

な
鉱
害
を
も
た
ら
し
た
。
本
資
産
は
、

足
尾
銅
山
の
発
展
と
鉱
害
発
生
の
基
と

な
っ
た
物
証
と
し
て
、
下
記
の
３
つ
の

資
産
を
選
択
し
た
。

　
　
（（
S1S1
））
本
山
坑

本
山
坑

　
足
尾
銅
山
の
代
表
的
な
坑
口
に
は
本

山
、
小
滝
、
通
洞
の
３
カ
所
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
本
山
坑
が
も
っ
と
も
古
く
、

ま
た
、
閉
山
に
至
る
ま
で
主
要
坑
道
と

し
て
機
能
し
た
足
尾
銅
山
を
代
表
す
る

坑
道
で
あ
る
。
本
山
坑
と
は
、
本
山
地

区
に
あ
る
鷹
之
巣
、
本
口
、
有
木
な
ど

の
坑
口
の
総
称
で
、
一
般
に
は
基
幹
坑

口
で
あ
っ
た
有
木
坑
を
指
す
。

　

近
代
に
お
け
る
足
尾
銅
山
の
発
展

は
、
本
山
坑
の
開
発
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
え
る
。
古
河
市
兵
衛
が
一
八
八
七

（
明
治
十
）
年
に
取
得
し
た
当
時
の
足

尾
銅
山
の
産
銅
量
は
微
々
た
る
も
の

で
あ
っ
た
。
古
河
は
、
翌
一
八
八
八

（
明
治
十
一
）
年
一
月
、
本
口
沢
方
面

の
横
間
歩
と
呼
ば
れ
る
富

鉱
脈
の
開
発
を
め
ざ
し

て
、
近
世
後
期
に
は
盛
ん

で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
荒

廃
し
て
い
た
本
口
坑
の
取

明
け
に
着
手
し
、
坑
道
へ

の
軌
道
の
敷
設
、
排
水
用

手
押
ポ
ン
プ
の
設
置
な

ど
、
坑
道
の
掘
進
に
全
力

を
投
入
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
八
三
（
明
治
十
六
）

年
四
月
に
本
口
坑
に
お
い

て
、
横
間
歩
大
直
利
を
発
見
し
た
。
す

で
に
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
五

月
に
本
口
坑
西
方
の
備
前
楯
山
北
方
斜

面
に
あ
る
鷹
之
巣
坑
（
明
治
十
三
年
五

月
取
明
け
）
に
お
い
て
有
望
な
鷹
之
巣

直
利
が
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
横
間

歩
大
直
利
は
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え

る
産
銅
量
を
示
し
、
足
尾
銅
山
の
本

格
的
発
展
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
。

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
二
月
に
は
、

本
口
坑
鉄
道
廊
下
と
二
番
坑
道
を
上
下

に
連
絡
す
る
竪
坑
が
貫
通
し
て
通
気
と

（
ⅳ
）
構
成
資
産
の
歴
史

（
ⅳ
）
構
成
資
産
の
歴
史

�有木坑口とトロリー式坑内電気機関車（大正 7 年頃）

構成資産の歴史構成資産の歴史
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排
水
が
改
善
さ
れ
た
結
果
、
横
間
歩
大

直
利
の
採
鉱
が
本
格
化
し
て
産
銅
量
は

飛
躍
的
に
増
加
し
、
一
八
八
五
（
明

治
十
八
）
年
に
は
一
八
八
〇
（
明
治

十
三
）
年
の
四
十
五
倍
に
あ
た
る
四
千

㌧
に
達
し
た
。

　

坑
道
は
本
口
坑
を
中
心
と
し
て
さ
ら

に
掘
り
進
め
ら
れ
、
銅
山
経
営
は
本
格

的
な
発
展
期
に
入
っ
た
。一
八
八
三（
明

治
十
六
）
年
七
月
、
本
口
坑
下
部
か
ら

の
横
間
歩
開
発
の
た
め
有
木
坑
（
梨
木

と
呼
ば
れ
て
い
た
近
世
の
旧
坑
口
を
取

り
明
け
し
た
際
に
改
称
）を
開
坑
し
た
。

同
坑
は
当
初
か
ら
複
線
軌
道
で
開
削
さ

れ
た
た
め
、
坑
口
の
形
状
は
閉
山
に
至

る
ま
で
大
き
な
変
更
は
な
く
、
現
在
も

開
坑
当
時
の
状
況
を
残
し
て
い
る
。

　

次
い
で
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年

九
月
の
出
水
に
よ
る
本
口
坑
内
で
の
主

力
採
鉱
場
の
水
没
事
故
を
受
け
て
、
排

水
の
た
め
本
口
坑
か
ら
有
木
坑
へ
の
竪

坑
開
削
を
計
画
し
、
政
府
か
ら
払
い
下

げ
を
受
け
た
ば
か
り
の
秋
田
県
阿
仁
銅

山
か
ら
当
時
最
新
鋭
の
シ
ュ
ラ
ム
式
削

岩
機
（
明
治
十
五
年
に
阿
仁
で
導
入
）

を
移
し
て
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）

年
一
月
か
ら
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
足

尾
銅
山
に
お
け
る
削
岩
機
使
用
の
始
ま

り
で
あ
る
。
竪
坑
は
一
八
八
八
（
明
治

二
十
一
）
年
五
月
に
貫
通
し
、
通
風
・

排
水
が
改
善
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
両
坑

を
直
通
さ
せ
る
本
口
竪
坑
が
一
八
九
〇

（
明
治
二
十
三
）
年
頃
に
竣
工
し
、
採

鉱
作
業
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
以
後
、

採
鉱
さ
れ
た
鉱
石
は
、
下
部
の
有
木
坑

に
落
と
し
て
軌
道
に
よ
り
搬
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
本
山
地
区
の
出
鉱
の
中

心
は
有
木
坑
に
移
動
し
て
い
っ
た
。

　

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
七
月
に

は
、
本
山
坑
と
の
貫
通
に
よ
る
全
山
開

削
を
目
的
と
し
て
小
滝
坑
の
開
坑
に
着

手
、
同
九
月
に
は
排
水
・
通
気
・
運
搬

の
向
上
を
目
指
し
た
通
洞
坑
の
開
削
も

開
始
さ
れ
た
。
小
滝
坑
は
次
々
と
有
力

な
直
利
に
逢
着
し
つ
つ
、
一
八
九
三

（
明
治
二
十
六
）
年
十
一
月
に
本
口
坑

と
つ
な
が
っ
た
。
一
八
九
四
（
明
治

二
十
四
）
年
三
月
に
は
小
滝
坑
と
通

洞
坑
が
貫
通
し
、
一
八
九
六
（
明
治

二
十
九
）
年
九
月
に
は
通
洞
坑
と
有
木

坑
が
貫
通
し
た
。
貫
通
坑
道
は
Ｔ
の
字

形
に
連
携
し
、
足
尾
の
坑
道
の
骨
格
を

形
成
し
た
。
小
滝
坑
は
、
そ
の
後
有
木

坑
と
も
貫
通
し
、
有
木
坑
側
が
小
滝
よ

り
高
い
坑
道
床
面
の
高
度
調
整
を
行
っ

て
、
有
木
坑
と
小
滝
坑
間
に
複
線
軌
道

が
敷
設
さ
れ
た
。

　

同
軌
道
で
は
、
一
八
九
七
（
明
治

三
十
）年
に
電
車
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年

に
は
本
山
・
小
滝
連
絡
坑
道
と
し
て
開

削
が
行
わ
れ
、
従
来
の
三
・
二
㎞
か
ら

二
・
一
五
㎞
に
短
縮
、
小
滝
か
ら
の
坑

木
輸
送
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
以

後
、
足
尾
銅
山
で
は
、
一
九
七
三
（
昭

和
四
十
八
）
年
の
閉
山
ま
で
こ
の
坑
道

を
基
準
に
採
鉱
が
進
め
ら
れ
た
。ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
、
本
山
地
区
の
基
幹
坑
道

は
本
口
坑
か
ら
有
木
坑
に
移
行
し
た
。

有
木
坑
の
基
幹
坑
道
化
は
、
一
八
九
七

（
明
治
三
十
）
年
五
月
に
足
尾
銅
山
鉱

毒
事
件
調
査
委
員
会
が
発
し
た
第
二
回

予
防
工
事
命
令
に
お
い
て
、
坑
内
廃
石

の
管
理
の
観
点
か
ら
有
木
坑
、小
滝
坑
、

通
洞
坑
の
三
カ
所
以
外
か
ら
の
廃
石
の

搬
出
を
禁
止
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

本
口
坑
、
有
木
坑
は
一
九
〇
〇
～

一
九
〇
一
（
明
治
三
十
三
～
三
十
四
）

年
に
産
銅
量
が
減
少
し
た
た
め
、
坑
口

の
上
部
に
あ
た
る
旧
坑
を
含
め
た
系
統

的
な
取
明
け
に
着
手
し
た
が
、
こ
れ
は

採
鉱
量
の
増
加
を
も
た
ら
す
と
と
も

に
、
坑
内
運
搬
の
改
善
に
寄
与
し
た
。

　

採
鉱
に
続
く
選
鉱
、
製
錬
は
、
当

初
、
本
山
、
小
滝
、
通
洞
の
３
カ
所

で
、
各
坑
口
付
近
に
選
鉱
所
お
よ
び
製

錬
所
が
設
置
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　�本山坑の内部（大正期）　
　大正８年刊行の「全国模範鉱業偉観 鉱業調査会編」に掲載された
有木坑内部の様子。鉄筋コンクリートを用いた頑丈な構造である。

資産の内容資産の内容
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本
山
地
区
に
お
い
て
は
、
有
木
坑
の
坑

口
前
に
機
械
式
選
鉱
所
が
建
設
さ
れ
、

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
は
対
岸

の
出
川
に
第
二
選
鉱
所
、一
八
九
三（
明

治
二
十
六
）
年
に
婆
火
に
貧
鉱
再
処
理

の
第
三
選
鉱
所
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
選
鉱
所
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
不
況
に
よ
る
古
河
の
経
営

大
整
理
に
よ
り
、
選
鉱
所
が
通
洞
に
集

中
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
九
二
一

（
大
正
十
）
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
、
そ
の
後
の
坑
口
の
利
用
は
、
鉱

夫
の
出
入
り
と
物
資
の
搬
入
路
と
し

て
使
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
製
錬
で
は
、

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
小
滝
製

錬
所
が
廃
止
さ
れ
て
本
山
に
一
本
化
さ

れ
て
お
り
、
選
鉱
・
製
錬
の
集
約
が
進

展
し
て
い
っ
た
。

　

本
山
坑
は
足
尾
銅
山
を
代
表
す
る

坑
道
で
あ
り
、
一
九
七
三
（
昭
和

四
十
八
）
年
の
閉
山
ま
で
基
幹
坑
道
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
三
月
に
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
指
定
範
囲
で
あ
る
坑
口
前

に
は
、
坑
口
の
開
閉
所
や
貯
鉱
関
係
施

設
、
浴
場
跡
が
遺
存
し
て
い
る
。

　
（（
S2S2
））
通
洞
坑

通
洞
坑

　
足
尾
銅
山
の
通
洞
構
想
は
、

一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
に
向
間
藤

か
ら
備
前
楯
山
直
下
に
達
す
る
坑
道
を

開
削
す
る
と
い
う
計
画
が
な
さ
れ
た

が
、
当
時
の
足
尾
銅
山
の
厳
し
い
経
営

状
況
か
ら
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
横
間
歩
大
直
利
の
発
見
や
小

滝
坑
の
取
明
け
な
ど
を
契
機
と
し
て
、

足
尾
銅
山
の
経
営
に
不
動
の
礎
を
築
く

こ
と
を
目
的
に
再
度
通
洞
構
想
を
企
画

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
八
五
（
明

治
十
八
）
年
に
工
部
大
学
出
身
の
沖
龍

雄
に
設
計
を
担
わ
せ
た
。
当
初
は
、
坑

口
を
有
越
沢
左
岸
と
し
、
坑
道
に
連
結

し
て
選
鉱
所
及
び
製
錬
所
を
設
置
し

て
、
産
銅
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
図
る

計
画
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
坑
口

の
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
渡
良
瀬
川
右
岸
の

和
田
ヶ
淵
が
選
定
さ
れ
た
。
同
年
八
月

に
工
部
省
か
ら
通
洞
仮
券
が
出
さ
れ
、

同
年
九
月
一
日
に
現
地
に
て
起
工
式
が

挙
行
さ
れ
た
。

　

通
洞
坑
の
開
削
に
は
、
初
期
の
段
階

か
ら
ド
イ
ツ
製
シ
ュ
ラ
ム
式
削
岩
機
が

用
い
ら
れ
た
。
削
岩
機
の
動
力
は
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
を
用
い
た
エ
ア
ー
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
に
よ
り
圧
縮
空
気
を
発
生
さ

せ
、
こ
れ
を
パ
イ
プ
で
削
岩
機
に
繋
い

で
削
岩
機
の
ピ
ス
ト
ン
運
動
に
よ
り
穿

孔
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
開
削
は
、
穿

孔
し
た
岩
盤
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
挿
入

し
、
発
破
工
法
に
よ
り
推
し
進
め
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
備
前
楯
山
直
下
よ

り
西
側
を
通
り
神
保
𨫤
ま
で
の
約
二
・

九
㎞
を
月
に
約
九
十
一
㍍
ず
つ
開
削

し
、
二
年
八
カ
月
で
完
成
さ
せ
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
最
先
端
の

工
法
に
よ
り
開
削
を
進
め
た
に
も
か
か

　�通洞坑口の様子（大正期）　
　通洞とは、近代初期において我が国の鉱山で問題とされていた、探鉱、疎水、
運搬等の便を図るため、坑口から水平に掘進された高さ 9 尺（約 2.7 ｍ）、幅 6 尺（約
1.8m）以上の主要坑道のことである。通洞は、1873（明治 6）年に布告された
日本坑法（大政官第 259 号）の第 4 章で規定されていた。

構成資産の歴史構成資産の歴史
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わ
ら
ず
工
事
は
難
航
し
た
。
な
お
、
開

削
廃
石
は
木
鉱
車
に
積
み
込
み
軌
道
を

敷
い
て
馬
匹
に
よ
り
搬
出
し
た
。

　

開
削
か
ら
四
年
後
の
一
八
八
九
（
明

治
二
十
二
）
年
十
一
月
に
は
約
千
百
㍍

掘
り
進
み
、
北
有
越
山
直
下
の
や
や
東

に
達
し
た
。
こ
こ
か
ら
開
削
進
路
を
北

側
に
修
正
し
て
備
前
楯
山
直
下
を
目

指
し
た
。
さ
ら
に
約
六
百
五
十
㍍
掘

り
進
み
、
進
路
を
や
や
西
に
修
正
し
、

一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
十
一
月

に
は
横
間
歩
𨫤
に
到
達
し
た
。そ
の
後
、

切
り
上
げ
を
進
め
、
一
八
九
六
（
明
治

二
十
九
）
年
九
月
に
念
願
の
通
洞
坑
は

開
通
し
た
。
こ
こ
に
、縦
九
尺
五
寸（
約

二
・
八
五
㍍
）、横
十
二
尺（
約
三
・
六
㍍
）

の
大
き
さ
で
、
総
延
長
が
三
千
百
㍍
に

及
ぶ
大
通
洞
が
十
一
年
一
カ
月
の
歳
月

を
要
し
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
。

　

通
洞
坑
開
削
に
よ
っ
て
足
尾
銅
山

は
、
本
山
、
小
滝
、
簀
子
橋
等
の
小
鉱

山
の
単
な
る
集
合
か
ら
脱
し
て
、
こ
れ

ら
小
鉱
山
の
統
一
事
業
体
と
し
て
の
道

が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

通
洞
坑
開
通
後
の
一
九
〇
一
（
明
治

三
十
四
）
年
に
は
、
ト
ロ
リ
ー
式
の
電

気
機
関
車
を
導
入
し
て
輸
送
力
の
強
化

を
図
っ
た
。ま
た
、一
九
一
八（
大
正
七
）

年
に
は
、
通
洞
坑
と
通
洞
選
鉱
所
を
結

ぶ
エ
ン
ド
レ
ス
斜
坑
が
設
置
さ
れ
、
足

尾
銅
山
全
山
か
ら
採
掘
さ
れ
た
鉱
石
は

通
洞
選
鉱
所
で
一
括
処
理
す
る
基
礎
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
通
洞
坑
口
か
ら
エ

ン
ド
レ
ス
斜
坑
の
分
岐
点
ま
で
は
、
専

ら
資
材
運
搬
用
の
電
車
と
人
員
歩
行
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

通
洞
坑
の
北
東
部
に
位
置
す
る
場
所

に
は
鉱
山
住
宅
が
整
備
さ
れ
、さ
ら
に
、

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
は
足

尾
銅
山
付
属
通
洞
病
院
が
、
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
に
は
鉱
業
事
務
所
が
掛

水
か
ら
移
設
す
る
な
ど
、
通
洞
坑
周
辺

の
通
洞
地
区
が
足
尾
銅
山
の
中
心
拠
点

と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
一
一
（
大
正
元
）
年
に

開
通
し
た
足
尾
鉄
道
の
最
寄
り
駅
は
通

洞
駅
と
命
名
さ
れ
、
現
在
も
、
わ
た
ら

せ
渓
谷
鐵
道
の
通
洞
駅
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
通
洞
と
い
う
駅
名

が
付
け
ら
れ
た
駅
舎
は
全
国
で
こ
こ
だ

け
で
あ
る
。

　

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
の
足

尾
銅
山
閉
山
後
、
旧
足
尾
町
で
は
足
尾

町
振
興
対
策
の
一
環
と
し
て
、
通
洞

坑
口
か
ら
百
六
十
八
㍍
の
範
囲
を
観

光
用
に
整
備
し
、
一
九
八
〇
（
昭
和

五
十
五
）
年
に
足
尾
町
営
銅
山
観
光
を

開
設
し
た
。
こ
の
時
の
坑
道
整
備
の
概

要
で
あ
る
が
、
坑
道
軌
道
を
観
光
用
に

改
修
し
、
そ
れ
に
伴
い
床
面
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
敷
き
と
し
た
。
ま
た
、
坑
内
軌

道
の
終
点
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
新
設

し
た
。
さ
ら
に
、
軌
道
終
点
付
近
の
坑

内
廃
水
用
の
坑
道
は
、
ジ
オ
ラ
マ
設
置

用
に
改
修
し
た
。
坑
口
前
に
は
足
尾
銅

山
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ト
ロ
リ
ー
式
の

電
気
機
関
車
や
鉱
車
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　

足
尾
銅
山
観
光
は
、
開
設
以
来
毎
年

十
万
人
を
超
え
る
入
坑
客
が
あ
り
、
足

尾
地
域
観
光
施
設
に
お
け
る
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
通
洞
坑
は
、

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
。

　�通洞坑電車廊下（昭和 40 年代）
　坑口から 400 ｍ付近の様子。トロリー式電気機関車の線路は空と
荷専用の複線で、右側通行により鉱車を牽引する。採掘された鉱石
はここからエンドレス斜坑を経て選鉱所へ運ばれた。右下の太いパ
イプは動力用圧縮空気輸送用のものである。

資産の内容資産の内容
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（
S3S3
））
通
洞
選
鉱
所

通
洞
選
鉱
所

　
選
鉱
は
採
掘
さ
れ
た
鉱
石
を
選
別
し

て
廃
石
を
除
去
し
、
製
錬
に
適
し
た
大

き
さ
に
砕
く
と
共
に
、
銅
の
含
有
量
に

応
じ
て
選
別
し
て
製
錬
所
に
供
給
す
る

工
程
で
あ
る
。

　

選
鉱
所
は
古
河
に
よ
る
経
営
当
初

は
、
主
要
坑
口
で
あ
る
通
洞
、
小

滝
に
設
置
さ
れ
た
。
選
鉱
方
法
は
、

一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
ま
で
は
近

世
以
来
の
手
選
鉱
で
あ
っ
た
が
、
明
治

十
六
年
後
半
以
降
採
鉱
量
が
急
増
し
て

対
応
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
機
械

選
鉱
が
導
入
さ
れ
、
砕
鉱
機
・
回
転
円

篩
・
跳
汰
機
な
ど
の
洋
式
機
械
が
銅
山

と
し
て
は
日
本
で
初
め
て
使
用
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

作
業
効
率
が
向
上
し
た
だ
け
で
な
く
、

従
来
四
～
五
㌫
以
上
の
品
位
の
鉱
石
を

利
用
し
、
そ
れ
以
下
の
品
位
の
た
め
廃

棄
さ
れ
て
き
た
鉱
石（
二
～
三
㌫
程
度
）

も
、
二
番
粗
鉱
と
し
て
選
別
処
理
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

二
番
粗
鉱
専
用
選
鉱
所
が
本
山(

明
治

十
八
年)

、簀
子
橋(

明
治
二
十
三
年)

、

小
滝(

明
治
二
十
七
年)

に
建
設
さ
れ

た
。
並
行
し
て
、
一
八
八
九
（
明
治

二
十
二
）
年
に
は
電
化
に
よ
り
跳
汰
機

が
動
力
化
さ
れ
て
、
二
番
粗
鉱
の
処
理

が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。一
八
九
〇（
明

治
二
十
三
）
年
に
は
第
三
選
鉱
所
が
本

山
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
選
鉱
所
に
は

鉱
毒
対
策
と
し
て
粉
鉱
採
集
器
が
設
置

さ
れ
た
が
、
鉱
毒
対
策
と
し
て
は
殆
ど

機
能
し
な
か
っ
た
。
明
治
末
に
は
一
㌫

の
品
位
の
鉱
石
も
処
理
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
一
九
一
七
（
大
正
六
）

年
よ
り
浮
遊
選
鉱
法
が
本
山
と
通
洞
の

選
鉱
所
に
導
入
さ
れ
て
、
選
鉱
工
程
の

近
代
化
が
進
展
し
た
。

　

鉱
害
対
策
と
し
て
は
第
三
回
予
防
工

事
命
令
に
よ
り
浄
水
設
備
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
、
本
山
、
通
洞
、
小
滝
に
選
鉱

廃
水
処
理
の
た
め
、
沈
殿
池
・
濾
過
池

が
設
置
さ
れ
た
。

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
の
影
響

で
古
河
鉱
業
の
経
営
が
悪
化
し
た
た

め
、
操
業
の
緊
縮
が
図
ら
れ
、
設
備
投

資
の
繰
り
延
べ
、
新
規
計
画
の
中
止
、

在
庫
品
処
分
な
ど
の
縮
小
策
が
と
ら
れ

た
。
採
鉱
部
門
に
お
い
て
も
小
滝
採
鉱

係
の
廃
止
に
よ
る
採
鉱
区
の
再
編
成
が

実
施
さ
れ
、
小
滝
坑
か
ら
出
坑
し
て
い

た
鉱
石
が
専
用
の
集
中
坑
井
の
完
成
に

よ
っ
て
、
搬
出
坑
が
通
洞
に
切
り
換
え

ら
れ
た
た
め
、
七
月
に
小
滝
選
鉱
所
が

廃
止
さ
れ
、
選
鉱
処
理
は
通
洞
に
移
管

さ
れ
た
。
本
山
坑
に
お
い
て
も
出
坑
が

通
洞
に
切
り
換
え
ら
れ
て
、一
九
二
一（
大

正
十
）
年
五
月
に
選
鉱
所
が
廃
止
さ
れ
、

選
鉱
工
程
は
通
洞
に
一
元
化
さ
れ
た
。

　

中
央
選
鉱
所
と
な
っ
た
通
洞
で
は
、

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
に
工
場
を
増

設
し
、
二
系
統
で
二
十
四
時
間
操
業
を
実

施
し
、
第
一
工
場
で
は
一
番
粗
鉱
の
篩

分
け
を
行
い
、
第
二
工
場
で
は
二
番
粗
鉱

の
処
理
を
行
っ
て
、
選
鉱
能
力
の
増
大
を

図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
二
番
粗
鉱
の
処
理

　�通洞選鉱所（昭和 10 年頃）　
　選鉱方法は、明治 16 年までは近世以来の手選鉱であったが、16 年後半
から洋式の機械選鉱が導入された。足尾では当初、本山、小滝、通洞の主
要坑口にそれぞれ選鉱所があったが、合理化の一環で大正 10 年までに通
洞選鉱所に集約された。その後、通洞では旧式の選鉱所を合併し、昭和 10
年、新たな選鉱所が建設された。

構成資産の歴史構成資産の歴史
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実
績
は
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
上

期
か
ら
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
下
期

に
か
け
て
二
・
二
倍
に
向
上
し
、
当
時

の
金
属
鉱
山
に
お
け
る
選
鉱
所
の
モ
デ

ル
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
選
鉱
能
力
は
不

足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
番
粗
鉱
は

採
石
し
て
製
錬
所
に
搬
出
す
る
だ
け
で

殆
ど
選
鉱
処
理
が
不
要
の
富
鉱
で
あ
る

が
、
そ
の
産
出
量
は
一
九
二
二
（
大
正

十
一
）
年
の
百
三
万
㌧
を
ピ
ー
ク
に
急

速
に
落
ち
込
み
、
大
正
末
年
に
は
六
万

㌧
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
二
番
粗

鉱
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
の

二
十
八
万
㌧
か
ら
一
九
三
三（
昭
和
八
）

年
に
六
十
六
・
三
四
万
㌧
、
一
九
三
五

（
昭
和
十
）
年
に
は
八
十
五
・
一
万
㌧
へ

と
急
増
し
た
。
こ
れ
は
、
富
鉱
の
温
存

と
低
品
位
鉱
の
増
産
に
よ
っ
て
年
間
産

銅
量
を
確
保
す
る
と
い
う
採
鉱
方
針
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
産
出
量

が
選
鉱
所
の
処
理
能
力
を
上
回
っ
た
た

め
滞
貨
が
増
加
し
た
。
こ
の
た
め
、
一

日
三
千
㌧
の
選
鉱
能
力
へ
の
増
強
が
図

ら
れ
、
一
九
三
四 

（
昭
和
九
）
年
九
月

に
既
存
の
選
鉱
所
の
隣
接
地
に
新
工
場

の
建
設
に
着
工
、
一
九
三
五
（
昭
和

十
）
年
十
一
月
に
完
成
し
て
、
十
二
月

に
操
業
が
開
始
さ
れ
た
。
新
工
場(

第

二
機
械
工
場)

の
粗
鉱
処
理
能
力
は
毎

時
五
十
五
㌧
を
示
し
、
旧
工
場
（
旧
第

二
工
場
、
第
一
機
械
工
場
と
改
称
）
の

毎
時
五
十
㌧
と
あ
わ
せ
て
毎
時
百
五
㌧

の
粗
鉱
処
理
能
力
と
な
り
、
二
十
四
時

間
操
業
に
よ
り
年
間
百
万
㌧
の
選
鉱
処

理
が
実
現
し
た
。
選
鉱
一
㌧
当
り
の
経

費
は
、
旧
工
場
の
四
十
銭
に
対
し
て
新

工
場
は
二
十
七
・
四
銭
と
三
割
以
上
の

節
減
と
な
っ
た
。

　

粗
鉱
の
選
別
は
、
こ
の
段
階
に
お
い

て
も
依
然
と
し
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で

の
手
選
鉱
に
依
存
し
て
い
た
が
、
こ
れ

に
か
わ
る
選
鉱
法
と
し
て
試
み
ら
れ
た

重
液
選
鉱
法
は
一
九
三
五
（
昭
和
十
四
）

年
に
開
発
に
成
功
し
、
一
九
四
八
（
昭

和
二
十
三
）
年
に
工
業
化
に
成
功
、
選

鉱
の
完
全
機
械
化
へ
の
道
を
開
く
画
期

的
な
技
術
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

通
洞
選
鉱
所
は
、
一
九
七
三
（
昭
和

四
十
八
）
年
の
足
尾
銅
山
閉
山
と
共
に

そ
の
役
割
を
終
了
し
、
施
設
の
一
部
は

解
体
・
撤
去
さ
れ
た
が
、
主
要
施
設
は

現
在
も
遺
存
し
、
大
正
期
か
ら
昭
和
前

期
に
採
用
さ
れ
た
階
段
式
選
鉱
所
の
典

型
的
な
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

通
洞
選
鉱
所
に
は
直
径
三
十
五
㍍
の

大
型
シ
ッ
ク
ナ
ー
三
基
と
直
径
十
五
㍍

の
小
型
シ
ッ
ク
ナ
ー
四
基
が
残
る
。
ま

た
、
建
屋
内
部
に
は
、
粉
砕
し
た
鉱
石

を
鉄
球
で
、
よ
り
細
か
く
湿
式
粉
砕
し

た
ボ
ー
ル
ミ
ル
や
泥
状
と
な
っ
た
鉱
液

に
起
泡
剤
、
捕
集
剤
、
石
灰
等
を
加
え

攪
拌
さ
せ
て
泡
の
表
面
に
銅
鉱
を
付
着

さ
せ
た
Ｆ
Ｗ
型
浮
選
機
な
ど
、
貴
重
な

選
鉱
機
械
類
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　�通洞選鉱所内の浮遊選鉱機 ( 大正７年頃）
　湿式粉砕した鉱石を泥状にし、気泡剤を添加、攪

かく
拌
はん

させ、金属を含む鉱石を泡の表面に濃集して回収する
選鉱法である。足尾では大正４年から小滝の選鉱所に
導入され、選鉱行程での近代化が進んだ。

　�通洞選鉱所の集中運転室
　粗鉱の選別はベルトコンベアによる手選鉱に依存してい
たが、これにかわる選鉱法として重液選鉱法が昭和 14 年に
開発された。昭和 23 年には選鉱の完全機械化に成功した。

資産の内容資産の内容
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廃
水
処
理
対
策

　
　
　
　
の
た
め
の
施
設

　
本
資
産
は
、
一
八
九
七
（
明
治

三
十
）
年
の
第
三
回
予
防
工
事
命
令
に

従
っ
て
新
設
さ
れ
、
水
質
汚
染
を
克
服

し
た
浄
水
施
設
（
S4
）・（
S5
）
で
あ
る
。

 

足
尾
銅
山
は
、
我
が
国
で
最
も
早
く

産
銅
に
伴
う
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
た
銅
山
で
あ
り
、
廃
水
を
出
す
坑

口
、
産
銅
施
設
、
堆
積
場
等
の
水
系
ご

と
に
浄
水
場
へ
向
け
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し
た
。
本
資
産
は
、
そ
の
主
要

な
部
分
が
現
存
し
、
閉
山
後
も
当
時
の

シ
ス
テ
ム
が
鉱
害
防
止
の
た
め
に
水
質

浄
化
施
設
と
し
て
稼
働
中
で
あ
る
。

　
（（
S4S4
）
間
藤
浄
水
場

）
間
藤
浄
水
場

　
（（
S5S5
）
中
才
浄
水
場

）
中
才
浄
水
場　

　
浄
水
場
は
、
足
尾
銅
山
鉱
害
問
題

へ
の
対
策
と
し
て
、
一
八
九
七
（
明
治

三
十
）
年
に
政
府
か
ら
古
河
に
対
し
て
出

さ
れ
た
第
三
回
予
防
工
事
命
令
に
従
い
、

水
質
汚
染
の
対
処
策
と
し
て
鉱
業
廃
水

の
中
和
沈
澱
後
の
放
水
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
鉱
業
廃

水
を
沈
澱
池
に
導
き
石
灰
で
中
和
沈
澱

さ
せ
、
上
澄
み
を
濾
過
池
で
濾
過
し
て
放

水
す
る
廃
水
浄
化
設
備
で
あ
る
。

　

第
三
回
予
防
工
事
命
令
で
は
、
坑
水

の
処
理
は
本
山
、
通
洞
、
小
滝
の
主
要

坑
口
の
三
カ
所
に
集
め
ら
れ
、
他
の
坑

口
で
は
原
則
禁
止
さ
れ
た
。
沈
殿
池
は

そ
の
性
格
上
、
平
坦
地
に
建
設
さ
れ
ね

ば
な
ら
ず
、
本
山
は
間
藤
、
通
洞
は
中

才
、
小
滝
は
小
滝
の
浄
水
場
に
決
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
規
模
も
大
幅
に
拡
張
さ

れ
た
。
本
山
沈
澱
池
は
処
理
水
量
毎
分

七
・
九
七
五
㎥
、
通
洞
八
・
四
五
七
㎥
、

小
滝
五
・
〇
二
七
㎥
を
見
積
も
っ
た
た

め
、
そ
れ
ま
で
古
河
で
進
め
て
き
た
工

事
の
規
模
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
間

藤
は
古
河
案
の
七
百
坪
か
ら
沈
殿
池

千
七
百
八
十
坪
・
濾
過
池
二
百
七
十
坪
・

乾
泥
池
九
百
九
十
七
・
六
坪
へ
と
拡
張

さ
れ
、
中
才
は
沈
殿
池
八
百
坪
か
ら

千
三
百
六
十
五
坪
・
濾
過
池
六
百
十
四

坪
・
乾
泥
池
六
百
七
十
三
・
一
坪
へ

と
拡
張
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
小
滝

で
は
沈
殿
池
七
百
十
二
坪
・
濾
過
池

二
百
九
十
六
坪
・
乾
泥
池
五
百
三
十
一

坪
へ
の
拡
張
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
工
事
に
よ
り
沈
澱
池
の
容
積
は
、
間

藤
で
五
万
三
千
六
百
六
十
立
方
尺
か
ら

二
十
六
万
三
千
二
百
八
立
方
尺
（
四
・

九
倍
）
へ
と
、
大
幅
に
拡
張
さ
れ
た
。

　

命
令
は
五
月
二
十
四
日
に
、
農
商
務

構成資産の歴史構成資産の歴史

�建造中の向間藤濾過池（明治 30 年７月）
　右の池には礫、左の池には礫の上に砂を敷き
詰めて濾過層をつくっている。基礎は当時新建
材として登場したコンクリート、周囲は石垣で
構築している。煉瓦で築かれた引き出し口や池
中央の溝渠などの構造もよくわかる。 �現在の向間藤濾過池
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次
官
か
ら
古
河
に
内
示
さ
れ
、
労
働
者

延
べ
五
十
八
万
人
、
資
金
百
四
万
円
を

投
入
し
て
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）

年
十
一
月
二
十
二
日
、
除
害
工
事
は
竣

工
し
た
。

　

間
藤
浄
水
場
の
建
設
に
よ
り
、
本
山

方
面
の
坑
水
は
本
山
有
木
坑
道
に
落
と

さ
れ
、
石
灰
乳
と
攪
拌
さ
れ
て
選
鉱
所

に
導
か
れ
、
選
鉱
用
水
と
し
て
使
用
後

に
脱
硫
塔
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
水
と
合

わ
せ
て
再
度
石
灰
乳
と
攪
拌
し
、
向
間

藤
に
導
き
、
砂
集
器
を
通
過
さ
せ
て
沈

殿
池
に
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
才
浄
水

場
の
建
設
に
よ
り
、
通
洞
方
面
の
坑
水

は
簀
子
橋
の
旧
坑
道
か
ら
出
る
坑
水
以

外
は
通
洞
坑
に
落
と
し
、
石
灰
乳
と
攪

拌
さ
せ
中
才
沈
殿
池
に
導
か
れ
た
。

　

第
三
回
予
防
工
事
命
令
に
従
い
、
古

河
は
本
山
、
通
洞
、
小
滝

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

沈
殿
池
、
濾
過
池
、
乾
泥

池
を
主
要
施
設
と
し
て
備

え
た
浄
水
場
と
、
捨
石
、

廃
滓
等
を
管
理
す
る
た
め

の
堆
積
場
を
整
備
し
た
。

こ
う
し
て
、
足
尾
銅
山
全

体
の
坑
口
、
選
鉱
・
製
錬

過
程
、
堆
積
場
か
ら
出
る

廃
水
を
浄
水
場
へ
導
き
、

処
理
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、一
九
〇
一（
明

治
三
十
四
）
年
四
月
に
出

さ
れ
た
第
四
回
予
防
工
事

命
令
に
お
い
て
、
石
灰
乳

の
加
え
方
や
沈
殿
池
、
濾
過
地
の
掃
除

方
法
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
一
九
〇
三

（
明
治
三
十
六
）
年
七
月
に
発
せ
ら
れ

た
第
五
回
予
防
工
事
命
令
に
お
い
て

は
、
堆
積
場
の
廃
水
の
改
良
、
浸
透
水

の
沈
殿
池
へ
の
導
水
、
沈
殿
地
設
備
の

改
良
及
び
拡
張
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て

の
改
良
を
命
じ
ら
れ
、
古
河
は
そ
の
一

環
と
し
て
、
中
才
の
沈
殿
池
設
備
の
改

良
を
実
施
し
た
が
、
間
藤
浄
水
場
は
拡

張
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
稼
働

を
続
け
た
。

　

そ
の
後
、
処
理
水
量
の
増
加
に
よ

り
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
四

月
に
下
流
の
切
幹
に
浄
水
場
が
新
設
さ

れ
た
。
ま
た
、
小
滝
地
区
の
選
鉱
施
設

の
廃
止
に
よ
り
、
一
九
二
六
（
大
正

十
五
）
年
に
廃
止
さ
れ
た
小
滝
浄
水
場

の
役
割
を
中
才
浄
水
場
に
統
合
し
た
。

　

間
藤
浄
水
場
は
、
閉
山
後
も
水
質

管
理
の
た
め
稼
働
を
継
続
し
た
が
、

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
、
中
才

浄
水
場
に
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
で
廃

止
と
な
り
、
貯
水
池
と
し
て
中
才
の

機
能
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
と
な
っ
た
。
間
藤
浄
水
場
の
管
理
・

浄
水
用
設
備
は
、
二
〇
一
〇
（
平
成

二
十
二
）
年
に
撤
去
さ
れ
た
が
、
沈
澱

池
五
面
と
集
泥
池
一
面
が
遺
存
す
る
。

こ
の
う
ち
、
渡
良
瀬
川
沿
い
の
最
上
流

部
に
位
置
す
る
第
一
号
沈
澱
池
と
最
下

流
部
に
位
置
す
る
集
泥
池
以
外
の
四
面

の
沈
澱
池
は
、
平
成
二
十
二
年
に
内
部

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
し
て
本
山
坑

等
か
ら
の
廃
水
を
中
才
浄
水
場
へ
中
継

す
る
た
め
の
非
常
用
貯
水
池
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。

　

中
才
浄
水
場
は
、
閉
山
後
も
鉱
害
防

止
の
た
め
に
水
質
浄
化
施
設
と
し
て
稼

働
中
で
あ
る
。
現
在
、
施
設
内
に
は
沈

澱
池
八
面
（
う
ち
予
備
一
面
）、
上
澄

み
水
再
沈
澱
池
、
集
泥
池
の
設
備
が
あ

る
。
足
尾
銅
山
の
坑
内
水
及
び
堆
積
場

か
ら
の
浸
透
水
は
坑
道
等
を
通
り
、
中

才
浄
水
場
に
導
水
さ
れ
石
灰
を
加
え
て

重
金
属
類
を
水
酸
化
物
と
し
て
沈
澱
さ

せ
る
。
上
澄
み
水
は
河
川
に
放
流
し
、

沈
殿
物
は
ポ
ン
プ
輸
送
で
簀
子
橋
堆
積

場
に
運
搬
し
て
い
る
。
な
お
、
中
才
浄

水
場
で
は
、
毎
分
で
最
大
七
十
㎥
の
廃

水
を
処
理
し
て
い
る
。

　�建造中の中才中段の沈殿池（明治 30 年 7 月）
　中才では面積 1365 坪、2 段 6 池の沈殿池がつくられた。

資産の内容資産の内容



33

　
治
山
・
治
水

　
　
　
の
た
め
の
施
設
　

　　
鉱
害
に
よ
る
二
次
的
な
対
策
を
示
す

物
証
と
し
て
、
山
林
の
復
旧
と
土
砂
流

出
を
防
ぐ
治
山
の
た
め
の
砂
防
施
設

（
S6
）、
洪
水
や
重
金
属
類
を
含
ん
だ
土

砂
流
出
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
治
水

施
設
（
S7
）
の
２
つ
の
資
産
を
選
択
し

た
。
こ
れ
ら
の
資
産
に
よ
る
上
下
流
域

の
対
策
が
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
で
、

渡
良
瀬
川
流
域
の
一
体
的
な
復
旧
事
業

が
確
立
し
た
。

　

  （（
S6S6
））
松
木
沢
砂
防
堰
堤
群

松
木
沢
砂
防
堰
堤
群

　
松
木
沢
砂
防
堰
堤
群
は
、
主
に
煙
害

に
起
因
す
る
荒
廃
し
た
山
林
か
ら
の
土

砂
流
出
を
防
止
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

た
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時

に
山
腹
に
植
栽
を
施
す
こ
と
で
、
失
わ

れ
た
水
源
か
ん
養
機
能
を
復
活
さ
せ
、

洪
水
緩
和
と
水
質
浄
化
作
用
を
回
復
さ

せ
る
役
割
を
担
っ
た
。

　

足
尾
銅
山
に
お
い
て
は
、
明
治
期
の

前
半
か
ら
急
速
な
産
銅
量
の
増
加
に
伴

い
、
そ
の
副
作
用
と
し
て
、
主
に
松
木

地
区
に
代
表
さ
れ
る
山
林
荒
廃
、
煙
害

な
ど
の
問
題
が
、
渡
良
瀬
川
下
流
域
の

鉱
害
問
題
と
と
も
に
顕
在
化
し
て
い
っ

た
。そ
の
後
さ
ら
に
鉱
害
は
深
刻
化
し
、

足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
調
査
委
員
会
の
介

入
に
よ
っ
て
厳
格
な
予
防
策
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
官
有
林
に
つ
い

て
は
農
商
務
省
山
林
局
が
、
民
有
林
に

つ
い
て
は
栃
木
・
群
馬
県
が
担
い
、
山

林
復
旧
事
業
（
植
林
や
山
腹
の
修
復
に

よ
る
土
砂
流
出
防
止
事
業
）
が
行
わ
れ

始
め
た
。
こ
れ
ら
は
第
三
回
予
防
工
事

命
令
と
同
日
で
あ
る
一
八
九
七
（
明
治

三
十
）年
五
月
二
十
七
日
に
開
始
さ
れ
、

以
後
、
本
格
的
な
治
山
事
業
の
は
じ
ま

り
と
な
っ
た
。

　

足
尾
の
官
林
の
復
旧
は
、
一
八
九
七

（
明
治
三
十
）
年
か
ら
一
九
〇
〇
（
明

治
三
十
三
）
年
度
に
行
わ
れ
た
最
初
の

事
業
で
、
具
体
的
に
は
土
砂
の
流
出
防

止
の
た
め
の
植
樹
や
堰
堤
の
建
造
、
防

火
線
（
山
林
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め

に
設
け
ら
れ
る
細
長
い
空
地
）
の
設
置

な
ど
が
な
さ
れ
た
が
、
煙
害
に
よ
る
苗

木
の
枯
死
と
降
雨
に
よ
る
植
栽
基
盤

（
植
栽
に
使
用
さ
れ
た
土
）
の
流
出
に

よ
り
、
そ
れ
以
降
も
広
い
範
囲
に
わ
た

り
山
腹
表
土
の
流
出
が
続
い
た
。

　

昭
和
を
迎
え
る
と
、
内
務
省
も
対
策

に
乗
り
だ
し
、
上
流
域
で
あ
る
松
木
地

区
も
含
め
た
「
渡
良
瀬
川
流
域
砂
防
工

事
計
画
」
の
構
想
が
、
一
九
二
七
（
昭

和
二
）
年
か
ら
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
計

画
は
、
当
時
の
金
額
で
総
工
費
八
百
万

円
を
か
け
、
松
木
川
、
仁
田
元
川
、
久

蔵
川
の
三
川
を
中
心
に
堰
堤
九
十
余
箇

所
な
ど
を
建
造
し
、
流
出
す
る
土
砂
を

止
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
工
事
費
が
莫
大
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
見
直
し
が
行
わ
れ
、
計
画
は

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
の
段
階
で

当
時
の
金
額
に
し
て
五
十
万
円
ま
で
縮

小
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
度
か
ら
一
九
四
三
（
昭
和

十
六
）
年
度
の
五
ヶ
年
の
継
続
事
業
と

し
て
渡
良
瀬
川
本
支
流
に
堰
堤
十
一
箇

所
、
山
腹
工
一
箇
所
お
よ
び
山
腹
石
積

延
長
千
六
百
㍍
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
大
規
模
な
砂
防
工
事
が
行
わ
れ

構成資産の歴史構成資産の歴史

足尾砂防堰堤
●

●
京子内砂防堰堤

松木沢
砂防堰堤群
松木沢
砂防堰堤群

観測監視区域観測監視区域

植樹地植樹地

京子内砂防堰堤

足尾砂防堰堤

松木地域旧三村松木地域旧三村

松木沢砂防堰堤群松木沢砂防堰堤群

●本山製錬所本山製錬所

松木川松木川

仁田元川仁田元川

久蔵川久蔵川

松木沢
砂防堰堤群
松木沢
砂防堰堤群

�松木地区砂防関連施設位置図　
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始
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
煙
害
激
害
地
を
流
れ

る
松
木
川
、
仁
田
元
川
、
久
蔵
川
の

流
域
に
砂
防
堰
堤
が
建
設
さ
れ
た
が
、

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
八
月
、

こ
れ
ら
三
川
の
合
流
部
に
大
規
模
な
足

尾
砂
防
堰
堤
の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ

た
。
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
年
、

四
百
六
十
万
㎥
の
貯
砂
量
を
誇
る
堰
堤

が
完
成
し
、
そ
の
後
、
数
次
に
わ
た
る

工
事
を
経
て
、
堤
体
の
嵩
上
げ
が
行
わ

れ
、
現
在
の
姿
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
に
代
表
的
な
も
の
だ
け
で
も
、
井
戸

沢
口
、
仁
田
元
、
久
蔵
川
一
号
、
下
桐

久
保
、
井
戸
沢
、
井
戸
沢
下
流
な
ど
の

各
砂
防
堰
堤
が
建
設
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
松
木
沢
砂
防
堰
堤
群
は
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
補
強
や
嵩
上
工

事
な
ど
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
当
初
の
用
途
と
機
能
は
現
在
も

踏
襲
さ
れ
、
現
役
稼
働
施
設
と
し
て
良

好
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　　
（（
S7S7
））
渡
良
瀬
遊
水
地

渡
良
瀬
遊
水
地

　
渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
栃
木
県
の
南
端

に
位
置
し
、
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
・
茨

城
の
四
県
に
ま
た
が
る
面
積
三
十
三

㎢
、
総
貯
水
容
量
二
億
㎥
の
我
が
国
最

大
の
遊
水
地
で
あ
る
。
当
該
資
産
は
渡

良
瀬
川
下
流
域
に
お
け
る
治
水
対
策
を

物
語
る
も
の
で
あ
り
、
洪
水
調
節
及
び

土
砂
堆
積
機
能
を
有
す
る
こ
と
で
、
下

流
域
を
鉱
害
被
害
か
ら
守
る
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
渡
良
瀬
川

上
流
域
で
行
わ
れ
た
治
山
事
業
と
相
互

に
作
用
す
る
こ
と
で
、
渡
良
瀬
川
流
域

の
一
体
的
な
復
旧
事
業
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

　

渡
良
瀬
川
下
流
域
の
鉱
害
は
、
水
質

汚
染
に
よ
る
被
害
と
洪
水
被
害
の
二
つ

に
大
別
さ
れ
る
。
水
質
汚
染
に
お
い
て

は
、
硫
酸
銅
を
含
む
酸
性
廃
水
や
土
砂

が
流
れ
出
し
て
水
質
を
汚
染
し
、
魚
の

死
滅
や
耕
地
の
作
物
の
枯
死
な
ど
の
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
ま
た
、
洪
水
被

害
に
つ
い
て
は
、
煙
害
や
木
材
伐
採
に

よ
る
山
林
の
裸
地
化
に
伴
い
、
降
雨
時

に
は
周
辺
の
山
地
か
ら
大
量
の
土
砂
が

流
出
し
河
床
面
を
高
め
た
た
め
、
頻
繁

に
洪
水
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
、

渡
良
瀬
川
の
下
流
域
の
広
範
囲
に
拡
大

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
は
渡
良
瀬
川
下
流

域
に
お
い
て
は
、
一
八
八
〇
（
明
治

十
三
）
年
代
後
半
か
ら
、
そ
の
兆
候
が

確
認
さ
れ
は
じ
め
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
八
月
の
大
洪
水
を
契
機
に

広
く
顕
在
化
し
た
。
ま
た
、
一
八
九
一

（
明
治
二
十
四
）
年
十
二
月
の
第
二
回

帝
国
議
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
議
員
の

田
中
正
造
か
ら
鉱
害
問
題
に
対
す
る
質

問
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
た
。

　

政
府
は
、
原
因
者
で
あ
る
鉱
業
主
の

古
河
に
対
し
、
五
回
に
わ
た
り
予
防
工

事
命
令
を
発
令
し
、
水
質
汚
染
と
煙
害

の
発
生
源
対
策
事
業
を
実
施
さ
せ
た
。

　�足尾砂防堰堤と旧松木三村遠景　
　昭和２年から練られ始めた「渡良瀬川流域砂防工事計画」は、激害地を流れる
松木川、仁田元川、久蔵川に砂防堰堤群を建造し、さらにこれら三河川の合流
部に大規模な砂防堰堤を建造しようとするものであった。この計画により、足
尾砂防堰堤は昭和 30 年に竣工した。その後の 2 回の追加工事により堤体の嵩上
げなどがなされ、現在ではおよそ 500 万㎥の貯砂量を誇る。下流域へ流出する
土砂の調節や河床の安定、上流域山腹の崩落防止、植生の回復を促進するなど
の総合的な役割を果たしている。

資産の内容資産の内容
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水
質
汚
染
対
策
に
は
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
毎
年
の
よ

う
に
洪
水
被
害
が
発
生
し
、
足
尾
鉱
毒

問
題
の
社
会
的
影
響
は
む
し
ろ
大
き
く

な
っ
た
た
め
、
政
府
は
一
九
〇
二
（
明

治
三
十
五
）
年
三
月
十
五
日
、
第
二
次

鉱
毒
調
査
委
員
会
を
設
置
し
再
び
対
策

を
検
討
し
た
。
委
員
会
で
は
、
洪
水
対

策
と
し
て
「
…
水
溜
ヲ
作
リ
以
テ
之
ヲ

利
根
川
ニ
流
出
ス
ル
コ
ト
…
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
水
溜
」

が
遊
水
地
で
あ
る
。
こ
の
提
言
が
契
機

と
な
り
、
利
根
、
渡
良
瀬
、
思
の
三
川

合
流
に
よ
っ
て
頻
発
す
る
洪
水
地
帯
で

あ
る
谷
中
村
と
そ
の
周
辺
地
域
に
渡
良

瀬
遊
水
地
が
造
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
三

月
、
栃
木
県
は
「
告
諭
第
二
号
」
で
谷

中
村
の
遊
水
地
化
と
住
民
の
移
住
方
針

を
告
示
し
、
こ
の
時
か
ら
渡
良
瀬
遊

水
地
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
度
か
ら

は
渡
良
瀬
川
改
修
事
業
が
内
務
省
直
轄

事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
、
そ
の
一
環
と

し
て
渡
良
瀬
遊
水
地
の
工
事
は
進
め
ら

れ
た
。
一
方
、
田
中
正
造
は
、
谷
中
村

に
移
住
し
一
部
の
住
民
と
と
も
に
村
を

守
る
た
め
遊
水
地
計
画
に
反
対
し
た
。

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
、
渡
良
瀬

遊
水
地
は
完
成
し
、
赤
麻
沼
等
を
含
め

た
面
積
約
二
千
九
百
七
十
五
㏊
で
、
渡

良
瀬
川
の
洪
水
ま
た
は
利
根
川
の
逆
流

な
ど
を
防
止
す
る
た
め
約
一
億
七
千
万

㎥
を
遊
水
さ
せ
、
洪
水
を
調
節
緩
和
す

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

渡
良
瀬
川
改
修
事
業
も
、一
九
二
六（
大

正
十
五
）
年
に
竣
工
し
、
各
所
に
お
い

て
不
毛
の
土
地
の
多
く
が
耕
地
と
し
て

開
発
さ
れ
た
。

　

現
在
、
渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
大
洪
水

が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
遊
水
地

を
よ
り
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
「
調

節
池
」
機
能
及
び
洪
水
調
節
や
都
市

用
水
の
供
給
な
ど
を
行
う
「
貯
水
池

化
」
機
能
を
備
え
る
と
と
も
に
、
そ
の

広
大
な
敷
地
に
湿
地
と
し
て
の
自
然
豊

か
な
環
境
を
保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
七
月
に

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　

構成資産の歴史構成資産の歴史

　�現在の渡良瀬遊水地　
　明治 43 年から大正 11 年にかけて国と栃木県が実施した渡良瀬川の改修工事により、群馬、埼玉、茨城の３県
の一部を加えた 3,300ha を遊水地にした。昭和になっても大洪水が続いたため、国は調整池を造って洪水調整機
能を増大させ、都市用水を確保する貯水池化も進めて、平成２年現在の姿になった。
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煙
害
対
策
の
た
め
の
施
設

　　
本
資
産
は
、
戦
後
の
自
熔
製
錬
法
の

導
入
に
よ
り
、
亜
硫
酸
ガ
ス
を
原
因
と

す
る
製
錬
工
程
で
の
煙
害
を
克
服
し
た

脱
硫
技
術
の
変
遷
示
す
物
証
で
あ
る
。

　

古
河
鉱
業
が
独
自
の
改
良
を
加
え
て

本
山
製
錬
所
（
S8
）
で
完
成
さ
せ
た
こ

の
技
術
は
、
現
在
国
内
外
に
普
及
し
世

界
の
主
流
製
錬
技
術
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
S8S8
））
本
山
製
錬
所

本
山
製
錬
所

　
一
八
八
七
（
明
治
十
）
年
に
古
河
が

足
尾
の
経
営
を
開
始
し
て
か
ら
七
年

後
、
横
間
歩
大
直
利
を
捕
捉
し
て
製
錬

処
理
量
が
急
激
に
増
大
し
た
。
旧
本
山

で
の
施
設
拡
張
の
用
地
が
な
い
た
め
、

新
た
に
松
木
沢
と
出
川
の
合
流
点
に
直

利
橋
製
錬
所
を
設
け
一
八
八
五
（
明
治

十
八
）
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。
こ

れ
が
現
在
の
本
山
製
錬
所
の
始
ま
り
で

あ
る
。
そ
れ
以
後
、
幾
度
と
な
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
続
け
な
が
ら
新
た
な
製

錬
技
術
の
導
入
と
そ
の
改
善
が
図
ら

れ
、
さ
ら
に
煙
害
対
策
に
取
り
組
み
、

足
尾
銅
山
閉
山
後
の
一
九
八
八
（
昭
和

六
十
三
）
年
ま
で
操
業
を
続
け
た
。

　

直
利
橋
製
錬
所
で
は
在
来
の
技
術

に
よ
る
吹
床
四
十
八
座
に
よ
り
、
昼

夜
に
分
け
て
連
続
操
業
を
行
っ
た
。

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
松
木
沢

か
ら
の
大
火
で
焼
失
す
る
が
、
直
ち
に

再
建
さ
れ
た
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
代
に

入
り
、
洋
式
の
新
技
術
を
積
極
的
に
導

入
し
、
処
理
量
の
増
大
と
品
質
向
上
を

図
る
。
米
国
式
熔
鉱
炉
の
改
良
を
行

い
、
明
治
二
十
三
年
に
水
套
式
熔
鉱
炉

を
採
用
し
た
。
次
に
、
米
国
パ
ロ
ッ
ト

社
が
実
用
化
し
た
ベ
ッ
セ
マ
ー
転
炉
を

導
入
し
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）

年
に
日
本
初
の
近
代
工
場
が
操
業
を
開

始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
粗
銅
品
位
は

九
十
九
㌫
弱
ま
で
向
上
、
煉
銅
費
は
四

分
の
一
に
減
少
し
、
一
炉
当
た
り
の
日

生
産
量
が
四
十
五
倍
に
向
上
し
た
。

　

生
産
量
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、

煙
害
も
拡
大
し
社
会
問
題
化
し
た
。

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
、
政
府
か

ら
古
河
に
出
さ
れ
た
第
三
回
予
防
工
事

命
令
に
基
づ
き
、
小
滝
製
錬
所
を
廃
止

し
本
山
製
錬
所
に
集
約
し
て
、
煙
害
に

対
す
る
発
生
源
対
策
と
し
て
脱
硫
塔
を

設
置
し
改
善
を
図
ろ
う
と
し
た
。
硫
酸

製
造
の
ゲ
ー
ル
ザ
ッ
ク
塔
を
モ
デ
ル
と

し
て
塔
中
に
石
灰
乳
を
雨
下
し
、
そ
こ

に
硫
煙
を
導
い
て
亜
硫
酸
ガ
ス
を
吸
収

さ
せ
る
装
置
を
建
設
し
た
。
し
か
し
、

二
酸
化
硫
黄
の
除
去
率
は
二
十
～
三
十

㌫
程
度
で
あ
り
十
分
な
効
果
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
気
液
接
触
反
応
を
起
こ
さ

せ
る
た
め
の
微
細
な
液
滴
径
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
松
木

村
を
は
じ
め
と
す
る
松
木
川
上
流
域
の

三
村
が
廃
村
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

生
鉱
吹
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開

発
さ
れ
た
鉱
石
中
の
硫
黄
分
、
鉄
分
の

酸
化
熱
を
利
用
し
た
酸
化
製
錬
法
で
あ

る
が
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年

に
秋
田
県
小
坂
鉱
山
に
お
い
て
黒
鉱
の

処
理
の
た
め
に
独
自
の
改
善
が
加
え

ら
れ
た
。
我
が
国
独
特
の
こ
の
技
術

は
、
そ
の
後
、
国
内
す
べ
て
の
熔
鉱
炉

に
適
用
さ
れ
て
、
七
十
年
に
わ
た
る
熔

鉱
炉
操
業
の
基
礎
と
な
っ
た
技
術
で
あ

る
。
硫
化
鉄
鉱
の
割
合
が
少
な
く
、
粉

鉱
が
多
い
足
尾
銅
山
の
精
鉱
に
こ
の
技

術
を
適
用
す
る
た
め
、
約
十
年
の
歳
月

を
要
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
原
料

前
処
理
と
し
て
粉
鉱
を
塊
鉱
に
加
工
す

る
た
め
の
技
術
（
粉
鉱
製
団
機
）
が
開

発
さ
れ
た
。
生
鉱
吹
に
よ
る
操
業
に
伴

い
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
に

製
錬
新
工
場
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
足
尾
線
開

通
に
伴
い
足
尾
本
山
駅
を
増
設
し
、
鉱

石
貯
蔵
庫
が
建
設
さ
れ
た
。

　

全
国
的
に
多
く
の
銅
山
で
煙
害
が

問
題
と
な
り
、
一
九
〇
九
（
明
治

四
十
二
）
年
十
二
月
に
第
三
次
鉱
毒
調

査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
一
二

（
大
正
元
）
年
の
政
府
の
指
示
に
基
づ

き
、
足
尾
で
は
サ
イ
ク
ロ
ン
で
煙
灰

を
除
去
し
た
後
、
亜
硫
酸
ガ
ス
を
希

釈
し
て
大
煙
突
で
放
出
す
る
設
備
を

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
完
成
さ
せ

た
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
鉱
煙
を
拡
散
さ

せ
被
害
の
範
囲
を
拡
大
す
る
結
果
と
な

り
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
応
急
処
置
と

し
て
、
植
物
の
生
育
期
間
は
処
理
鉱
量

を
十
㌫
減
と
す
る
と
と
も
に
、
気
流
観

測
所
を
設
け
排
煙
の
調
節
を
機
敏
に
行

資産の内容資産の内容
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う
処
置
を
取
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、

さ
ら
に
煙
害
軽
減
を
検
討
す
る
よ
う
政

府
か
ら
指
示
が
出
さ
れ
た
。
産
銅
業
者

の
有
志
に
よ
る
金
属
鉱
業
研
究
所
が
設

立
さ
れ
、
米
国
で
開
発
さ
れ
た
コ
ッ
ト

レ
ル
電
気
集
塵
機
の
導
入
が
研
究
対
象

と
な
っ
た
。
コ
ッ
ト
レ
ル
集
塵
機
と

は
、
粉
塵
を
含
む
気
流
を
コ
ロ
ナ
放
電

が
発
生
し
て
い
る
電
極
間
を
通
し
て
粒

子
に
電
荷
を
与
え
、
そ
の
粒
子
が
電
界

に
よ
っ
て
集
塵
電
極
へ
と
移
動
す
る
現

象
を
利
用
し
て
気
体
中
の
粉
塵
を
付
着

分
離
す
る
方
法
で
あ
る
。
足
尾
に
お
い

て
試
験
を
実
施
し
、
実
用
化
の
目
途

が
た
っ
た
た
め
、
京
子
内
工
場
と
反

射
炉
工
場
に
第
一
号
集
塵
機
が
建
設

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
廃
煙
か
ら
砒
素
、

蒼
鉛
を
製
造
す
る
工
場
が
建
設
さ
れ
、

殺
虫
剤
、
除
草
剤
、
農
薬
等
の
副
製

品
の
分
野
が
切
り
開
か
れ
た
。
ま
た
、

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
乾
式
製
錬
か
ら
湿
式
製
錬
法

で
あ
る
電
気
製
錬
（
鉱
石
を
焙
焼
し
酸

化
銅
も
し
く
は
硫
化
銅
と
し
て
硫
化
銅

溶
液
を
つ
く
り
、
電
気
分
解
で
銅
を
回

収
）
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
試
験

が
、
通
洞
選
鉱
所
の
一
画
で
行
わ
れ

た
。
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
に
は

試
験
の
た
め
の
硫
酸
工
場
も
建
設
さ
れ

た
が
、
湿
式
製
錬
は
実
用
化
に
は
至
ら

ず
、
硫
酸
製
造
試
験
は
太
平
洋
戦
争
開

始
と
と
も
に
中
断
さ
れ
た
。
以
上
の
よ

う
な
種
々
の
試
み
に
も
関
わ
ら
ず
当
時

の
熔
鉱
炉
法
の
技
術
で
は
、
排
ガ
ス
中

の
亜
硫
酸
濃
度
が
低
い
た
め
、
一
部
転

炉
等
の
排
ガ
ス
を
省
き
、
廃
煙
か
ら
硫

酸
を
取
り
出
す
こ
と
は
実
用
化
で
き
な

か
っ
た
。

構成資産の歴史構成資産の歴史

　�大正 4 年に完成した鉱煙処理施設（上）と大正 5 年頃の本山製錬所（下）
　日本政府は、明治 45 年 6 月に希釈法による煙害予防法を古河に命じた。工事は大正 4 年 8 月に竣工したが、ガス量が
数倍に上ったため、微風・無風状態ではガス濃度は低下せず、被害区域を拡大させる結果となった。このため、古河は
実験中の電気収塵法の採用に踏み切り、大正 7 年に竣工、その後集塵効果は 90 ～ 96.7％に上昇していった。しかし、亜
硫酸ガスの除去は不完全であり、範囲こそ限定されたものの、周辺の山林や耕地での被害は続いた。
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一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
と

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に
大
型
転

炉
の
内
装
を
塩
基
性
（
ト
ー
マ
ス
法
）

に
か
え
て
操
業
し
、
そ
れ
ま
で
の
酸
性

転
炉
（
ベ
ッ
セ
マ
ー
法
）
に
比
べ
実
操

業
時
間
を
約
二
・
九
倍
に
伸
ば
し
、
内

装
補
修
費
の
軽
減
と
操
業
の
合
理
化
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
、
戦
時
色
が
強
ま
る

中
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
か
ら

軍
の
要
請
に
よ
り
足
尾
製
錬
に
お
い
て

ニ
ッ
ケ
ル
製
錬
に
取
り
組
ん
だ
。

　

戦
後
の
復
旧
が
始
ま
る
と
共
に

一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
か
ら
、

硫
酸
製
造
の
検
討
を
再
開
す
る
。当
初
、

電
気
炉
導
入
の
方
向
で
試
験
が
進
め
ら

れ
た
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ト
ク

ン
プ
社
で
自
熔
製
錬
法
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
一
九
五
二

（
昭
和
二
十
七
）
年
に
当
時
の
足
尾
製

錬
所
の
技
師
が
自
熔
製
錬
法
と
そ
の
操

業
状
況
の
視
察
を
行
っ
た
。
自
熔
製
錬

法
は
乾
燥
し
た
精
鉱
と
熔
剤
を
余
熱
し

た
空
気
と
と
も
に
吹
き
込
み
、
そ
の
酸

化
反
応
熱
を
最
大
限
利
用
し
て
熔
解

し
、鈹
と
鍰
に
分
離
す
る
方
法
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
熔
鉱
炉
法
と
比
較
し
、
粉

鉱
処
理
が
可
能
で
あ
り
、
高
い
濃
度
の

二
酸
化
硫
黄
が
回
収
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。
オ
ー
ト
ク
ン
プ
社
と
技
術

提
携
の
契
約
を
結
び
、
一
九
五
六
（
昭

和
三
十
一
）
年
に
我
が
国
初
の
自
熔
製

錬
所
に
お
い
て
試
験
操
業
が
開
始
さ
れ

た
。
硫
酸
製
造
は
三
井
造
船
所
に
依
頼

し
、
こ
れ
ま
で
足
尾
で
蓄
積
し
た
廃
ガ

ス
の
除
塵
と
浄
化
の
技
術
を
生
か
し
た

設
計
と
建
設
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

約
十
年
に
渡
る
改
良
を
積
み
重
ね
、
足

尾
式
自
熔
炉
が
完
成
し
た
。

　

本
山
製
錬
所
は
、
足
尾
銅
山
の
閉

山
後
も
買
鉱
製
錬
に
よ
り
操
業
を
続
け

た
が
、
国
鉄
民
営
化
で
貨
物
輸
送
が

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
に
廃
止

さ
れ
、
翌
昭
和
六
十
三
年
に
事
実
上
の

操
業
停
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
構
造

物
は
危
険
防
止
等
の
た
め
、
二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年
か
ら
順
次
解
体
工
事
が

進
み
、
工
場
の
建
屋
及
び
機
械
類
が
撤

去
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）

年
三
月
に
は
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
貯

鉱
瓶
、
自
熔
炉
の
フ
レ
ー
ム
、
転
炉
、

計
器
室
、
大
煙
突
、
硫
酸
タ
ン
ク
及
び

本
山
駅
の
施
設
等
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　�昭和 54 年の本山製錬所
　オイルショックを背景とした省エネ対策のため、昭和 53 年６月に、安価な自家発電の電力を利用した酸素工場を
建設した。自溶製錬法としては、世界に例のない高濃度酸素を用いる酸素富化操業の開発に成功した。これにより、
重油使用量が半減し、生産能力が２割向上した。写真正面の建家は酸素工場、その右側は酸素ホルダである。

資産の内容資産の内容
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構成資産の歴史構成資産の歴史

足尾銅山 360 年の歩み足尾銅山 360 年の歩み（江戸～明治時代） （江戸～明治時代） 

　History Chronology　History Chronology

15501550（天文 19）   （天文 19）     銅山が発見される：古河鉱業㈱（現在、古河機械金属㈱）閉山時発表銅山が発見される：古河鉱業㈱（現在、古河機械金属㈱）閉山時発表

16101610（慶長 15）   （慶長 15）     農民の治部・内蔵が黒岩山（備前楯山）で銅鉱の露頭を発見、幕府の直山となる農民の治部・内蔵が黒岩山（備前楯山）で銅鉱の露頭を発見、幕府の直山となる

16511651（慶安 ４） 　  （慶安 ４） 　  江戸城や日光東照宮、芝、上野等の社殿の造営に足尾の銅瓦が使われた江戸城や日光東照宮、芝、上野等の社殿の造営に足尾の銅瓦が使われた

16761676（延宝 ４）　  （延宝 ４）　    この年から 12 年間、毎年 1300 ｔ～ 1500 ｔを産銅し海外にも輸出この年から 12 年間、毎年 1300 ｔ～ 1500 ｔを産銅し海外にも輸出

18171817（延宝 ４）　   （延宝 ４）　   次第に産銅が減少し、銅山は休止状態となる次第に産銅が減少し、銅山は休止状態となる

18771877（明治 10）    （明治 10）    古河市兵衛が銅山を買収、経営を開始古河市兵衛が銅山を買収、経営を開始

18811881（明治 14）   （明治 14）     鷹の巣坑で直利を発見鷹の巣坑で直利を発見

18831883（明治 16）    （明治 16）    本山に洋式選鉱所が完成本山に洋式選鉱所が完成

18841884（明治 17）    （明治 17）    本口坑で大直利を発見、直利橋製錬分局（本山製錬所の前身）・銅山病院、本所溶銅所を創設本口坑で大直利を発見、直利橋製錬分局（本山製錬所の前身）・銅山病院、本所溶銅所を創設

18851885（明治 18）    （明治 18）    小滝坑を取明、通洞開鑿開始小滝坑を取明、通洞開鑿開始

18861886（明治 19）   （明治 19）     民間初の銅山私設電話を開設 民間初の銅山私設電話を開設 

18871887（明治 20）    （明治 20）    松木より出火して、足尾の北部地域一帯の山林・住居などが焼失松木より出火して、足尾の北部地域一帯の山林・住居などが焼失

18901890（明治 23）   （明治 23）       間藤水力発電所、古河橋道路用鉄橋、細尾峠に架空索道（鉄索）が完成間藤水力発電所、古河橋道路用鉄橋、細尾峠に架空索道（鉄索）が完成

18911891（明治 24）    （明治 24）    田中正造が帝国議会で鉱毒問題を質問田中正造が帝国議会で鉱毒問題を質問

　　　　　　　　     　　 　　　　　　　　     　　 本山～古河橋に日本初の電気機関車運行本山～古河橋に日本初の電気機関車運行

　　　　　　　　          　　　　　　　　          町内幹線道路に軽便馬車鉄道の敷設を開始町内幹線道路に軽便馬車鉄道の敷設を開始

18931893（明治 26）    （明治 26）    ベッセマー式転炉錬銅を実用化、製錬の近代化が完成するとともに煙害も増加するベッセマー式転炉錬銅を実用化、製錬の近代化が完成するとともに煙害も増加する

18961896（明治 29）    （明治 29）    第 1 回鉱毒予防工事命令発令（明治 36 年まで 5 回）第 1 回鉱毒予防工事命令発令（明治 36 年まで 5 回）

18971897（明治 30）  （明治 30）      第 2 回、第 3 回鉱毒予防工事命令発令、鉱害防除施設（堆積場、浄水場、脱硫塔）を建設第 2 回、第 3 回鉱毒予防工事命令発令、鉱害防除施設（堆積場、浄水場、脱硫塔）を建設

                                         農商務省が足尾地域で官林復旧事業を開始する                                         農商務省が足尾地域で官林復旧事業を開始する

　　　　　　　　  　坑内に日本初の電気機関車運行　　　　　　　　  　坑内に日本初の電気機関車運行

19011901（明治 34）    （明治 34）    田中正造が鉱毒問題で明治天皇に直訴田中正造が鉱毒問題で明治天皇に直訴

19021902（明治 35）    （明治 35）    足尾銅山との示談により旧松木村廃村足尾銅山との示談により旧松木村廃村

19061906（明治 39）    （明治 39）    日光精銅所が操業を開始日光精銅所が操業を開始

19071907（明治 40）   （明治 40）     坑夫による大暴動事件が起こる坑夫による大暴動事件が起こる

●

●

（
江
戸
時
代
）

（
江
戸
時
代
） 

（
明
治
時
代
）

（
明
治
時
代
） 

●

足尾でのおもな出来事足尾でのおもな出来事西暦（年号）西暦（年号）
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資産の内容資産の内容

足尾銅山 360 年の歩み足尾銅山 360 年の歩み（大正～昭和時代） （大正～昭和時代） 

　History Chronology　History Chronology

●

●

●

（
昭
和
時
代
）

（
昭
和
時
代
）  

（
大
正
時
代
）

（
大
正
時
代
）  

19121912（大正  元）（大正  元）          足尾鉄道 桐生駅～足尾駅開通足尾鉄道 桐生駅～足尾駅開通

19141914（大正   3）    （大正   3）    国産第 1 号となる小型さく岩機「足尾式三番型」を考案国産第 1 号となる小型さく岩機「足尾式三番型」を考案

                                                            足尾鉄道 足尾駅～足尾本山駅開通足尾鉄道 足尾駅～足尾本山駅開通

19151915（大正   4）    （大正   4）    浮遊選鉱法の操業開始、煙塵処理の電気集塵機試験に成功浮遊選鉱法の操業開始、煙塵処理の電気集塵機試験に成功

19161916（大正   5）    （大正   5）    足尾町の人口が 38,428 人となる（県下第 2 位）足尾町の人口が 38,428 人となる（県下第 2 位）

19201920（大正   9）    （大正   9）    小滝選鉱所を通洞選鉱所に統合小滝選鉱所を通洞選鉱所に統合

19211921（大正 10）     （大正 10）     本山選鉱所を廃止し、選鉱所は通洞に集約される本山選鉱所を廃止し、選鉱所は通洞に集約される

19261926（大正 15）     （大正 15）     軽便馬車鉄道を廃止しガソリンカーに転換軽便馬車鉄道を廃止しガソリンカーに転換

19401940（昭和 15）     （昭和 15）     この頃から朝鮮人労働者が銅山の労働に従事この頃から朝鮮人労働者が銅山の労働に従事

19441944（昭和 19）（昭和 19）          中国人が強制連行され坑内労働に従事  中国人が強制連行され坑内労働に従事

19481948（昭和 23）     （昭和 23）     日本初の重液選鉱法に成功、選鉱の完全機械化の道が開かれる日本初の重液選鉱法に成功、選鉱の完全機械化の道が開かれる

19541954（昭和 29）     （昭和 29）     小滝坑廃止小滝坑廃止

　　　　　　　　　　フィンランドのオートクンプ社から自溶製錬技術を導入　　　　　　　　　　フィンランドのオートクンプ社から自溶製錬技術を導入

19561956（昭和 31）   （昭和 31）       「自溶製錬法」、「電気集塵法」、「接触脱硫法」を応用した脱硫技術を世界で初めて実用化し、「自溶製錬法」、「電気集塵法」、「接触脱硫法」を応用した脱硫技術を世界で初めて実用化し、
　　　　　　　　　   亜硫酸ガスの完全回収に成功　　　　　　　　　   亜硫酸ガスの完全回収に成功

19581958（昭和 33）     （昭和 33）     源五郎沢堆積場から廃泥が流出し鉱毒問題再燃、毛里田村鉱毒根絶期成同盟会成立源五郎沢堆積場から廃泥が流出し鉱毒問題再燃、毛里田村鉱毒根絶期成同盟会成立

19601960（昭和 35）     （昭和 35）     簀子橋堆積場が完成し堆積を開始、選鉱索道廃止簀子橋堆積場が完成し堆積を開始、選鉱索道廃止

19671967（昭和 42）     （昭和 42）     この年から、小坂・佐賀関・東予・玉野・日立の各製錬所に自溶製錬導入の技術指導を実施この年から、小坂・佐賀関・東予・玉野・日立の各製錬所に自溶製錬導入の技術指導を実施

19731973（昭和 48）     （昭和 48）     足尾銅山閉山（2 月 28 日）足尾銅山閉山（2 月 28 日）

19741974（昭和 49）　   （昭和 49）　   足尾銅山鉱毒問題で、毛里田鉱毒根絶期成同盟会と 15 億 5 千万円で和解が成立足尾銅山鉱毒問題で、毛里田鉱毒根絶期成同盟会と 15 億 5 千万円で和解が成立

                                           オートクンプ社と新協定を締結し、海外の自溶製錬に関する技術援助を実施                                           オートクンプ社と新協定を締結し、海外の自溶製錬に関する技術援助を実施

19761976（昭和 51）    （昭和 51）      古河鉱業㈱と群馬県、桐生市、太田市の間で公害防止協定締結古河鉱業㈱と群馬県、桐生市、太田市の間で公害防止協定締結

19801980（昭和 55）     （昭和 55）     足尾銅山観光オープン、坑内観光が始まる足尾銅山観光オープン、坑内観光が始まる

19881988（昭和 63）   （昭和 63）         製錬所が事実上の操業停止、銅生産の歴史に幕を閉じる製錬所が事実上の操業停止、銅生産の歴史に幕を閉じる

足尾でのおもな出来事足尾でのおもな出来事西暦（年号）西暦（年号）
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(Justification for Inscription)　　

足尾銅山（小滝地区）足尾銅山（小滝地区）
を視察する田中正造を視察する田中正造
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登録の価値証明登録の価値証明

  

資
産
の
価
値
と
評
価
基
準

　　

本
提
案
は
、
鉱
業
の
歴
史
上
、
鉱
害

鉱
業
の
歴
史
上
、
鉱
害

が
社
会
問
題
化
し
た
段
階
に
お
け
る
環

が
社
会
問
題
化
し
た
段
階
に
お
け
る
環

境
対
策
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
示
す
と
共

境
対
策
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
示
す
と
共

にに
、
①
そ
の
後
の
技
術
革
新
と
②
技
術

、
①
そ
の
後
の
技
術
革
新
と
②
技
術

的
な
国
際
交
流
の
成
果
の
２
点
か
ら
顕

的
な
国
際
交
流
の
成
果
の
２
点
か
ら
顕

著
な
普
遍
的
価
値
を
主
張
す
る
。

著
な
普
遍
的
価
値
を
主
張
す
る
。

　

提
案
資
産
は
、
世
界
遺
産
条
約
第
一

条
及
び
「
世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め

の
作
業
指
針
」
第
四
十
五
項
に
規
定
す

る
「
建
造
物
群
」
に
該
当
し
、
世
界
遺

産
一
覧
表
記
載
の
た
め
の
評
価
基
準

の
う
ち
、 （
ⅱ
）
の
「
建
築
、科
学
技
術
、

記
念
碑
、
都
市
計
画
、
景
観
設
計
の
発

展
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
、
あ
る
期

間
に
わ
た
る
価
値
観
の
交
流
又
は
あ

る
文
化
圏
内
で
の
価
値
観
の
交
流
を

示
す
も
の
」
と
、（
ⅳ
）
の
「
歴
史
上

の
重
要
な
段
階
を
物
語
る
建
築
物
、
そ

の
集
合
体
、
科
学
技
術
の
集
合
体
、
あ

る
い
は
景
観
を
代
表
す
る
顕
著
な
見

本
で
あ
る
」
が
適
用
で
き
る
。

　

評
価
基
準
（
ⅱ
）
の
適
用

　
「
足
尾
銅
山
の
鉱
害
防
除
遺
産
群
」

は
、
銅
生
産
に
係
る
鉱
害
防
除
技
術
の

日
本
と
他
の
国
々
の
交
流
を
示
す
好
例

で
あ
る
。
こ
の
交
流
の
結
果
、
十
九
世

紀
後
半
以
降
、
世
界
各
地
の
銅
鉱
山
で

問
題
と
な
っ
て
い
た
水
質
汚
染
と
煙

害
、
そ
れ
に
伴
う
山
林
の
荒
廃
と
河
川

へ
の
土
砂
流
出
が
解
決
さ
れ
た
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
の
予
防

工
事
は
、
日
本
初
の
本
格
的
な
鉱
害
対

策
事
業
で
あ
り
、
鉱
山
全
体
の
統
一
的

な
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
自
熔
製

錬
と
硫
酸
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
に
よ

り
、
初
め
て
製
錬
工
程
の
完
全
な
脱
硫

に
成
功
し
煙
害
が
克
服
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
古
河
鉱
業
が
独
自
の
改
良
を
加
え

て
完
成
さ
せ
た
こ
の
技
術
は
、「
古
河

式
自
熔
炉
」
と
し
て
世
界
各
国
で
導
入

さ
れ
稼
働
中
で
あ
る
。

　

評
価
基
準
（
ⅳ
）
の
適
用

　

提
案
す
る
資
産
は
、
十
九
世
紀
後
半

か
ら
二
十
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
世
界

各
地
に
お
い
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

た
銅
生
産
に
係
る
鉱
害
防
除
を
実
現
さ

せ
た
包
括
的
な
産
業
遺
産
の
集
合
体
の

顕
著
な
見
本
で
あ
る
。

　

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
発

令
さ
れ
た
日
本
初
の「
予
防
工
事
命
令
」

に
始
ま
る
一
連
の
施
策
は
、
政
府
の
指

導
の
も
と
、
企
業
に
よ
る
浄
水
や
脱
硫

と
い
っ
た
発
生
源
対
策
の
み
な
ら
ず
、

国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
治
山
・
治
水

等
の
被
害
地
対
策
を
含
む
包
括
的
な
事

業
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
対
策
は
、
世
界
的
な
電

気
産
業
の
拡
大
に
伴
う
銅
需
要
の
急
増

に
伴
い
発
展
し
た
銅
鉱
山
に
お
け
る
環

境
問
題
の
解
決
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。

　 
資
産
の
完
全
性
・
真
実
性

　　

本
遺
産
群
を
構
成
す
る
資
産
は
、
近

代
の
銅
鉱
山
で
発
生
し
た
水
質
及
び
大

気
汚
染
の
発
生
源
と
な
っ
た
産
銅
施
設

と
そ
の
対
策
の
た
め
の
施
設
、
並
び
に

大
気
汚
染
等
に
よ
り
誘
発
さ
れ
た
山
地

の
裸
地
化
に
伴
う
治
山
・
治
水
と
い
っ

た
被
害
地
対
策
の
た
め
の
施
設
が
、
ほ

ぼ
完
全
な
状
態
で
原
位
置
に
遺
存
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
文
化
財
と
し

て
適
切
に
保
存
さ
れ
、
ま
た
、
現
役
の

稼
働
施
設
は
当
初
の
用
途
と
機
能
が
現

在
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
完
全
性
お
よ

び
真
実
性
は
損
な
わ
れ
て
い
な
い
。

　

資
産
の
保
護
と
管
理

（
１
）
資
産
範
囲
に
お
け
る
施
策

　

構
成
資
産
の
う
ち
本
山
坑
（
S1
）、

通
洞
坑（
S2
）、本
山
製
錬
所
跡（
S8
）は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
万
全
な
保
護
・
保
存
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
。
足
尾
銅
山
の
産
業

遺
産
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
総
合
的
な

調
査
を
継
続
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
銅
山
の
価
値
を
示
す
必
須
の

遺
産
に
つ
い
て
追
加
指
定
を
行
い
、
全

体
的
な
保
護
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
化
財
の
管

理
の
義
務
は
一
義
的
に
は
所
有
者
が
負

（
ⅰ
）
顕
著
な
普
遍
的
価
値
と
評
価
基
準
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資産の保護と管理資産の保護と管理

い
、
地
方
公
共
団
体
と
国
が
管
理
の
た

め
の
指
導
助
言
や
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
本
資
産
群
の
う
ち
、
本
山

坑
（
S1
）、
通
洞
坑
（
S2
）、
通
洞
選
鉱

所
（
S3
）、
間
藤
浄
水
場
（
S4
）、
中
才

浄
水
場
（
S5
）
は
古
河
機
械
金
属
株
式

会
社
が
、
松
木
沢
砂
防
堰
堤
群
（
S6
）

は
国
（
国
土
交
通
省
）
が
、
本
山
製
錬

所
跡
は
古
河
と
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
株

式
会
社
が
所
有
し
、
日
光
市
が
協
力
し

て
資
産
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
渡
良
瀬
遊
水
地
（
S7
）
に
つ

い
て
は
、
遊
水
地
を
含
む
渡
良
瀬
川

十
三
・
五
㎞
と
利
根
川
支
川
の
一
部
を

国
（
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
）
が
管
理
し
て
い
る
。

坑口開閉所

本山坑口

貯鉱関係施設建屋

浴場跡

電車修繕工場

鳥居

鳥居・燈籠B・狛犬B

石積樹木

電柱

樹木

橋梁

説明板

石積

石積水路

燈籠A・狛犬A・天水桶 石碑・説明板

燈籠C

燈籠E

参道及び石階段

燈籠D

本山動力所（建屋）

（河川護岸崩落中）

（現在橋崩落）

（古い橋の上に新設）

石碑

石碑

市道
舟石
線

出　川

出　川

本殿

拝殿

本山動力所跡

本山鉱山神社跡

本山坑

凡　例

史跡指定範囲

0 50ｍ

as

H

M

M

M

T

M

Co

C
o

M

M

M

G

G

G

G

G

G

G

G

Co

TA1

TA2

TA3

TA4

TA5

TA6

TA7

T.2

T.3

T.26

T.25

6

中央グラウンド

通洞坑（史跡指定範囲）
駐車場

（大型バス）

駐車場

通洞大橋

通
洞
１
号
線

わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道

足尾総合支所

日光消防署
足尾分署

足尾市民センター

駐車場

公衆トイレ

通洞神社

通洞動力所

新梨油力発電所

坑内見学通路及び展示施設

トロッコ軌道
渡良瀬川

鋳銭座
（資料館）

レストラン

足尾銅山ステーション
（入口案内）

旧ステーション

売店体験広場

ふれあい館
（無料休憩所）

坑内見学通路銅資料館銅資料館

凡　例

史跡指定範囲

足尾銅山観光施設

その他利便施設

駐車場

100ｍ0

� (S1) 本山坑の指定範囲と主な構成要素　

� (S2) 通洞坑の指定範囲と周辺の公開活用施設
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登録の価値証明登録の価値証明
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硫酸タンク硫酸タンク

大煙突大煙突

貯水槽貯水槽

クレーン柱クレーン柱
自溶炉フレーム自溶炉フレーム

転炉転炉

鉛電解工場跡鉛電解工場跡

貯鉱庫跡貯鉱庫跡

硫酸工場建屋硫酸工場建屋

修理工場跡修理工場跡

鋳造機鋳造機 酸素ホルダー酸素ホルダー

酸素工場
コンプレッサー室
酸素工場
コンプレッサー室

事務所裏スレート建屋事務所裏スレート建屋

本山製錬所事務所本山製錬所事務所
計器室計器室

軌道敷軌道敷

車庫車庫

浴場浴場

器具置場器具置場

貯鉱壜貯鉱壜
旧試料所旧試料所本山駅油庫本山駅油庫

本山駅倉庫2本山駅倉庫2

本山駅倉庫本山駅倉庫

本山駅駅舎本山駅駅舎

トラックスケールトラックスケール

守衛室守衛室

濃硫酸注入設備濃硫酸注入設備

重油タンク重油タンク
石碑石碑

植栽樹木植栽樹木

構成要素図（本山製錬所跡）

凡　例

史跡指定範囲

100ｍ0

� (S8) 本山製錬所の指定範囲と主な構成要素　
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小
滝
地
区

小
滝
地
区

間
藤
地
区

宿地区宿地区

渡良瀬地区渡良瀬地区

通洞地区通洞地区

本山地区

原堆積場原堆積場

簀子橋堆積場簀子橋堆積場

有越（第三）鉄索塔有越（第三）鉄索塔

通洞坑通洞坑

足尾鉄道足尾鉄道

簡易軌道簡易軌道

通洞選鉱所通洞選鉱所

中才鉱山住宅中才鉱山住宅

中才浄水場中才浄水場

古河橋古河橋

宇都野火薬庫跡宇都野火薬庫跡

小滝地区小滝地区

本山製錬所跡本山製錬所跡本山動力所跡本山動力所跡
本山鉱山神社跡本山鉱山神社跡

本山坑本山坑

小滝坑跡小滝坑跡

索道トンネル索道トンネル

　古河掛水倶楽部
　古河赤煉瓦書庫
　電話交換所
掛水重役役宅群

　古河掛水倶楽部
　古河赤煉瓦書庫
　電話交換所
掛水重役役宅群

間藤浄水場間藤浄水場
本山小学校講堂本山小学校講堂

足尾キリスト教会足尾キリスト教会

間藤水力発電所跡間藤水力発電所跡

古河鉱業間藤工場古河鉱業間藤工場

新梨子油力発電所
通洞動力所
新梨子油力発電所
通洞動力所
通洞変電所通洞変電所

芝の沢取水口芝の沢取水口

松木取水口松木取水口

小滝取水口小滝取水口

植樹地植樹地

京子内砂防堰堤

砂防紀念碑砂防紀念碑

足尾砂防堰堤

松木沢砂防堰堤群

松木沢砂防堰堤群

松木沢砂防堰堤群

　観測監視区域

松木地域旧三村

　　凡　例

　  生産施設

　  環境対策施設

　  生活施設

　  景観・鉱山都市遺跡

足尾地域の産業遺産の周辺環境
として保全を図るべき範囲

２㎞0

足尾銅山
中心地区
足尾銅山
中心地区

松木地区松木地区

�足尾地域の産業遺産と周辺環境保全範囲の設定案

資産の保護と管理資産の保護と管理

（
２
）
緩
衝
地
帯
に
お
け
る
施
策

　

緩
衝
地
帯
内
に
お
け
る
現
状
変
更
等

の
行
為
は
、「
森
林
法
」
に
基
づ
く
保

安
林
、「
鉱
山
保
安
法
」
に
基
づ
く
管

理
区
域
、「
砂
防
法
」
に
基
づ
く
砂
防

指
定
地
、「
河
川
法
」
に
基
づ
く
河
川

区
域
、「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
基
づ

く
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
、
河
川
区
域
な

ど
の
規
定
に
応
じ
て
規
制
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
に
該
当
し
な
い
市
街
地
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
日
光
市
景
観
計
画
に
お
い

て
、
景
観
計
画
重
点
区
域
に
指
定
す
る

こ
と
も
含
め
て
検
討
す
る
。

（
３
）
資
産
と
緩
衝
地
帯
の

　
　
　
包
括
的
な
保
護
と
管
理

　

日
光
市
で
は
、
資
産
全
体
を
対
象
と

す
る
包
括
的
保
存
管
理
計
画
の
策
定
を

検
討
し
て
い
る
。そ
の
計
画
に
基
づ
き
、

今
後
、
資
産
と
そ
の
緩
衝
地
帯
に
つ
い

て
、
足
尾
地
域
の
全
域
を
対
象
に
保
全

を
図
る
べ
き
範
囲
と
し
て
設
定
し
、
特

に
下
記
の
二
地
区
に
つ
い
て
は
、
景
観

計
画
重
点
区
域
の
指
定
も
視
野
に
入

れ
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
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急
速
な
開
発
と
煙
害
と
に
よ
っ
て
荒
廃

し
た
自
然
景
観
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

遺
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
松
木
地
区

に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
鉱
害
の
痕
跡
並

び
に
そ
の
対
策
を
示
す
景
観
を
一
体
的

に
保
全
す
る
た
め
に
、
環
境
保
全
地
区

を
設
定
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
的
特
性
に
配
慮
し

て
、
自
然
と
歴
史
の
調
和
し
た
景
観
形

成
に
重
点
的
に
取
り
組
む
も
の
と
し
、

具
体
的
な
範
囲
設
定
と
景
観
形
成
の
考

え
方
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
日

光
市
景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。

（
４
）
長
期
的
な
課
題
と
戦
略

　

資
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
脅
威

と
し
て
は
、
建
造
物
の
経
年
劣
化
に
よ

る
崩
壊
、
斜
面
地
・
擁
壁
の
崩
落
、
落

石
、
土
砂
流
出
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
が
考
え
ら
れ
る
。
日
光
市
で
は

当
面
の
間
、
必
要
に
応
じ
て
対
応
す
る

と
と
も
に
、
専
門
的
な
調
査
に
基
づ
い

て
長
期
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

史
跡
の
保
存
管
理
・
整
備
活
用
に
か

か
る
体
制
の
充
実
に
は
、
市
民
参
加
や

専
門
家
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
地
域

住
民
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
史
跡
に

直
接
的
に
か
か
わ
る
機
会
を
増
や
し
、

史
跡
へ
の
関
心
や
愛
着
を
深
め
つ
つ
地

域
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
・
所
有
者
・
行
政
・
専
門

家
等
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
・
整
備

を
検
討
す
る
。

　

産
学
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
度

に
「
足
尾
地
域
の
産
業
遺
産
の
保
存
・

活
用
と
環
境
学
習
推
進
協
働
会
議
」
が

設
立
さ
れ
て
い
る
。
構
成
団
体
で
は
、

足
尾
銅
山
の
関
連
遺
産
を
後
世
に
伝
え

る
べ
く
、
ま
た
荒
廃
裸
地
化
し
て
し

ま
っ
た
足
尾
の
山
に
再
び
豊
か
な
自
然

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

�産業遺産見学会の開催
（宇都野火薬庫見学の様子）

�足尾銅山関連遺産の調査
（掛水鉱業事務所跡発掘調査の様子）

登録の価値証明登録の価値証明

�松木地区観測監視区域

　

①
足
尾
銅
山
中
心
地
区

　

足
尾
地
域
に
お
け
る
産
業
遺
産
を
構

成
す
る
主
要
施
設
は
、
備
前
楯
山
の
周

囲
、
渡
良
瀬
川
と
庚
申
川
に
沿
っ
て
展

開
し
て
い
る
。
本
山
製
錬
所
跡
が
所
在

す
る
本
山
地
区
を
北
端
、
原
堆
積
場
を

南
端
と
し
、
渡
良
瀬
川
と
庚
申
川
に
挟

ま
れ
た
範
囲
を
足
尾
銅
山
の
中
心
域
と

位
置
づ
け
て
、保
全
範
囲
を
設
定
す
る
。

こ
の
範
囲
は
、
足
尾
地
域
の
鉱
山
都
市

を
形
成
し
た
六
つ
の
地
区
を
包
含
し
て

お
り
、
都
市
景
観
の
保
全
に
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
歴
史
的
特
性
を
踏
ま
え
た
景

観
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

②
松
木
地
区

　

松
木
沢
、
仁
田
元
沢
、
久
蔵
沢
の
合

流
点
は
、
旧
松
木
村
が
所
在
し
た
場
所

で
あ
る
。
そ
の
上
流
部
に
は
、
荒
廃
し

た
松
木
地
区
の
土
砂
流
出
を
防
止
す
る

た
め
、
砂
防
堰
堤
や
植
樹
地
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
松
木
渓
谷
の
一
部
に
は
、
関

係
機
関
と
の
協
議
に
よ
り
、
積
極
的
な

植
林
を
行
う
こ
と
な
く
、
経
過
を
観
測

す
る
「
観
測
監
視
区
域
」
が
設
定
さ
れ
、
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比較分析比較分析

（
ⅱ
）
比
較
分
析

　

比
較
分
析
の
目
的

　　

比
較
分
析
の
目
的
は
本
遺
産
群
の
普

遍
的
価
値
で
あ
る
「
技
術
を
組
み
合
わ

せ
、
体
系
的
な
鉱
害
防
除
施
設
を
完
成

さ
せ
る
と
共
に
、
鉱
害
発
生
の
初
期
か

ら
被
害
地
に
着
目
し
た
本
格
的
な
鉱
害

対
策
事
業
を
実
施
し
た
鉱
山
で
あ
り
、

技
術
と
事
業
の
両
面
か
ら
の
鉱
害
対
策

の
重
要
性
を
示
す
顕
著
な
見
本
で
あ
る

こ
と
」
に
つ
い
て
、
鉱
山
単
位
で
の
類

似
資
産
と
の
比
較
を
通
し
て
検
証
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　　
比
較
対
象
と
視
点

　　
具
体
的
な
手
順
は
以
下
の
３
ス
テ
ッ
プ

に
分
け
ら
れ
る
。

①
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

以
下
の
６
つ
の
銅
山
に
関
す
る
サ
イ
ト
を

対
象
と
し
て
、
鉱
害
問
題
を
主
題
と
し
た

類
似
事
例
の
有
無
を
確
認
し
、
世
界
遺
産

一
覧
表
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
示
す
。

　
【
比
較
対
象
銅
山
】

　
「
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
と
西
デ
ヴ
ォ
ン
の
鉱
山
景
観（
イ
ギ
リ
ス
）」

　
「
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
グ
鉱
山
古
都
ゴ
ス
ラ
ー
と
ハ
ル
ツ
地
方

　
北
部
の
水
利
管
理
シ
ス
テ
ム
（
ド
イ
ツ
）」

　
「
バ
ン
ス
カ
ー
・
シ
ュ
テ
ィ
ア
ヴ
ニ
ッ
ツ
ア
の
歴
史
地
区　

　
と
周
辺
の
技
術
的
な
遺
跡
（
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）」

　
「
フ
ァ
ー
ル
ン
の
大
銅
山
の
採
鉱
地
域
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）」

　
「
ロ
ー
ロ
ス
の
鉱
山
都
市
と
周
辺
環
境
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）」　

　
「
シ
ー
ウ
エ
ル
の
鉱
山
都
市
（
チ
リ
）」

②
我
が
国
の
主
要
な
他
の
３
つ
の
銅

山
と
の
比
較
を
通
し
て
、
足
尾
銅
山

の
鉱
害
対
策
が
そ
れ
ら
を
も
包
括
し

て
代
表
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
【
比
較
対
象
銅
山
】

　

 

別
子
銅
山
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
）

　
小
坂
銅
山
（
秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町
）

　
日
立
銅
山
（
茨
城
県
日
立
市
）

③
足
尾
銅
山
と
同
時
期
の
十
九
世
紀

後
半
に
近
代
開
発
が
始
ま
っ
た
主
要

な
国
外
銅
山
６
カ
所
を
比
較
対
象
と

し
て
鉱
害
問
題
に
対
す
る
防
除
対
策

の
内
容
と
経
過
を
比
較
し
、
足
尾
銅

山
の
鉱
害
対
策
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
【
比
較
対
象
銅
山
】

　

  

コ
パ
ー
ベ
イ
ズ
ン
（
テ
ネ
シ
ー
州　
ア
メ
リ
カ
）

　

  

ビ
ュ
ー
ト
（
モ
ン
タ
ナ
州　
ア
メ
リ
カ
）

　

  

リ
オ
テ
ィ
ン
ト
（
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州　
ス
ペ
イ
ン
）

　

  

マ
ウ
ン
ト
レ
イ
ル
（
タ
ス
マ
ニ
ア
州　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　

  

マ
ウ
ン
ト
モ
ル
ガ
ン（
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　

  

サ
ド
ベ
リ
ー(

オ
ン
タ
リ
オ
州　
カ
ナ
ダ
）

　　

各
分
析
か
ら
の
知
見

　
①
世
界
遺
産
一
覧
表
に

　
　
　
掲
載
さ
れ
た
サ
イ
ト
と
の
比
較

　

銅
山
に
係
る
サ
イ
ト
は
英
国
の
産
業

化
以
前
に
最
盛
期
を
向
え
た
グ
ル
ー
プ

と
本
資
産
が
含
ま
れ
る
そ
れ
以
後
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

前
者
に
関
し
て
は
、
冶
金
・
鉱
山
技

術
、
鉱
山
都
市
、
水
利
管
理
シ
ス
テ
ム

の
違
い
等
に
着
目
し
て
主
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ロ
ス
で

は
鉱
害
を
含
む
周
辺
環
境
を
新
た
に
再

登
録
し
て
対
象
地
域
を
拡
大
し
て
環
境

へ
の
適
応
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
鉱
害
問
題
と
対
策
を
主
題
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

　

後
者
に
お
い
て
は
産
業
化
と
そ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ
り
、

コ
ン
ウ
オ
ー
ル
で
は
、
新
た
な
技
術
に

よ
る
当
地
域
で
の
鉱
業
の
発
達
と
英
国

の
産
業
化
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
銅
山

の
世
界
へ
の
拡
散
に
お
け
る
影
響
を
、

シ
ー
ウ
ェ
ル
で
は
人
里
離
れ
た
場
所
に

創
設
さ
れ
た
企
業
城
下
町
に
お
け
る
米

国
技
術
者
と
現
地
労
働
者
の
交
流
に
よ

る
技
術
と
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
主

題
で
あ
り
、
産
業
化
の
副
作
用
と
し
て

の
鉱
害
は
直
接
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

足
尾
銅
山
の
開
始
は
こ
の
２
つ
の
銅
山

開
発
の
間
で
あ
る
十
九
世
紀
後
半
に
あ

た
り
、
英
国
か
ら
米
国
に
銅
の
セ
ン

タ
ー
が
移
行
す
る
過
渡
期
に
お
け
る
銅

�小坂鉱山鉱業事務所
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登録の価値証明登録の価値証明

鉱
業
の
経
済
的
、
技
術
的
状
況
を
う
め

る
遺
産
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

②
国
内
主
要
銅
山
と
の
比
較

　

足
尾
銅
山
は
我
が
国
で
最
大
の
生
産
量

を
誇
る
銅
山
で
あ
り
、
し
か
も
最
も
早
い

時
期
に
深
刻
な
鉱
害
問
題
が
発
生
し
た
。

従
っ
て
、
他
の
事
例
で
は
足
尾
銅
山
で
の

対
策
が
種
々
の
面
で
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

 　
初
期
に
お
い
て
他
の
銅
山
で
は
煙
害
が

主
要
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
が
、
足
尾
で
は

煙
害
と
と
も
に
排
水
や
排
滓
等
の
廃
棄
物
汚

染
が
初
期
の
段
階
か
ら
社
会
問
題
化
し
た
た

め
、
よ
り
総
合
的
な
対
策
が
取
ら
れ
た
。 

　

政
府
の
政
策
決
定
に
よ
り
、
足
尾
銅
山

に
関
し
て
は
初
期
の
段
階
か
ら
鉱
害
防
除

対
策
と
し
て
公
共
事
業
を
活
用
し
て
い

る
。
他
の
３
事
例
で
は
予
防
工
事
命
令
の

み
で
公
共
事
業
に
よ
る
防
除
対
策
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
足
尾
銅
山
は
よ

り
総
合
的
な
鉱
害
対
策
と
な
っ
て
い
る
。

③
十
九
世
紀
後
半
に
近
代
開
発
が
な
さ

れ
た
銅
山
と
の
国
際
比
較

　

各
銅
山
の
鉱
害
と
鉱
害
防
除
対
策
は

次
の
３
つ
の
段
階
の
期
間
に
分
け
て
比

較
で
き
る
。
但
し
各
段
階
の
期
間
は
銅

山
ご
と
に
ず
れ
が
あ
り
、
年
代
は
お
お

よ
そ
の
目
安
と
し
て
示
す
。　
　

　

各
段
階
で
の
比
較
に
よ
る
足
尾
銅
山

の
特
徴
と
し
て
下
記
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

(a)  

第
１
段
階

　
鉱
害
の
社
会
問
題
化
と
そ
の
対
応

　
　
　
　
　
（
一
八
八
〇
～
一
九
二
〇
）

　

近
代
的
な
産
銅
技
術
の
導
入
と
開
発
に

よ
る
急
激
な
増
産
に
伴
い
、
い
ず
れ
の
銅

山
に
お
い
て
も
煙
害
を
中
心
に
鉱
害
が
社

会
問
題
化
す
る
。
そ
の
様
相
は
、
そ
の
他

の
土
地
利
用
と
の
競
合
の
程
度
に
依
存
す

る
。
鉱
害
防
除
技
術
が
不
足
し
て
い
る
な

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銅
山
ご
と
に
企
業
に
よ

る
問
題
対
処
的
な
対
応
が
な
さ
れ
る
。

　

そ
の
な
か
で
、 

足
尾
銅
山
に
お
い
て

は
企
業
に
よ
る
発
生
源
対
策
と
と
も
に
、

当
初
か
ら
国
を
あ
げ
て
被
害
地
に
お
け

る
治
水
、
治
山
を
含
め
た
幅
広
い
防
除

対
策
を
実
施
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
。 

　

こ
の
段
階
で
煙
害
の
み
な
ら
ず
廃
棄

物
に
起
因
す
る
水
質
汚
染
の
鉱
害
に
対

応
し
た
の
は
、
ビ
ュ
ー
ト
と
足
尾
銅
山

だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
下
流
域
へ
の

排
出
防
止
を
主
要
な
目
的
と
し
て
対
策

を
と
っ
た
の
は
足
尾
銅
山
だ
け
で
あ

る
。
他
の
事
例
に
お
い
て
は
廃
棄
物
の

管
理
と
浄
水
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
遅
れ

た
た
め
に
汚
染
の
蓄
積
と
拡
散
が
継
続

し
、
現
在
に
お
い
て
も
水
質
汚
染
に
よ

る
下
流
域
の
環
境
へ
の
影
響
が
解
決
困

難
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

(b) 

第
２
段
階

　
環
境
基
準
に
基
づ
く
鉱
害
対
策  

                     （
一
九
二
〇
～
一
九
八
〇
）

　

各
銅
山
と
も
、
採
掘
量
の
増
大
と
鉱

石
の
含
有
率
の
低
下
に
よ
り
排
滓
等
の

廃
棄
物
が
増
大
す
る
一
方
で
、
二
十
世

紀
に
入
り
、
化
学
産
業
の
勃
興
等
に
よ

り
鉱
石
処
理
技
術
が
進
歩
す
る
と
と
も

�別子銅山の旧端出場水力発電所

�マウントモルガン（オーストラリア） �ファールンの大銅山の採鉱地域（スウェーデン）
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に
、
海
外
に
お
い
て
も
企
業
に
よ
る
緑

化
対
策
が
始
ま
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
徐
々
に
大
気
、
水
質
基
準
等
の
法

規
制
が
設
け
ら
れ
始
め
る
。
特
に
、
環

境
主
義
が
先
進
工
業
国
の
潮
流
と
な
る

一
九
七
〇
年
代
か
ら 
八
十
年
代
に
か

け
て
厳
格
な
規
制
基
準
が
設
け
ら
れ
、

そ
れ
に
従
っ
て
企
業
に
よ
る
発
生
源
対

策
が
強
化
さ
れ
る
。 

　

足
尾
銅
山
で
は
企
業
が
発
生
源
対
策

を
、
ま
た
行
政
が
被
害
地
に
お
け
る
防

除
対
策
を
担
う
と
い
う
役
割
分
担
は
閉

山
ま
で
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
。
政
府

と
自
治
体
は
被
害
地
の
治
水
、
治
山
、 

砂
防
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も

に
、
水
源
の
山
林
の
荒
廃
に
伴
う
河
道

上
昇
に
伴
う
農
業
用
水
の
不
足
に
対
す

る
新
た
な
対
策
と
し
て
土
地
改
良
事
業

に
よ
り
灌
漑
施
設
を
整
備
し
た
。 

　

他
方
、
企
業
は
製
錬
過
程
に
お
け
る
脱

硫
対
策
に
努
力
を
傾
け
る
が
、
二
酸
化
硫

黄
の
含
有
量
が
少
な
い
弱
酸
化
硫
黄
の

鉱
種
の
た
め
、
高
い
濃
度
の
二
酸
化
硫
黄

を
抽
出
す
る
た
め
に
、
他
の
銅
山
と
比

較
し
て
高
度
な
技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
。

幾
多
の
試
み
の
末
、
オ
ー
ト
ク
ン
プ
社
の

自
溶
製
錬
炉
に
改
良
を
加
え
、
効
率
的
な

製
錬
法
を
実
用
化
す
る
と
と
も
に
硫
酸

製
造
プ
ラ
ン
ト
と
組
み
合
わ
せ
煙
害
を

克
服
し
た
。
そ
の
技
術
が
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
に
普
及
し
て
い
る
。

　

(c) 

第
３
段
階

　
閉
山
後
の
環
境
問
題
へ
の
対
応

                                      （
一
九
八
〇
～
）

　

一
方
に
お
い
て
、
鉱
山
か
ら
の
排
出

物
に
起
因
す
る
長
期
的
な
環
境
へ
の
影

響
が
多
く
の
鉱
山
で
顕
在
化
し
、
資
源

の
枯
渇
と
環
境
問
題
か
ら
の
圧
力
に
押

さ
れ
、
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
出
始
め
る
。
土
壌
汚
染
と
下
流
域
の

河
川
の
汚
染
、
そ
れ
ら
に
よ
る
生
態
系

の
破
壊
等
が
社
会
問
題
と
な
り
、
国
ご

と
に
閉
山
に
伴
う
官
民
協
力
に
よ
る
再

生
事
業
の
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
始
め
る
。

比
較
対
象
の
す
べ
て
の
銅
山
で
新
た
な

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
再
生
事
業
の
必
要

性
が
示
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
か
ま
た
は

具
体
的
な
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　

足
尾
銅
山
に
お
い
て
は
第
１
期
、
第

２
期
に
お
け
る
防
除
対
策
が
鉱
害
の
環

境
に
対
す
る
長
期
的
な
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
続
け
て

き
た
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
で
閉
山
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
閉
山
後
、
約

半
世
紀
を
経
て
も
特
に
新
た
な
再
生
事

業
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

比
較
分
析
の
結
論

　　

鉱
害
に
係
る
主
題
に
関
し
て
世
界
遺

産
一
覧
表
に
余
地
が
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
足
尾
銅
山
は
こ
れ
を
埋
め

る
適
切
な
遺
産
で
あ
る
。 

　

足
尾
銅
山
は
我
が
国
の
産
業
近
代
化

に
伴
う
鉱
害
対
策
の
特
徴
を
総
合
的
に

代
表
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
本
鉱
害
防

除
施
設
群
は
構
成
資
産
と
し
て
適
正
で

あ
る
。

　

一
世
紀
に
わ
た
る
足
尾
銅
山
の
鉱
害

防
除
対
策
は
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
顕

著
な
特
長
を
有
す
る
。      　
　
　

 　

　

(a)  

鉱
害
発
生
の
初
期
に
あ
た
る
十
九

世
紀
後
半
か
ら
、
国
・
地
方
自
治
体
・
企

業
の
役
割
分
担
に
よ
り
発
生
源
対
策
の

み
な
ら
ず
被
害
地
対
策
を
も
包
含
し
た

総
合
的
な
鉱
害
防
除
事
業
を
実
施
し
た
。

　

(b) 

古
河
は
廃
棄
物
の
管
理
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
、
初
期
の
段
階
で
そ
の
蓄
積

と
拡
散
を
防
い
だ
。
さ
ら
に
、
海
外
で

開
発
さ
れ
た
製
錬
技
術
を
改
良
し
て
実

用
化
し
、
そ
れ
を
用
い
た
硫
酸
製
造
の

プ
ラ
ン
ト
に
よ
り
製
錬
過
程
の
脱
硫
に

成
功
し
た
。
以
上
の
２
つ
の
基
本
的
な

鉱
害
防
除
技
術
を
通
し
て
国
内
外
の
銅

山
の
環
境
対
策
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

(c)  

以
上
の
結
果
と
し
て
、
近
年
先
進

国
の
鉱
山
を
中
心
に
世
界
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
過
去
の
産
銅
活
動
に
起
因

す
る
土
壌
汚
染
や
水
質
汚
染
等
の
環
境

へ
の
長
期
的
な
影
響
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

�ビュート下流域の河川浄化サイト（アメリカ　モンタナ州）
　現在、ビュート下流域のクラークフォーク川では、植生を
利用した水質汚染の浄化が行われている。

比較分析比較分析
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　　　　資料　　　　資料

引
用
・
参
考
文
献
一
覧

引
用
・
参
考
文
献
一
覧

【
日
光
市
調
査
報
告
書
】

　
日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
一
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書
』　

二
〇
〇
八　

　
　
　
「
足
尾
銅
山
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
と
空
間
的
都
市
構
造
」　

永
井
護

　
　
　
「
足
尾
に
お
け
る
自
溶
炉
製
錬
技
術
の
先
駆
性
及
び
国
内
外
に
与
え
た
影
響
」　

酒
匂
幸
男

　
　
　
「
宇
都
野
火
薬
庫
跡
の
産
業
遺
産
と
し
て
の
価
値
の
検
証
」　

青
木
達
也

　
　
　
「
古
河
掛
水
倶
楽
部
と
役
宅
群
」　

河
東
義
之

　
　
　
「
古
河
橋
」　

栗
田
裕
敏

　
　
　
「
足
尾
銅
山
に
対
す
る
第
三
回
鉱
毒
予
防
工
事
命
令
の
再
検
討
」　

小
風
秀
雅　

お
茶
の
水
女
子
大
学
小
風
研
究
室

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
二
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 

２
』　

二
〇
一
〇　

　
　
　
「
掛
水
役
宅
の
建
設
と
重
役
役
宅
」　

河
東
義
之

　
　
　
「
足
尾
銅
山
松
木
地
区
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る
研
究
」　

青
木
達
也
・
永
井
護

　
　
　
「
第
二
次
鉱
毒
調
査
委
員
会
の
設
置
と
公
害
対
策
の
提
言
」　

小
風
秀
雅

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
三
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 

３
』　

二
〇
一
一　

　
　
　
「
足
尾
銅
山
で
の
銅
製
錬
の
変
遷
と
排
ガ
ス
処
理
の
歴
史
」　

小
峰
新
平

　
　
　
「
足
尾
銅
山
の
廃
水
処
理
対
策
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
」　

青
木
達
也
・
永
井
護

　
　
　
「
旧
帝
国
大
学
等
工
学
部
採
鉱
・
冶
金
学
科
学
生
に
よ
る
鉱
山
「
実
習
報
文
」
に
つ
い
て
」　

柗
居
宏
枝

　
　
　
「
史
料
紹
介　

足
尾
銅
山
実
習
報
文
に
見
る
足
尾
町
の
姿
」　

本
宮
一
男

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
五
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 

４
』　

二
〇
一
二　

　
　
　
「
足
尾
銅
山
本
山
製
錬
所
の
変
遷
」　

青
木
達
也
・
永
井
護

　
　
　
「
欧
米
に
お
け
る
産
業
遺
産
の
活
用
」　

岡
田
昌
彰

　
　
　
「
内
国
勧
業
博
覧
会
史
料
に
見
る
足
尾
銅
山
」　

今
給
黎
佳
菜
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引用・参考文献一覧引用・参考文献一覧

　

日
光
市
教
育
委
員
会
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
六
集　

足
尾
銅
山
跡
総
合
調
査
報
告
書
（
上
巻
）』　

二
〇
一
三

　
　
　

第
Ⅰ
章　

調
査
の
目
的
と
方
法

　
　
　
　

第
１
節　

調
査
に
至
る
経
緯

　
　
　
　

第
２
節　

調
査
の
目
的
と
方
法

　
　
　

第
Ⅱ
章　

足
尾
銅
山
の
変
遷
と
産
業
遺
産
の
特
徴

　
　
　
　

第
１
節　

足
尾
銅
山
の
沿
革

　
　
　
　

第
２
節　

足
尾
銅
山
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

　
　
　
　

第
３
節　

足
尾
銅
山
の
生
産
拠
点
の
変
遷—

国
内
主
要
銅
山
と
の
比
較—

　
　
　
　

第
４
節　

足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策
の
変
遷—

足
尾
鉱
毒
問
題
と
予
防
対
策
の
展
開—

　
　
　
　

第
５
節　

足
尾
銅
山
の
産
業
遺
産
の
特
徴

　
　
　
　

　

日
光
市
教
育
委
員
会
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
七
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 

５
』　

二
〇
一
四　

　
　
　
「
鉱
毒
調
査
会
（
第
三
次
）
と
煙
害
防
止
対
策
」　

青
木
達
也

　
　
　
（
史
料
紹
介
）

　
　
　
　

史
料
一
．「
足
尾
銅
山
新
設
煙
道
装
置
」

　
　
　
　

史
料
二
．「
昭
和
十
年
九
月
現
在　

足
尾
銅
山
に
於
け
る
鉱
煙
除
害
設
備
の
沿
革　

古
河
鉱
業
合
名
会
社
足
尾
鉱
業
所
」

　
　
　
　

史
料
三
．「
米
国
万
国
博
覧
会
出
品
解
説
書
（
明
治
二
十
五
年
五
月
編
）」

　
　
　
　

史
料
四
．「（
明
治
三
十
年
）
仏
国
万
国
博
覧
会
出
品
解
説
書　

下
野
国
上
都
賀
郡
足
尾
銅
山
古
河
鉱
業
所
」

　
　
　
「
解
題　

明
治
期
海
外
博
覧
会
と
足
尾
銅
山
の
出
品
記
録
」　

今
給
黎
佳
菜

　　

日
光
市
教
育
委
員
会
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
八
集　

足
尾
銅
山
跡
総
合
調
査
報
告
書
（
下
巻
）』　

二
〇
一
五　

　
　
　

第
Ⅲ
章　

足
尾
銅
山
の
関
連
施
設　

本
章
に
お
け
る
足
尾
銅
山
関
連
施
設
に
つ
い
て

　
　
　
　

第
１
節　

本
山
地
区

　
　
　
　

第
２
節　

間
藤
地
区

　
　
　
　

第
３
節　

掛
水
・
柏
木
平
・
渡
良
瀬
地
区
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　　　　資料　　　　資料

　
　
　
　

第
４
節　

通
洞
・
中
才
・
赤
沢
地
区

　
　
　
　

第
５
節　

小
滝
地
区

　
　
　
　

第
６
節　

松
木
地
区

　
　
　
　

第
７
節　

そ
の
他

　
　
　

第
Ⅳ
章　

総
括

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
九
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 

６
』　

二
〇
一
六

　
　
「
明
治
期
に
お
け
る
政
府
の
鉱
毒
対
策
の
成
立
過
程
」　

永
井
護

　
　
　
（
史
料
紹
介
）

　
　
　
　

史
料
一
．「
日
英
博
覧
会
出
品
解
説
書
」

　
　
　
　

史
料
二
．「
古
河
鉱
業
会
社
鉱
山
及
製
造
所
概
況
（
日
英
博
覧
会
出
品
解
説
書
）」

　
　
　
「
解
題　

日
英
博
覧
会
」　

三
村
佳
緒

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
史
跡
足
尾
銅
山
跡　

通
洞
坑 
宇
都
野
火
薬
庫
跡 

本
山
坑 

本
山
動
力
所
跡 

本
山
製
錬
所
跡 

本
山
鉱
山
神
社
跡　

保
存
活
用
計
画
』　

二
〇
一
六

　
　
　

序　

章　

保
存
活
用
計
画
策
定
の
経
過
と
目
的

　
　
　

第
１
章　

足
尾
銅
山
跡
と
周
辺
環
境

　
　
　

第
２
章　

史
跡
足
尾
銅
山
跡
の
現
状

　
　
　

第
３
章　

保
存
管
理

　
　
　

第
４
章　

整
備
活
用

　
　
　

第
５
章　

保
存
管
理
・
整
備
活
用
の
体
制
整
備

　
　
　

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
十
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 
７
』　

二
〇
一
七　

　
　
　
「
足
尾
銅
山
通
洞
選
鉱
所
の
設
立
過
程—

明
治
か
ら
大
正
前
期
ま
で—

」　

青
木
達
也

　
　
　
（
史
料
紹
介
）

　
　
　
「
足
尾
鉱
業
事
務
所
関
係
史
料
」　

宮
本
史
夫
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引用・参考文献一覧　　　　　引用・参考文献一覧　　　　　

　

日
光
市
教
育
委
員
会　
『
日
光
市
文
化
財
調
査
報
告
第
十
一
集　

足
尾
銅
山
跡
調
査
報
告
書 

８
』　

二
〇
一
八　

　
　
　
「
谷
中
村
と
渡
良
瀬
遊
水
地
（
河
川
法
と
谷
中
村
買
収
）」　

飯
村
廣
壽　
　
　

　
　
　
「
足
尾
銅
山
掛
水
地
区
の
足
尾
鉱
業
所
跡
に
関
す
る
調
査
」　

宮
本
史
夫　

青
木
達
也　

片
根
義
幸　

鈴
木
泰
浩

 【
そ
の
他
】

　

足
尾
町
教
育
委
員
会
『
足
尾
の
ア
ル
バ
ム
』　

一
九
七
八

　

栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
栃
木
県
史　

資
料
編　

近
現
代
九
』　

一
九
八
〇　

　

栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
栃
木
県
史　

資
料
編　

近
現
代
一
』　

一
九
八
二

　

栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
栃
木
県
史　

通
史
編　

近
現
代
三
』　

一
九
八
四

　

写
真 

新
井
常
雄
・
解
説 

村
上
安
正
『
新
井
常
雄
版　

足
尾
銅
山
写
真
帖
』　

二
〇
〇
一　

随
想
舎　

　

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
『
近
代
遺
跡
調
査
報
告
書

　

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
『
近
代
遺
跡
調
査
報
告
書  

―
鉱
山
―
』

―
鉱
山
―
』  　

二
〇
〇
二

　

二
〇
〇
二

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
『
栃
木
県
近
代
遺
産
（
建
造
物
等
）
総
合
調
査
報
告
書
』　

二
〇
〇
三

　

足
尾
町
役
場
企
画
課
編
『
足
尾
博
物
誌　

足
尾
町
閉
町
記
念
』　

二
〇
〇
六

　

足
尾
町
教
育
委
員
会
・
足
尾
町
文
化
財
調
査
委
員
会
『
足
尾
銅
山
の
産
業
遺
跡
』　

二
〇
〇
六　

随
想
舎　

　

小
野
崎
敏
（
著
）『
小
野
崎
一
徳
写
真
帖　

足
尾
銅
山
』　

二
〇
〇
六　

新
樹
社

　

村
上
安
正
『
足
尾
銅
山
史
』　

二
〇
〇
六　

随
想
舎

　

小
野
崎
敏
ほ
か
『
写
真
集　

足
尾
鐵
道
の
一
世
紀
』　

二
〇
〇
八　

新
樹
社

　
（
財
）
渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
編
『
渡
良
瀬
遊
水
地
～
生
い
立
ち
か
ら
現
状
』　

二
〇
一
二

　　
【
広
報
資
料
等
】

　
　
『
足
尾
銅
山
概
要
』　

古
河
鉱
業
株
式
会
社　

復
刻
版　

二
〇
〇
九

　
　
『
足
尾
製
煉
所
概
要
』　

古
河
鉱
業
株
式
会
社　

復
刻
版　

二
〇
一
〇　
　

　
　
『
安
全
専
一
』　

古
河
合
名
會
社　

足
尾
鉱
業
所　

復
刻
版　

二
〇
一
一

　
　

足
尾
銅
山
近
代
化
産
業
遺
産
マ
ッ
プ　

二
〇
一
四

　
　

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
╱
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル　

二
〇
一
七
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　　　　資料　　　　資料

写
真
等
提
供
一
覧

写
真
等
提
供
一
覧
（
※
一
覧
に
示
し
て
い
な
い
写
真
に
つ
い
て
は
、
日
光
市
が
撮
影
し
た
も
の
、
若
し
く
は
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。）

　

          　
　
　
　

　
表
紙

　

表
上　
　
　
　
　

大
正
五
年
頃
の
本
山
製
錬
所　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

表
下　
　
　
　
　

中
才
浄
水
場
沈
殿
池
の
竣
工
後
の
様
子
（
明
治
三
十
年
八
月
十
八
日
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

裏
上　
　
　
　
　

建
造
中
の
脱
硫
搭
（
明
治
三
十
年
八
月
二
十
五
日
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

裏
下　
　
　
　
　

改
築
工
事
竣
工
後
の
文
象
沢
（
明
治
三
十
年
十
二
月
二
十
日
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

 

　

一 

資
産
の
特
定

　

一
頁　
　
　
　
　

本
山
・
有
木
坑
口
前
の
坑
夫
た
ち
（
明
治
二
十
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

六
頁　
　
　
　
　

渡
良
瀬
遊
水
地
全
景
航
空
写
真　

国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所　

　　
ニ 

資
産
の
内
容

   　

ⅰ 

足
尾
銅
山
の
鉱
害
防
除
遺
産
群
の
背
景

　

七
頁　
　
　
　
　

間
藤
水
力
発
電
所
（
明
治
二
十
八
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

八
頁　
　
　
　
　

南
上
空
か
ら
み
た
足
尾
周
辺　
『
足
尾
博
物
誌　

足
尾
町
閉
町
記
念
』
よ
り
転
載

　

九
頁　
　
　
　
　

足
尾
銅
山
発
見
の
地
、
備
前
楯
山　
『
足
尾
博
物
誌　

足
尾
町
閉
町
記
念
』
よ
り
転
載

ⅱ 

足
尾
銅
山
の
発
展
と
鉱
害
の
発
生

　

十
頁
下　
　
　
　

間
藤
水
力
発
電
所
（
明
治
二
十
八
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
一
頁
上　
　
　

足
尾
銅
山
庚
申
山
繁
栄
之
図
復
刻
版
「
栃
木
県
史　

資
料
編　

近
現
代
九
」
付
録
よ
り
転
載
╱
栃
木
県
立
文
書
館
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
一
頁
中　
　
　

本
山
倉
庫
付
近
の
賑
わ
い
（
明
治
二
十
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
一
頁
下　
　
　

銅
山
構
内
で
行
わ
れ
た
電
気
鉄
道
試
験
運
転
（
明
治
二
十
八
年
以
前
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
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十
ニ
頁
上　
　
　

架
空
索
道
（
空
中
ケ
ー
ブ
ル
、
明
治
二
十
八
年
以
前
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
ニ
頁
下　
　
　

足
尾
鉄
道
足
尾
本
山
駅
付
近
の
様
子
（
大
正
三
年
以
降
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
三
頁
上　
　
　

足
尾
式
小
型
削
岩
機　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
三
頁
中　
　
　

通
洞
動
力
所
内
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
三
頁
下　
　
　

本
山
・
有
木
坑
口
前
の
坑
夫
た
ち
（
明
治
二
十
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
四
頁
上　
　
　

本
山
製
錬
所
の
ベ
ッ
セ
マ
ー
式
回
転
炉
（
明
治
四
十
年
代
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

十
五
頁　
　
　
　

明
治
十
八
年
頃
の
直
利
橋
製
錬
所　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　
　

ⅲ 

予
防
工
事
命
令
と
足
尾
銅
山
の
鉱
害
対
策

　

十
六
頁　
　
　
　

小
滝
地
区
を
視
察
す
る
田
中
正
造
（
明
治
三
十
二
年
三
月
十
二
日
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
一
頁
上　
　

中
才
浄
水
場
沈
殿
池
の
建
造
中
の
様
子　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
一
頁
中　
　

中
才
浄
水
場
沈
殿
池
の
竣
工
後
の
様
子　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
ニ
頁
上　
　

建
造
中
の
本
口
沢
の
砂
防
堰
堤
（
明
治
三
十
年
十
一
月
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
ニ
頁
下　
　

本
口
沢
の
砂
防
堰
堤
完
成
後
の
様
子
（
明
治
三
十
年
十
二
月
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
三
頁　
　
　

建
造
中
の
脱
硫
塔
（
明
治
三
十
年
九
月
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　
　

ⅳ 

構
成
資
産
の
歴
史

　

二
十
五
頁　
　
　

有
木
坑
口
と
ト
ロ
リ
ー
式
坑
内
電
気
機
関
車
（
大
正
七
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
六
頁　
　
　

本
山
坑
の
内
部
（
大
正
期
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社　
　

　

二
十
七
頁　
　
　

通
洞
坑
口
前
の
様
子
（
大
正
期
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
八
頁　
　
　

通
洞
坑
電
車
廊
下
（
昭
和
四
十
年
代
）
新
井
常
雄
撮
影
╱
新
井
雅
之
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

二
十
九
頁　
　
　

通
洞
選
鉱
所
（
昭
和
十
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

三
十
頁
上　
　
　

通
洞
選
鉱
所
内
の
浮
遊
選
鉱
機(

大
正
七
年
頃
）　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

三
十
頁
下　
　
　

通
洞
選
鉱
所
の
集
中
運
転
室
（
昭
和
四
十
年
代
）　

新
井
常
雄
撮
影
╱
新
井
雅
之
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社　

　

三
十
一
頁
上　
　

建
造
中
の
向
間
藤
濾
過
池
（
明
治
三
十
年
七
月
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

写真等提供一覧写真等提供一覧
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三
十
ニ
頁　
　
　

建
造
中
の
中
才
中
段
の
沈
殿
池
（
明
治
三
十
年
七
月
）
小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社　
　
　

　

三
十
五
頁　
　
　

渡
良
瀬
遊
水
地
全
景
航
空
写
真　

国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

　

三
十
七
頁
上　
　

大
正
四
年
に
完
成
し
た
鉱
煙
処
理
施
設　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　

三
十
七
頁
下　
　

大
正
五
年
頃
の
本
山
製
錬
所　

小
野
崎
一
徳
撮
影
╱
小
野
崎
敏
・
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　
　

　

三 

資
産
の
価
値
証
明　
　

　
　

ⅱ 

比
較
分
析

　
　
　

四
十
八
頁　
　
　

フ
ァ
ー
ル
ン
の
大
銅
山
の
採
鉱
地
域
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）　

永
井
護
撮
影 

　
　
　

四
十
八
頁　
　
　

マ
ウ
ン
ト
モ
ル
ガ
ン
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）　

永
井
護
撮
影

　
　
　

四
十
九
頁　
　
　

ビ
ュ
ー
ト
下
流
域
の
河
川
浄
化
サ
イ
ト
（
ア
メ
リ
カ　

モ
ン
タ
ナ
州
）　

永
井
護
撮
影 

　　

本
書
の
作
成
に
あ
た
り
次
の
諸
機
関
、
諸
氏
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

協
力
機
関
（
五
十
音
順
）

　
　
　

足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
会

　
　
　

国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

　
　
　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課

　
　
　

栃
木
県
立
文
書
館

　
　
　

日
光
市
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
検
討
委
員
会

　
　
　

古
河
機
械
金
属
株
式
会
社

　
　
　

古
河
機
械
金
属
株
式
会
社
足
尾
事
業
所

　　
　

協
力
者
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

　
　
　

青
木
達
也　
　

新
井
雅
之　
　

池
部
清
彦　
　

稲
葉
信
子　
　

小
野
崎
敏　
　

河
東
義
之　
　

木
村　

勉

　
　
　

久
能
正
之　
　

小
風
秀
雅　
　

佐
藤
正
知　
　

清
水
憲
一　
　

中
山
俊
介　
　

永
井　

護　
　

山
﨑
義
宏

　　　資料　　　資料
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　�『足尾銅山跡総合調査報告書』（上・下巻）
上巻 2013（平成 25）年・下巻 2015（平成 27）年

�『足尾銅山跡　保存活用計画』
　　　2016（平成 28）年

�『足尾銅山跡調査報告書 1 ～８』
2008（平成 20）年～ 2018（平成 30）年

�『足尾銅山近代化産業遺産マップ』
  2014（平成 26）年

�『足尾銅山概要 復刻版』
　　 2009（平成 21）年

�『足尾製錬所概要 復刻版』
　　  2010（平成 22）年

�　『安全専一 復刻版』
　　2011（平成 23）年

�クリアファイル
2017（平成 29）年

報告書・広報資料等報告書・広報資料等



　

足
尾
銅
山
の
鉱
害
防
除
遺
産
群

　
　
　
　
　
　
　
　

  

― 

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て 

―

　

編　

集　
　

日
光
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課 　

　
　
　
　
　
　

栃
木
県
日
光
市
今
市
三
〇
四
番
地
一

                    

電
話
〇
二
八
八
―
二
五
―
三
二
〇
〇

　

発　

行　
　

日
光
市
教
育
委
員
会

　

発
行
日　
　

平
成
三
十
一
年
（
二
○
一
九
）
三
月

     

印　
刷　
　

 （
有
）
髙
橋
平
板
社

本
書
を
無
断
で
転
載
・
複
製
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
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